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序 文

!?羽12|l城跡は、京アジア情勢が緊迫した 7世紀彼半に、大手1][W-J廷により築城され

た古代山城です() W抗日本紀』などの図書に記載された由緒正しい遺跡として、

平成16年 2月271]付けで|主|の史跡に折定されましたハ発抑制査は、昭和42年度か

ら開始し、昨年度で30次を数えました円この問、我が国の古代山城では初めての

八角形建物跡、 fb"/}:池跡、 H~J木場跡、木前jなどが相次いで見つかり、鞠13城跡の

仙促[をより一層、高めることになりました口

そして何と EIJしましでも、 111:年の10月には、 ffil司造菩|誌立像の大発見がありまし

たn これにつきましては、形態的な特徴から 7世紀彼半の百消系特際立像との評

仙iがなされておりますの 想像を廷しくしますと、 !~'!1~j1j1 Jfltの築城11:，j" WJ に城I)~へ判ち

込まれた可能性もありますυ このことは、古代山城が百済の亡命I~:j/~fの指噂のも

とに築城されたという ~Iオ本吉紀J の記述を補完することにもなりますの

本書は、この仏像の発見を機に、鞠筒l城の歴 1史的意義を今一度、再考する -~jni珪

資料として、|宝|の史跡指定以降に実施した発問調査成果と、それ以前の調査資料

の見直しも行い、新たな女II見も力nえてIIV.りまとめたものですn 仰型f城研究の資料

として、皆様方に仰活用いただければ幸いです口

最後になりましたが、 !~'~y j~?城跡の発tJ:i問日査・整備事業におきましては、文化庁

花ぴに鞠智1l城跡保存整備検討委員会の諸先生方に日頃より御指導を賜り、また、

地元の山鹿市・菊池mの皆様方にも佐IJ協力を1買いております。本書の刊行にあた

りまして、ここに厚く品IJ礼を 11'1しJ今げます口

三11.)iX;21年 7月3U二|

熊本県教育長 山本隆 生
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第 I章鞠智城について

第 1節はじめに

11Eオ玉県の ;l\ij~~il城は、北九州の大出FJ!A: (有， 'il両県)ベ寸1~~1!城(佐賀県) と貝なり、築城Il!JJ!JJに11)りする悶f与の記

述が，1!日く、 H:\'é IJ 木市~，~の文:fJ\: =.{r~ (698) Ji 月の条に、前Il~の二J成と 11多血!にi!XJする i記事を初見と寸る υ その

i乏、 160年I11，'Jの空白川11，'，]をiirf:て r1=1本文i也氏忠実の)('氏孟-司令 (858)の二月と六月の条に、任ifj現象を{i;

える:3l ìil の記述があり、~'日本三代弘司』の7LJ在 三年(879) 五月の条を最伐に、 @I高から去を Njす古代山城

の つである υ 丈献 上での城の千Y*'irJ川 I ~'，]は、 181年 IIU となるの 一方 、 11~J哩 11;~oJ!n が、大野城と Ji!~~1U}A:と同 Il~J J!JJ

であるため、 n;: J)州 IS' J!!J もこの こ城と löJ じ ヲミ q~J 1JL!{1三 (665) とする見方が有ブJであるの

械の↑':H告は、 Jj山北1I;i!lJJ(1) 7世紀依土|土と、廃絶される終末!!乃の 9山紀後半とでは、|明らかに迷いがあろう"

前者は、収アジアの国際情勢が、似肢に~\~慌した 1 -1ー l で築城されたもので、|主|家 WJj f!iJ*IßJ の -}J!，を j1:[ -:.)ている υ

白首は、|円らかにmド宗一千f亡の危機が去った後であり、f!山こ、比型としての役';I;rjを終えた11，¥'!UJであるのそれで

も、なお城の出組とはなっておらず、引析の交化が考えられるり

真の械JA:の*itnli f;'[ は55ha、1j~京ドームの 1211日分の広さがある。 ー1:.i:l nH;L と出:中~jtで IJJI能された組問は、外)司

3，5km 、 '-1 ' 心棋院~145m の f-r地に 4it か il -Cいる o j)jU'~(土、県北の I I.i )i~ ïb 初出 IIrj"のえと jd(Tfr地を "1"心に Ji'~ IJrjして

おり、紋日1\は、羽 j也市水野-幼~i l)Jまで)よがりを見せる υ

!r;.~~!~w峨へのアクセスは、九州縦断|さI ill}Jl/j:，;直 (i自辿道』刊の菊水インターをIl'，て、県道16号 (-L'民地万，;rr[J、

jよl・1II}JUiUに入り、|刊!保}J((iiへ取准すると40分4111のi自のりであるけ

!rr~~ ~~ il 力川~J; は、 1967{.1てから花t)~I，嗣査を ~JJj面しており、 2009，{ト:伎で31次を数えるハ 一‘ /-j で、 1994:'Í f会}1丸からは ~i)，'J

iIi'JJX;1;Jもを元lこlFl担公団 として?官官mされており、:1JWも|主|附を '-1-'心とした112制|j事業が;並行1-/:1である u この|問、

20011f. :2月には、|司拍yt 史~'，IJ、となった υ 今 1: 1 、ガイグンス施設の['ili，¥.I'(y:i:jIJ!-l:.fi'l?: J を 'Iilll にして、~& :}hl¥ tVM J!tで松

~U された72仰の建物i憾の l村、八角形古川者 米fi 兵会・ 4延命なと 4仰のï~1代辿物が複ずしされ、これまでに百

万人を脳える入Yil":二白て)IJt丈っている。

第2節地理的位置と地形

熊本L干しの北部にf立 îN: し、地区|上での i血 料日1" 自jf は、 って竿府から62km、有|内泊に ü: ぐ菊池川 (- '~&ìflr川)の

;iiJ仁lからも30km，'ljlfれている。内陪古1¥への入り込みは、 1.rJ代山城の立地条fi:からすると似めて典例で、この

ために当日北里111士|を巡っては、過去に"日fUiがあったの

城刷、は、北京訂正司に八方ケIJ;. (標高l，05:2m) の I~'~ 山を放さ、市 hl Í:1J に菊池平野を望める場所にあるの気

象条叫が12えば、熊本71J の{ìiJ年山山系や、さらに泣くの長111市県・島 JJJ('I勺誌の主{11111í を望める II;j もあるり ~;:III平

山山系の向こう側はすヲ I明海の I)~ r!ijで、有事の132 、干，]l I ~l さえ i:)とめておけば、 51~h~i によって、 iiJiJょの ~:jy:づj[UJlí ，] を

J1 IJ院に iW1jj~j' J成へ伝述する司.1が1可能となるり

地Jl;.的には、八力会ケ岳山系から '1十了|ごする丘陵地引が、急激に i自 さを減じる Jijí で、 l山|まのふ大変化l~1、が!ßJ山

されている " IIJ~ I、の出池平野との比両.~X:: は、 100m を y凶える状ilL にあるり ~)了で、 1tV]l.に見える丘陵地本体も、

周りを畿亘もの小俗に|仕|まれているために、各告のU.¥入口をj'qlさえる平 によって、敵}J'の峨J也への侵入を-1

分に防ぐ'Mi.7'HJ，~ミる。 1 :1:1心j~h' は、市地将、をた行する叫せM0J山形の小山と、;立l、 111変な i:出(J;:で|並|抗される純聞が、

55ha(l) [' 真の J}J~域j として n~~01 きされる。地JI灯l甘にも、 j)Jl: JiIlとして，)1 常に J'r!に辿った J制好にあるの選地に

ついては、さらにHl\jJ( ijS~ の Jlt:.~:ミ も力 11 わっていると児ている υ 1'1/1 カヲ真Wiする 1i~m-~の一八 Hケ岳の i白山を背{交に社l

い、!ÌírTIùに大れ IJの菊池川と )J山たな羽 i也よn!F を出む有株は、)凪\JJ(;{ìUこふさ わ しい地:1[';のまとまりが!C.~じられる n



10km 

第 1図 鞠智城跡周辺地形図(国土地理院発行1: 2000000地勢図[熊本Iの一部を使用)
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古代の陸路との関係第3節

大伴!日と!I日{えを品lIi ぶ宙遊のJrr定ルートは、今 U の九ナト|前[員 I~I 助 主11 ，;芭())走行に相めて近い.，ねIJ !lJJ (!)官道は、

c'¥ 」l':~問インタ ~H近から北町ブil(TJ に在 =IJr して、先に述べた '1" 1f~NJ)Jtへぴ)アク七ス道E'行と交わるコースをi山る ο

そこからî'~イに大きく|何きを変え、 JI目的の|主1) f.J' ()(間三ïJj)へと進むけ !\I!~j !~:Iil城へは、らに物j山ilil仰向まで.旺びて、

i414的から校分かれしたj庄があ「たとJrrJcされる。そのルートと、佐世(1']に見合うJJni，切I"Jが、附'ig;rM ())iE門と

見なされる。

ーんで、判官川北の第二の↑111とされる池ノ応IIIJからの城道l土、今日の|と1，;直 3号のたれに;[ぃj-H品目:還にj:'h'J'っ

ているの戦|同 rl-r には、昨年l の )Jえ lî;. :ì"il';I;'わが町山;Jの太主~0 1{1 付近から U~r 先して、 -.!Li: f'i行軍で刷旬JjJ比 j止くまでや ?

民l.iT!なj生計riーであるけて '~~たと;市り継がhる，，{-f!ji の|僚の 'l;íj'~~;rJ)& . '"HiiiJl.:í，ーの移叫に ~!2ーする 11ヰ|ト:1 をう、11 る よ で、

鞠智城の研究略史第4節

'r;1l'1~rr :tjJ~は、 J1t J)&f走、長い 11守 IL'rjの紅白の r:lr で、先全に人〈FU) flU悩

み生き杭けたの

江戸時代

)J目 ft:では、 r，l : r 則から地品、の iiJI 叱がjかんになり、|主|沓 に2ょ JJ~する 'ï~J!p ， rJ)J~が;tlヨ されることになったυ 比定j血

11= 1 菊池 1[1;1)~ の任地が考 えられている。)1 iJ ~附地は、 七城JlIT/jz，1誌の大J)比小械をあてたけiJri谷公IIーは、円台は、

会ドしl
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'C '~) )f~ JlIJl':)日(を、 ¥)1卜誌 ので的池dJJ成111付i止をirrjじしたの八木|川
n
H
H
d
 

-しき
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川山)
 

山山

八木1:1:1r;ì~ を 75?己した。 l'I" ÍiJ "WrrJ)Jt は、兵Illíス、で、物 j也 I'h会本)i{ をあげている υ :~長木-'JiM は、 ~'} J山支IIlri;U1 :ll \j t~J 

へつ司、助ffなどをNつ官城なので、|山内・水尚..1~JIj( の 叶に i)主る広大な城j戒を I~ìめるものであろう」と 71U したけ

明治時代2. 

ご 「川:1判判'1'，円付l可可t昨刊j点itをj立士地山ぴの)リ刈!I目山千乏凹可消討i山1判[1日qこJドめるぴの〕は、 づcWf'城を践的IIiI大Uryj.[日古III1kfl，:i土、「大:U本JUl*ノ!日商J

に求めるのと同じである」と、物 ilU ii'ì~ を :~~}己しているり

昭和時代3. 

ぢ ï~l'学を 11'，(り入れたf:r地の 1DI 究者がH'r てくる。 Ilr 山秀;!:jr 上にや坂イ汁f~~;tJにがそうである v 1.1 r ，1:，)1むは、 プ<1:))(1ij

1:1 YJil1iJで 1~UI~( の攻 ~I~;: こそ、『杭 H 木紀.~ 0)文Jit=:ilよ 万月に、 コミ リ庁、 ) lt;~:II.城と共に ~;;(;ìfì された'1"1J :W r r城であろう c

f控石の』ι~~ rJ 1、多くの{珪:f[がr'J'rたj:1lI、然、米が周をなしてJIj!まっている'}:III、?JT(みケ日Ii)Yi、品ケ械、シヘ'カンドン

紀}宅政、 T~:-'; J示、 )!!~ ì先 i}öl 、長者r]: )=i なと、の地名がある j と w じている ( {r地イ|の悦ぶrJー|は、長 -I!f"山の 1~~:-Ci 1 [l 0)こと"

F くの{控~-iiNI'r た j:111 ・民 1(が層をなして立Il ま ヮ ている州1Iは、 j訪問J を刊一定r'J 'r 米ないが、かなりオ←ハーな去四

11'11什城を:;ili担させるがj山元にらはfにがないο ただし、 l三者Jl;(1山|三の(Jti)n\ ì出M亡では、 手i lrf.~なであるの烏ウ城は、

どの中 W:池物カ'1.1'r 1 会している刊百床は、宮野{，!I! 有のことかυ}~!τ~ìti)出は、 JJ)jTYiが不|リJ)。

熊本地用、 ii)1 究会は、 謀、長I! 城を mtiそして、米jf〔の j世柄と Jtil吹け J\ I~);I!J)止の iiJI 究者 であ っ た久保山首|映l日々松尾

(長者の|刊行は、仙1'1 ご.J.'\;も米)日〔の j世間を~'古査の 11、王者の (1'01JJは、刷!jr'(j{rll城の城1111跡であることを怖かめた

i~~~ )自l吋のI"j舵イゴのこと )υ

5 で l'附 '1~rJ)UII: に侃せら hる米!日ì!主跡に就いて」!肝不11l2ir(1937) (こNえ木市'f~-~t 1えは、 『地片日íW;'~iM())市 』

を花去したの 11日平1117年には、 H:I本"炎花j51 号で I~H(~Hrr J)j~考 j を発表υ:I~J '~"r' J)J~の丈 IHk を集録υ 米lijL台地に伐

さるτIr. '1 、:~ 'I)~の峨 III j{rjf 、オzl"j{Ut 、 l三者山のf桂主ill 'rJ)之 、 ー1'.~;{ íÍ'~j! などは、 ifU l制式 I Lr城の対H，j~(こ JJjするとして、

ぴ〕記司 i を物 fiE っているとしたけ ~Li:i: n:Jj! は u ~)~)毛十j~ をポ1111'1 し

さらに j ~足利!は、 ~Hriから木リrT'1刀法を北にJ.つ

らに多fHのft米ぴ〕山i支は、 rH 1¥丈{止!大息災

て外側IJ を切り存とし、市立fíl\ にのみ!a~_" j 会した状態と州定したり

(坂本11(;(土、熊本県の文化財川 ';'ëO) 耳l う〉けであるの 'l;jJ官rrJ)J~の liJI

究でも、多大な1主tiijkをさ iLた。城I"Jj曜について、東はi35j白1.11-1、r:'JはJJif'，切IIIJ、下liは辿ノ!主1"1"!j(IIIIMtiは氷川f定υ

て、城北の谷を拍く外部制をJI.~J戊するとした



外~{/~Æ~íl は、今F-I 、参考資料Jこ 17f まる ) υ

/lij平Ll13il: (J 93叫に城北村!え~ h~!~l ~l内三会会lその松尾悦 ï:JH\; は、米JJi!

と前ll1t:，にう子めたの

百凋737 して、 1~){木を主tて f蛍跡、の1~~誕

II(j干lI2Hイr:0%3) lOJ-J Iこ jJL山併比は、人~:..;:; Jt.J・AJJfJJ&' lil~ lf.，/Ujjkの・ i主の ~J，'，j 'ii'として，n'!1n~，' JJ&の;;J，'J-lJ"{~~;]jfH/" jilli J 

をイγ!it，.íi~木県に JW'/'í!í を f/ うが'克JJi!しなかフ た " 11 月 lこ 1t巨木耳目~1'\;I止、 1fR本!と !~l\会で 「 ・IViJ1WJÞklこついてJ 発表υ

/て

手主i祈時代Rjh-i¥:.J!っf

ー:・熊本県文化財調査報告第116集

第10-12次調査報告第140図を転載鞠智城跡城域図第2図
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II(付1131-，l 095(j) 8)Jに、制山''1文化(;}，';J査団の尚川此次郎氏は、米財L 'lifの，;'11fl'lj:をii)，'J"合して、長官山(/)li!t

イ子中 IJ を ~j川したけ同月、比|王I ILJïlりえは'~~i也-m'-c11自j イ 'J)}~ 1I1 内 J)!比と t附l'i'J)&J について ~I\fi\ii した υ

|町内1133年 095討) q 月に、坂本抗出氏は nr巨木の肝' I:J.: ，~ (1f間三 FII二11JíllIJHJ) で、 '1';1J!j~i' J)北を米Jl;'(に Jt屯して Jtlji(~"

1111利131今ご(1959) 12月に、昨(.;j'k委は I'~刷、， 1:L;'I'tij也'J)JU';JJ;J として、 lc~ =首 ILlli世イ:.i ifYと i~~~ ~;自|吋 l'走石をピンボ f

ン卜|切に県史川、に拍;七υ

11日拘11lil': (1 966) に米lけ(白地の '1' リ'~1':ilj から|初 l土|二L:ÞF によ--~)て数多くの初日=1 が1.1:'，土した υ そこで12{1'に、県

教をは、乙尚正1;年氏を|司|長として発t1ñl r!H~ :-~仁を尖施した の これが;jlij'jN城跡の第 l 次日，'â.1!.f となる。その{弘前'J 査

|豆1]1勾にで出4次j:J司f=tまで実施されたn

IIi1利15UI'(1976) 8}cJ 241:::1 付けで、県教委は、';)2WJ、アl を 1!I，iJjil，'J)j~川、 J ~こ改称り

第5節 国書に見る大和朝廷と鞠智城の動向

i!fi11干 I;~ 子ト :/;[司む

(i45 大化先イ| -大化(i)e1dJIn ~P -iiilJ Ij (/)Mu'{" 1'1木智紀

， ，川 (i'，( =I"，1みの|主1;'[村で、 }t~\ と羽ík11' (/)凶 ~f~Îp: に、 大手I Il:U J1i(1)派泣11ょとi'lì;~ 

(i(i:J )( ~当 '___'. ip. :q川、1ilたれる。;主:i:ip:o) 1] 木への慢」立が予想される判市 rn.1L~ となり、人J fI本舎紀

利fiiiJJ);[は;¥')')止、を;日られる。

“fi~ 守二151正i['. . H'L紫などに I;}j人と j拾を ii~ifi L、/)，J)&を結く" ドl 本 fii:~:ê

(i(-j5 ー人'i'，'fJLjlド -ffL誌に人j'i'州、ーJi'、制j成、 l引"1にKI"1城を与5く" 1 J木判紀

667 守\J131lプ~f!~ - λ干11 に 院J安岐、 tn~l[111支にl雫仙城、品j'，1，!5にik川JJ&をうLく。 11イ司折U

69お 文ii¥ごイ1:' -大~: : )i) をして、大~IJ\);';~I! 、的:)~IIU) 士一:JJ& を ~Wfifì-9 ゐ υ 続uイ刈己

699 士一-v¥王.flミ -三リ!I'減、 fiM!';JJ北を11}燃する ~::，'é )て|木紀

， ';v;山峡札'，，0)兵)fIU);tlらI!応J3(ーー月)，

お5il 大!&::.... : iy ， 11山元 円 1'1~ì也城院 (j) l~ IfI-，'(j)肢が|討 らf!lj る(プ、) J) 'J 1 : 1 本文{lt( 7; ~TJ :記録

， 71~ì i1l JJ&(/) イ ~1TiJJ K~ r十 相lが、火災に i宣う(人 )))υ

日75 lと:il，jIHーし{I二 -カラスのiNiしが、羽 i也 lllj 全「手fの ~:';t 中をかノバムく nl(三代災J;~.A

品79 ヮ ~;i正 二 {I ' ， IJ目{究 I]F~0;山)J&Iらl;υ)l乙;'1<のすkヵ:1主|ら1112ゐ。 1:1木.=:ft実在11

叫が11'f JIf!された 1とすにゾj".の械 t，は、 I'W1J'j~，' Jと記さ jしているけこのII)JJ!JJ、菊池の地は円安r-，#!JJ削少Jによ

ると「久/d、IIJ と ~(f.i己されているので、 !r!-~] ノ14l は「くくち」の花王i となる"従って、府IJ ruWJの正式J)!比ノ泊は「く

くち城」である ο この11;\、 kWY'J)J~べ斗\tl~~.I!J)主と共に修型1 1 されているので、 1\1りえと同じくべ j~j'l出午に築城された

との見方ーが強いω il'íj城のう'E城から 33{1今日の 11:\ 米中で、この年月は、ー大出品ñl }'{柱世物のねーが腕るII.\J!IJ と~j')cする υ

|主 I r~i の記j主内谷は、 『正引借にう上けられる"ー段|昨日土、 大:1il三fト、(/)，日J(ii!(:'I::.向(]HD: (j) ìrtいでの l)\c jit~-c、あるの

これを j/:1 1!:~ として天 121l 六 .:q までの川に、力J~吐;ぴ)築城を，+，心とする|買|同休i!ilj(/) 強化が入;利明庄の下で急ピッチ

に;色められたの|一|本が、 III家千{亡の危悦にIIJ:I1liしたIISHJJであるけ

二:段 I){~T は、丈武‘ {I" . から卓i 五五|のヰ1 である (j li~i~i '城を合めた 5 :t)I~の 1~1'1tI Lr J)J~の 11tJfI!が行われている υ |占什

iIの J!\c ìij~から 33 :1 1イ去の事で、この 11;\' JlJ]、国内では、まだ ~~i)l~;1犬tL~ががしいている事 が分かる υ

三段附では、 'Nj'j~i ' 城に[)l~った記事であるが、城の11 Þ; J'I'. íi口事から 161 午伐に、 ;I'，íjj~，' J)J~が IJ) び ITI l ili になj場する υ

この11:¥，1!lj、城%は 1'1'，iJ'W，1 Jから「羽山城|ちUゃ「菊池城」の去記に変化した υ 今の菊池「きくちjの|呼称は、

この|昨Jりjからの主化であるけ|くくちjは、現在jiむわれていないので、県では実態にJ!IJして「仰智城」を「き

くちじよう」と 11子んでいる n

こjしにあlじく、 21 :rn乏のずω;~.~~ .qて までの記事は、城内で起こった怯l~ifH象や大火災に IVJする内容で、 IJ~f交の

固からブザfMJ/Lintiijされたものであるけ仙の古代|ー|ー|城でも同じ総な'!'Fi)iあり、|些|回の同II!出城では II!'!'Iつ足の
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~MI が'1 まれた」との:(01*告 が "1ー!リとになされているわこの析に '1旬l 央桃山への干K告 は「城の 'Ji の変化J をストレー

トに ';'~IÆ ; .!.;するのでは無く、怪十~íJJU4↓などに i出き J13 えられていた中が分かゐハ ;1:1j'j~i ' J)J~でも、終末J!lJ になると統

iljlJカサEんで1!(iんな主11{'1".カサ也こったのであろう"

一方で、 司東主アジアの回|陥:出?官叶:汁↑仲情昔市j勢が左安:j定Eしたこυの川〉引11附|同司 j則!り川jリJ，、;1'ト門'1帆i

きく M変主イ化ヒしていたと巴巴4ιlけオわつh之る〉刊 この司iに|均しては、羽i山牢|司との問わりがj'I1JI;::jさiLる向きもあるけ しかし、

この 11 、Ht の~'!.~~ .~~II城が、どの総な )1;で IJ山乏に II}，J 係していたのかは分かつていないυ

第6節発掘調査の経緯

発JJñi ， mJ f，~，よ 19671 1ユーを)え切りとする 門出l去の42椛となったのは、 l三者 !iil 地|どでれわれた1，111地の IJIJ 日:U:事 と長

c(íïli の- l~， IIIJIJ 発で、"ill'i物刷、の舵干|が数多く発見された';)i l と ー・部がWí-Sたした事によるの 196951までに、利五|正|

形式で 4 次を数える ;州ー自でがわわれ、長者町け山 1.3ーの 1主:U'F{i}tイヲ、jJJl 1!!IJ:I>~:~、 i1tj白 1]刊年、 i也/尾 I" I'J 刷、なと、で中ri) )J 的

なrlHJ?i!Eが展開されたり 1979午の約 5次削1-fは、明日包I1IJ教育提員会で実施されたη11Ir:;立の改良仁引に1'1'-うもの

で、 WIJL1IJ二l「が出ご|ーした門l附()千ドの佑 7;大計日仁では、'，';<:WFiij~ :.ciJillq川"iJ、を全TriH引1\ し、 この料HRをずじに、 1981

:¥1':.11]:111 H 付けで峠史跡に i血川指定したυ1987ilーの約 9;火刑去では、長官;ïll]ij~ ィ~Ili干の山J川;から~)立の炭化米

が11'，土 Lたり

1990{1ニ から 1992{1三の第12~ 14;犬訓 N-(' は、従前の文化J'r ↑T::IWtil) WJ 事業に )JII えて、り誌の I~[t事業による wλぜ

遺跡侃H~，WtJ 一合を ;1~施したり初日査 mi積も jl~uml'l~ に拡大し、その事もあって、 1991 il の第 13;大 nR~ 1、では、術 i立の

占IL~. なる 2i4!の八角形建物川、を 1~tll'，したい I'J内の市代 111城では初の発見であったけ J;!.:~\ 回京j:\t j立の二担 j[ー|域助、か

ら、 丸削H刑似u、の八j角ij}1予辿物il';1肋跡:IJみl卜、カが;司+杭J免九知:じ汀川ll川，'1ハlされている:早nカがf分カか冶 tり)人、 唱例f間見Z祭子のために iV，'J .庇t企tt主民ミ司i がi浪瓜皮今~ i;峠1日時!中1 する与司等I}~一\、 !r;刊l4引1

町川(1内甘なゴ31今にな -:>コた《い， 1凹992i年F の f第礼呼山I~~礼j凡l日4引i次欠知;司訓削出訓川'ij:ffでは、 !\\i~ !1~(1城のれオミ !リ1 (9111:紀代佐"1:') にあたる]，定石ill物川;を{市

認した。

1993{r の箔 15次~J，'ij Wからは、 IIJ び、 ー文化庁 |主IJIl! lilì肋 !:J;I: 8J~())花州市'~1t になッた。|司:il二の ;iJ，'Jf，"('は、 IIIJ:;立から

東 J二の|ブ片(地|マがjlt例の ~c.:r江 地41;・である'-}i.iFI'Ij I川したの 1991 1'[':の第16次fiN，j.~トでは、/~(:;臼["]il'ふの子:r. :grj を i羽じる

紙に梢与とされたJ:N~~S j-~ ~~:~ を 1食 IJ'，したの

1995 fj:'.から 1997午の第17~ 19次TiHiJ :-1fでは、長者!京地 13ーから ~;I"l 71fjl())世物跡 (50号~侃j}) を松山したの治

19次iV，'iJ査では、谷部から!?Jソ1¥.池刷、を発見したの文字が中IjlFrc H.I，'~とる 1甘木 rifJ ヤ、建築材や木製の出訓!l-J ，ll なと

が，LIに|ーしたの八frJ)杉並物il'JJ、に続き、これも国内の古代山城では初めての発見であったい

19981 1うから 20üO:\1二のなう20~22ì欠i制 1，ンごは、 [['j" ，J< i也 il';jJ、の継杭fÌHiJ.~t と jJñ:，切 I"J 刷、の)iJιf止を行 っ た 。!ii'~20ìkfjJ，刊十む

は、 !?iオ<ì山刷、が辿築材なとを 1iiii消した 11j-木J!;j川;でもある ~rl を 11(1'定したり的22次Hj，'~ i1f，('は、 i印見/ぷ1(くりj地山也)点i

{村枠f午片に F訟lj)当l目j するオ木ti机1札Lみ i也宜削{村梢1的t を 1検:.~食4従:lL山‘':U した O さらに幼i:l)j門川、の訓iまでは、 hnn:U;~， 11の山地から r"Jjit~ 王|のJlj( 1立 i ili: も杷 j1J~

したけ

2001 1 1 から 2003{ドの約23~25次;V，';J Hでは、 !1jソj(i山跡にか"えて、 土よlW!i!の;V，';JJI正を行ったの的23i欠市m_1t'I~ では、

出jtlのrYJ1!!IJ. I'}:~線が!収集J -13でもあることを|リI らかにした η 長者 111 の IL'i地 13ーからは、 4 仰の ill物跡 (69~72

号)を1'~U:l:'， L "':0 )j'j'ソlι池川、からは、 jjl': 1坊状世+lli を時 l;t した心第25i欠削査では、 ILli1l1 11止31のー iíl\がm~築 二112で

あることカ中iJllJ]したυ

2()04 .. f]から 2005.fr二の句'i26~27次 fiJ IiJ1，'では、 i也ノ)毛 1"] ~'~小から主計 I-\] を fl:切るイミi ，i:i()) - 牟 {iljや、 iillJJ<i.j'，'j， ;'wJ)<i'I'IJを

牧，'L'，したり

20()が|ごの第28ik削色、は、 i栄j白川刷、をHl!iJ"自己したυ2007'Iドの第29i欠;WJ:nf-(，は、両側IJ1 会主総の収刈r'l主jg，;')， 11で 11以~~と

脱トーの -i;~:I) を検出したりさらにJ['j'水仙川、の池尻:i:，:!j では、イJ積みを伴うJ-f.~;犯の千イヂ下が判定され、 2008 'Í1 の泊30

次n)，'~ -:tì'で、は、 EI Ì'J~系の手l ， iJ:Î世;;~:. j;，~:Y 立 11{:が l L'， j二する国iJ日l 的な発見があったり
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第7節調査の組織

[第8次調査]昭和61年度 (1986年)

訓宜主体熊本開教育長員会 訓去費任者:丸木f~~'貸(文化問lミ) 訓食総括・ IU¥l 1 1日 正、(Tr4~RNIi {k ) 

制作j"l;[当 .桑lljL慾杉(参!Ji) 

;:J，'~ :介引務局 。林I:LlN幻iliii)(日以i引il川'i，:)，柴|ト|平11，I.!0Ci吋iNff続四!係長)'j1i: 世!と(参事)・谷 ;i喜 一党~-r (}，任i::，事)

[第9次調査] 昭和62年度 (1987年)

司IJ j1f ~Ì". 1+: ・熊本県教育安員会 ;mjJ ~f責任者 丸木似賢(文化謀長) 調Jt~~'~Ê~~市 IH~ 11日芯(課長til凶-:)

訓:合担当.桑jljl話、杉(参事)， I勝又俊一(文化財保設主~J.i )・!京 :応了 (1腕ilO

ij，';)i!f事務局 :1本|下|倣l'II'li¥)(!:集長布)i11，-:)， i~~1附 Il.f!:止七(主幹兼 fí::~ilf!係長)・谷 喜美 f Ct.1 

[第10次調査] 昭和63年度 (1988年)

iiJ，'J主主体.熊本山教育会民会 制1U~tfγ%- : ~ IJI!，j lf (文化県長)

削王正c' 唯M刊洲[!比t総立吋t~:J:，七抗l百日 : 1目限4山巳 H附白土芯: ({救文T脊t干'~('I叶7帯作航;議ふ 民) ， 桑会 J九以lU以;江l 泊慾:U杉;';μl弘~ (け1七刊川:汀川!1幹ihM怜1行作l~、 . 一丈丈化l財l材材tす-制1公cよ司布午第~~ ~ 1係系長)

11訓仏釧澗il;ぷ澗rm川lJ司rJ .~査仁主l佐2引)1リ引山|目川lリjl川l、与 . 大川汀司咋iト':，1回同4訪J(文化[11・↑肘生.3'，2').1)・品目|日Il弘・ jlil 草子 ( I ~，両日 o

市.IJ任事，G7)司白+.f;IJlllj'{ iil'I") (誠氏1iIJ仏一)，松崎)早 J上 (j~ !:J:i、兼~年 JII !. 1ií':長 ) ， J j;~材 j lT) ・ J，ÎU守 )11 [( 了(j二J:jf )

HM)J:f指導 乙統11¥1長 (1燕|伊-院大学名誉;J'x托)， )京| 二ilミ之C1f~ '4卜県文化財1忠Hl~ :t作説会委員)

三島 伯(')l;tii';岡市，¥'J:附、史資料ii'li';長)， I干|辺哲夫 (11E本大学i百¥[(iI[i)・|土1'~~JliT 午|ばI'~ (庁長本六学救援)

問)I.LliωJ、(III i'f. Ji:i2史民俗附物館考出uJI究{'，IHミ)， ii'j'h;i、純之(丈化庁記念物"県主任HNJW'e')

北リI'F 1派 (ú問、-人'‘王子文J三) ・ i\:~、京，~-- (北 )L1'I ' I -ll j' 立考 ，~i叫物 fif'; 耐 1)館長)

板11川11(-(九州、|一久行f:院教諭)・lil-j'L:良之(熊本大学助教民). II Hi.'J' f!~~1而(1m) 山ïlT教育委民会)

松|刈 !と・ 有松H!i.H:' ji"i旧賢二nlj(九州111.‘'1:i2t i:l f!I() 

[第11次調査] 平成元年度 (1989年)

訓貸主体ー熊本lIR教育安門会 削でEETl下首:fT 1116) jf (文化課長)

i iJr'iJ :1.ì'・ W.HI[! 総括。 I~!~ II(j芯(救世f昨日比\) ・ 柔 llil 晶、杉(一七件 ・丈化!日. ~1tJ .-~t 句;'~ 2係長)

ijJtJ i!~・ tnl l l 担 当'大|ー1I 主l什1，1/ ' T!L I 1J欣一郎(文化財保i世 t， )~T)

iiJr'JJ!UJT務局:，-[-，川 ~\;ガ': (r以長判Ii1/，')・|村山、通 (~J :rI)1 係長)・」ニ村裕子;'J しL~n

iiJr'i)宏指導: 乙首 ilil;長(I~li判;立大学名誉教托) ・!日l 口 f-::之(熊本県;文化Hj' f~~ HiQ~庁日前会委員)

五Jゐ 伯(うじれt1i問ilii'i.H，j、'J..:資料古代長)， IJI辺利夫 (熊本大学日前nfli)・ (-1木ljjL手1.1ーた(熊本大学教托)

同トH茂弘(lITlil'.IiW 史民俗Ji，I/物自iri :)f;寸l iM 宛 j'\lj l()・河川(~:I~之(文化庁記念物訓L=ì:仔削1f官)

北野 I~:t (熊本大学教托)・武末純一 (北九州fl'iむ考古仰物館副館長)

1JdiHfll子 (h1-1-1久学|ちU'xfjÍl~)・r[I-iL;Ifr[.之(熊本大"'f:WJ'tx綬)， WT古川!tl(，'(j (liirJ 1111打教育委民会)

松岡 史・イコ松1，((!dr~ ， jl/i 1+1賢 二郎 (JL州!な史資料自u)

[第12次調査] 平成2年度 (1990年)

制作j~.イf : 1f~木県教育委員会 HJM1i'責任&': tlJl府 11': (文化判長)

fi}liJ 査・~\刊I' kit~j}; ・ I\J~ Il i，t;~: (救脊得議員)・桑即位;;'1:;(.:i:.幹・文化財訓 rtf第2係長)

;U!;J{i" ・Wn'HJ担当 。大|主|乎P，I/'1生iイ十o:ー一郎 ( ・文:化llJ・ 1~~;泌 J '， ~cJ~') 

;;)，¥) ~が司1務局: '-1リ1I義孝 (j烈f2till1k)・よ十lJLL道 (~:H'I'係長)・ Jl I 1 勝美 (ì:~JI) ・大広美枝子 (J:.IJ:i )

，:j，¥jff指導:乙任:雪'U;;t(阿与院大学名誉教校)・l以|斗H:之(熊本県:文化財保技術説会委員)

三島 伯('j~相同ïlLù:1悟史資料館長) ， 111辺哲夫印刷、大~'}!: ~古川i) ・|土|本j取手11説・(熊本大学教托)

同|土|政官、 (1'lell'OM"と民俗NJl物館 ~1~ ，'liJl 究í"， l l l{) ， ;ilj Jiil純之(・文化)l~記念物問主任側証1~;)

北U!J- I段(熊本-大学教授) 'IJt~(~， tt ' (北九州 1・li 1/，考古 川物ri山'~Wrn1fミ)

がえ+Hl利子(九州、I~けjf:I比教HlIn)・IJITLIN之(熊本大学助教托)， LI'，官 f!~lli'(j (hYrJ 1 Li 111教育委員会)
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松岡担・7{:lji~H b:fI・ jWil:FI'町二 j:jlj (九州町、 ~12 首刊: 1・仙)

[第13次調査] 平成3年度 (1991年)

;jj，'JW:J:.1本 熊本県教育委員会 i川公責任-iEi': -)C!家正信(文化口判長)

~JW~t . tUll!k;tNi : 1侠 1Ii1:t.: (教育'1Fr'!iNf1 )・松本位n!j(文化財制 ~~f~; 2係長)

訓告-幣JlJI.tl二|当 大IJll:'i1，，1) (参事)・ ILJ城紋11日(文化財イ九日佐才'.4Ji)・抗原Ji¥i信 (1附託)

訓丘司i~'}j-J司ー松11府厚 Lr.(;~!H討í l){;J，: )・本|亡児 ifì (XJJ111係長). J 11 L-.勝手」・大 Jl~美校子 ( :J: jJ，i)

削五指導 : Will]]，'!i:iJL、(1主I}泣立I工'.1歴罰匹:，~担民f俗f谷伶削}十刊'1仰|

iれ川l円可u可引刊Jιl日肌1;"以;1〔M仰忠市純l抱~~之と c丈丈化f斤ユう守i'γすφι古記己己1念念物i叫l以県以j主j士二二今{任正f制i)，'制iJ1:任Ciせ古官土主苛n.;北|化じ』門昨可号正 (flR 本大~~~t数民) ・Lp元l貫之 (熊本大字肋救ほ)

i料、:J'L (九州芸Wi.J:科人~;::*Jc綬)・ (1 木 Jl;l干11美(熊本大ιJf:救十三) .杉村杉 .(熊本北ihj校教諭)

武米純一(北九州市 11考一I~~I 博物 r"I:伺Ilf{l:í f{) .トト|辺iJ，(')ミ(熊本大宇訓f1i1i)

lfH.iJlUii. ([l!1'J大阪府文化 !!l'ii)，'J.~tTiJI:究センタ~~I[!事長)・三尚 格(元tMI前J'II'I・-立.府、史資料館長)

11. U ~t;-I; tib IWJ・来|品l 主(1;lil山市教育委民会)・ )!i〈日長之 (熊本県文化財保w長官総会委員)

[第14次調査] 平成4年度 (1992年)

nU~:~f 主体熊本県教育安員会 制f.i:責任者!大塚IE:1~; (文化課長)

訓1r'拡JlJ!総括 |民 11日芯 教育官 fW~h司)・松本佐山11 (文化!!;J~J，'~交筋 2 係長)

訓ff・1在型[1担当.大川ョトーIW (参事). LIー|城倣11(:1(文化財保謎ごL'iJ1')

HJ，'ij1HH務局・ 4公11府l宇ユト(;以長ネili1!d・木下英治(杭Jl11係長)・ iBji削船-(-C:t);]l) 

川tk指導: I;!， I 川茂弘(回 !i歴史R1t~p，I;，物館考[トiliJI 究部長)・ノト IIIIì-rJ:h:(I: (叩l岡大学子xi受)

iilfJ日L純之(文化片記念物株主il捌脊宵)・吠末純ー(北九州、lili\"巧 r'í P:IÎ 物自n~ljIJfn~ï 長)

11:1 )乙 l寛之(熊木大学助教J受) ・ rlllr'I~II'1}b.tl、11 ・ 'J1Qli!d 'cj~ (阿山11-1教育32員会)

FfI辺哲夫 (!i刷、大学前r:i1i).三鳥伯(~jl; m; [;'{;I-rb立Jf.l'史資料仙長)

[第15次調査] 平成5年度 (1993年)

訓1t'二ト件、;・熊本県教育を員会 調先責任官ー ::k:!家IT.イ詰(文化課長)

[mJ:~t .幣f1t!総J15 マ[ell'}ヲi-久(教育得議員)

松本他民1)(立;化財制究第三係長). )5¥);;['義11(1 (文化財品，'iJ '~子第 i 係長)

訓査・ 'ji~llH jEl.:ili 大|十1~，J(~ ILI/ (参事)・坂|竺l~tj(HI) (文化財保;盟主'.j-1)・岡本場人(1~lr~託)

市I~J益事務局・松11府l京λ1': (;(県長 tili1k) ・木下 :ljt~f:ì (絞王1f.!係長)・出\i責保子(参事)・ 1 -1.1村~:~:宏(主 ~J[i)

{;)，'iJ1fi行導・|河川1"18L、(1主|立恥史民俗博~o/J fi'I~í --，与:Î~i1 iJ I 究 :j'!i IS長)・ iITfMl Æ':'~之(文化J~r記念物税:1.tT: ;i}，'iJ 1f 'I~;; ) 

J'I'Jl:iJ'J-Jl!. W!1J 大阪文化J!~ ' T1)，'J1仁川'先七ンタ一山I'. '-J，;長)

1.1一川三島市 C，jH~1主[，'C文化財 liJI 究所. 11U;) )11; JJ礼符跡発i1n¥，"UM針。1¥長)・小111'，高一七J.(fl(十w;r百l大~j!:*Jc N:)

íï:\ :~~純一 (tii'i 1市l人;伊助教収)・1'1:1')じl冥之 ()!R4':大学助教収)・凹辺哲夫 (!i巨木大学司，j:Hili)

J'JJ '(E(他lfA-来問 実 (lir;]111dN!z育委員会)・原山長之(1!長本県文化財似nili'fii刊誌会委員)

三尚 裕行口l，i同Ilii?燃lど資料館長)・ H+J彰ー・(1!巨木北i山J校教諭)

[第16次調査] 平成6年度 (1994年)

;司淵1制司古在ぺ主f付休4小、 : 1熊{仮E削4本iり県乱救1育当寄;-，委長芦貝i会 fi，山捌;):品制;}:品川I'~ :t資計T責『

「刑J山品川l;司M_f:庇仕 . 1整H理)!総J招古 1九L山う秀号人 (~訓1県H長と油有制仙Ii (!目，.つ). ，1;向1九;i沖:ヰ:[';ドtJ義主H附討 (主幹 丈化l川!付~i削1削司日1丘正箔 l係上長三)

訓f介i:.恐型枇叫[1リJザ相F円l哨当 大日:!c;:':P.I/ (参事)・北原美和子 (1腕HO

I iJ，'Jiii~ ~j，i ~':í'j J百J: I三111イ立は(叫長rili1tn・本 y?uti (ゴミ!目、・経理[!係長)・ I~jy質保子(参事)

緒)j宣)戊 (ヰー任-i'.事)

市"iJJlf指導 )jm内ii';ifi(熊本県文化財保設存続会会長-熊本て業 k~・.ìf:救綬)
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101叶i'ilUt.!. (U日・]大阪府文化lIHiJ，'J?HiJI'j[;センターJlI!):J:ifミ)

I~';j 1]/(弘(lII苫Jf.l'史民俗IW物仙'l'!d受・ 'li1!i1!.資料jiWj'e，."，11士と)・ノト111前三1-:h:fI(怖1，可大学教托)

D{オミ純一 (わII(j1](1わV学V!)'l'x托)，河原判之(奈良国立文化!日'iiJI究所 JilliiiC;;ヒ化 ll~ センター長)

!.I二JII 千I!;牛"( 古奈コrミ:'!.Iリ|巨回主IliL立1え丈一f化ヒl川1日jナ打川"j叫{引仰l日JIヲ允E目!川リ川i'， 11~ ，鳥 jf除長ωJ\以;1〔 41下叫J戸内古IC~II川1が:~発位批州州1\市!V;L司副訓v川川j川川J司~W計げ日日l1;市|日\lミU) 

i判寸 仁 (金主11みずほ大学教托)， 1'1巧じl寛之 Ui日本大学WJ;J!x十三)

[第17次調査] 平成7年度 (1995年)

制作 L {~，・ !i日木県教育?委員会 HJ(;J ~tt京任日 桑山陥好(丈イヒ判長)

利子f'1'，f J ' i!総l，~' : )L山秀人 口県長"filJ11iJ ' っ と凹主:' ・|市(文化財・ '~\'Hilii係長)

HJ，'rJl1i、佐.rlJ!t卜l'li: IJLI1i.Ji大 'r!l¥(丈化財 f!.f~ifii j :， ~J )・最 l' 倣(文化財fX，ιi:)j;l) 

色ITI '~ì;:' IIVLJιf交史: (学芸員)

削 11f )lí1~"Í局 内 JHL( 山(教育評議員)・)j't，j本手11 夫 ( :~ 幹・抗日l'係長)・ 両市保ザ (参 aJ;Ç)・祁ブ7宜 )îX; (参事)

4~ 112: (主可n
削fi'm:草 川11内i"t!:fif:i(!!巨木県文化l!1"1'..j~iιit'~議会会長・熊木工業大学教民)

がHI寸8)L([l日った I;J;;{)f.J文化財jil ，'rJ ~diW允七ンタ ~JJ1'. 41 長)・同 I: I :I) !支弘(囚 立1RI担[(1lt111/ ~ÍIJ仙救収)

小1+11有lJlf (昨';1市!大学救托)， ;ITJM(純之(-干拡大学故隠)， i鼎村 1~会(<愛知みずほ大学教授)

|明記 1立之 (!!日本大学教托)，北町 |年 (!i日本大学教托)・ 三品 格 (JJ~依号古学会会長)

閉山哲夫('1;， r-"Ii J:r.11，1)物館fii:(J:f:)，氏末純一('!-i，';liIiJ大，'jf:WrJ!x: r，D 

1:1 : '，円 f!il~ I¥' Q '!f~問主 (b''';j IllfIT'l'x:育委員会)

[第18次調査] 平成8年度 (1996年)

制古t_:f:'.I本'熊木県教育安員会 H!日 ~，二責任者 ::;jミ LllräH (:文化判長)

1澗1澗司泊ま、. 聡i叫盟総J折丹 i九L山j秀E守二人 (W救k育，税出市泊白員)， 大刈11川FI、ilド与|ド"、v(υ」ρ:.!f幹;
訓:1在!う~" ' 主拡E切JI山l山jj虻担:E日EI，当 : 1凶山引I{:I住|七:I r伏欠.一一-'汁宇J快州l自印~!1日¥( 丈イ化ヒ!川!月1判.呼↑保以山肘;υ世1詑生L半1司事1江Cり)， 占段::1'， 1，倣氏 (仁:~丈とイ化ヒt1は (以ll[tJじ司王)・北Jl7(ih校下 (I~m:fiü 

H)，'JT仁)d刊がl奇:iJ:IU盟諸(教育俗説I}l)， n目立ilj了 (総務係長)・ l点パコ';Ht ~~ . n有力会 I~r)iX; (参'M)

;f::本fiJ良吉J'司1 11'? (主事)

l前Il~J!f指導 .明 l人J;~i泊(熊本|jiL文化財・11じ佐保l説会会長 -fIR木 [:tづ亡学教段)

ll ;!n荷足([1日つって |波的文化財間配iiif究センタ ~J'I!司~í) ， lfiiJ FEI j吃弘(Igl .lfJj~i民俗 Ir，ln0JfiHi教托)

小FFI筒J:JjJr (伺li'liJ大学教托)， i'r付 仁 (愛知lみずは大学教托)

ITI元l貫之(熊本大学'l'x:1吃)・北肝 r:長(熊本大学fx:J受)

[第19次調査] 平成9年度 (1997年)

制官二主体 熊本県教育委員会 l此f仁責任者 ffi [1=1貞二 (文化訓長)

品'rJ ~~，、.幣担|河川，~' : -h山秀人(救育事百五員)"kl司!と;:ド1;'(JJi字 文化財~~:Hiii係長)

訓査・ ~V'l'm当: 1:;11村JR実， IJti1U日く-Ul¥(丈化財保設主 事)， i'í l利 i;~ 士 (1附託)

i:J，'~ :す司，q:先日 . 石原 11出安 ( 0'l~長 fll){!υ'YJ ‘庁=L~.ì~J :了 (総務係長)・的方官日記(参事) '1k 11長(主事)

調査指導 幼jl，1人j;市治(熊本県文化財保i皇帝;;l¥会会長・熊本工業大学教拒)

長1')"1;;k):2. ([j!1'J大阪府丈化財 iiJ，'iJ11"1iJI究七ンタ一理I!JすHミ)・|刊川茂ijl、(1主|立医!と民俗ldl物fiu救托)

小11出":1て !j1r~ (柿 11(，]大学教托)・ 1料、~' t'， ( "l'I ~JIみずほ大学教托)

1.1
'
元民之(熊本大学教托)・北町 佐(熊本大学教|引・平川 向 (li~ 1 i'l.)j~' ，辺氏俗博物仙救授)

，J 111~ 三↑i\i (熊本県丈化1!11押し世帯談会委民)

[第20次調査] 平成10年度 (1998年)

訓fJ'主体:11'日本県教育22員会 制官責任者 . 山旧正l て (-;t化;;'~長 )

9 



，1JIt食・ ~ín!J 1 総括 IIIJ二JJ1:titi 長相I){!':) 大|土|11土叫， (士山、・y.イt!!l・恐州l係長)

別交・ M¥HlI'担当 国村辰実 ・|生liUr?，イjll (参五M ) ・ 山'1~~Jl;:k l‘ (1肌 ii[)

司i~ .. ~仕 事 務局 {~I' ìZ↑'UlJ~ '1地(叫長引I){/，J 小/f久1-t(総務係長).梢}J'g:}j見(会中)

，()，'01f指導:j)~1， 1 人.J 1i'íi白(熊本県:立;化!日 1~~ ;法'Ii'~，議会会長 ・1f間三.I : :lつ立学教托)

l"I'.~lýN)己([j日・ ) 大阪府文化!!JNr~ ま1iJI 北七ンタ←正I I! 事長)・|河 1+1)'(弘 (1主|立府，~ユ民俗 IW 物館救托)

ノト 11ー 1'，~;Ufr: (布i岡大学教托) 河Jlj(純之(T-拡大学校Jを). i料、、J'仁 (，愛知|みずは大学救J受)

|巨叩-干甲FIげず元己民之 (J熊!恨R矧イ本三人大.，'字f

で古Fイiパ|閑羽 主引|ド"リ、!U|

[第21次調査] 平成11年度 (1999年)

l訪日1'j休.熊本県教育長員会 ，tL'J査責任者 :i;4!:IJltli三 (丈化科長)

，;)，'J1'1' ' ;~:~ J[!総括:，1:記官l'義1/(.1(;¥以長tilj{k)， )に11.1+:IW Cì J~~ ・文化l!HHIit係長)

;(Jro~l' ・oq;，H'I!担 当 |比1ft欣一j!jli(参事) 矢WHt~介(学芸民)・ 古 11~iüLl: (1帆，;0

f;J，'0託事務局 川よHJd合印刷ミj:JliW)-小斉久代(総務係長)・「仰ilu奈之・緒方宣成(参'lTl

ノl 、{~ヅ 1:栄一 ( :;t11 t. 司11.)

市m1正指導 JJni 1)~i1'í ìfì (熊本県文化財保"を詐説会会長・熊本Ll大学教J受)

l円'1'ド，)升I'-i泊古j足主 (ι[f!川}日n大刈liJ阪1仮文H呼的I，r~丈Lと牛イ引イ|ヒ二コ~Hオ T川 11'山11，川JIヲ究E七ン夕一却l吋司事午E長之υ)， 同LI上11)究U引弘lム、 (見東LI北|化じ!周7~需ii1〈寸:史と12 ' 1中|ド，リ1日|

小|比旧七日l陪淳市宙J汁'一寸u雌j打r(行耐，'，川州'il山|ド附1'(;吋h司j}.:>)':救J受)， iffJ'M(純之 (T-応大学教十 ・i'fi寸 仁 (;君主11みずほ大学教托)

ト1-1記l貰之(熊本大小fkjを)・北山l' 長(熊本つに宇救托)・平川 「打(1主1¥/.1j}.'，と民俗 l'i.\(~v)f!I:(救托)

Itl'I.¥'，1三1，17(熊本県文化財保能税制会委員)

[第22次調査] 平成12年度 (2000年)

;iJ司査主体熊本県教育会員会 制j1f責任者 :1波:JI:大丈 (史:化判長)

削11正・松山総括: ， 1司 ìl上 ~full日c;以長布 1i1!.O '大1:1I':'::Nl(訓JHrIパ'1，:' .)(化!日持市ili係J11当)

調査・私自l'担当 ・i!!:11Ufx---(~ Ií (参事)・欠U1H討介(学芸員)， 11 1' 1~~JiMzl 宇 (I~"fi託)

市I'~ 在 事 務局 : Jlll.JMiti W~長判1i1k)・ '-1'1、、いlc宏( 主幹総務係H) ， M\ Wi'?ít~~ ， 1-.1寸修治(参事1)

小官r:J:I:栄一(主任、i:.事)

司日食指導:JJm内ij'Ufi (1!~本県文化財保"主幹談会会長・熊本;った'学 名誉教托)

1'I'JI消)'L ( Cí ~lß~lヲJ')(化財川究所所長)・ Iìlijl仙t:~弘(東北歴史 |lU 物 íi'J'( fi'J:fミ)

ノl、日ー|;v包Ijjt(初日岡大半'救J受)， i料、、l'仁 (lL州 r:栄大学?とI~~~*kj乏)・ 1:1 ・| 元 ü'宣 之(熊木大学教托)

北野 |年 (1i日本大学教J受)・|王I'I'W也(長11府県美il'内11り.救育委民会)

ILH '，'~1;他 11t- 来問 実 (1市11ーIIlli教育委員会) " ~I F\~J 三十!1 (熊本県 文化財保謎'It'~，決会委 UJ )

[第23次調査] 平成13年度 (2001年)

;;)，'~ _f:i-:主体.熊本県教育委員会 fVMJ!f責任者 .阪:)-1大丈(十文化問長)

市M査総括.大 ITI 千二 1~ll (訓長:tiIJ{k)

i;)ro :~f ' 弛 JIJ!J~I :， lj :村 Illii]デ:宏(参事)・ 矢野桁介 (L任苧芸員)，，:Iili日放土 -Ji~n 了~f.'(o (1開花)

司~J :1!f事務局 小 111信 也 W~長布liW) ・ 1+' 村半宏(主幹・総務係長) ， fti'iìWn;~;，と・ 」今村修治 (参事)

小{kjJ:栄ー(ニi二任主iJI)

訓千H旨噂 明内1i¥if:i(熊本フミ学名誉教托)， J'l'n. iiHJ.己(元91V寺文化財iiJI究所所長)

|怖品lハ川I~l守1干刊lト[-1什|

i山!干r1;汗+村村jす今 t: ( サ九Lω山ナ州汁州|卜川、tJ :~業巴ブ大t学学，ノ七ピ17すL手('l士刻J吃引) ， 1町巾Iドl了花乙山l煽寛之 (印1!巳イ本¥大竿学:ギ救士削J受引是の)，イJL山'.1山1'， 色世白古』1f刊;f.他!止忠山tb削ωl川川|ハ尚:刊肖~ (ω1"(;仙)11川11川)川市I-i宇救k手育f委員会)

7古主附二ベ1]，¥'(熊本県文化!日-保1世辞訣会委員)

-l()ー



[第24次調査] 平成14年度 (2002年)

間在主体・熊本県教育安員会 RJ，'J査責任者:T~I'iW~哲りよ(熊本県立校fjilιIIJ"Mi'!'ifn ;i 長)

rlJNJ:在，;1:nW 市立 J市ー大 IJI 己:~， )，1) (1i~木県\'l，~，t íiiliï!:i'j:(1lfi'i";!， 'i lJ日nr~ : )J1l.:1と公)jM川':¥'))&' ìJ~，Ui~fìlj IJ， úúfiúfミ)

;:J，'iJ1!仁・栓耳11担当:1"Jï l l(;J'孝宏(参:引)・うと町"Nì 介(としイトザ:去 L，l)・ l江口|径五立 C.ì:~1'i・術山 lilJ ;j!X有委員会)

Itllll 一上 (1阿iiU

l澗査事rt'}，-;j : 1111・):1良平 (文化財税制l交流叫長)・」二十1・{I'fifi(参事)

ji}，\j 削指導.河111純之 (川村'デ!'iiJ久子大 ~~t救};:) ・小 1+1詰 J:J!l Cmi岡大工学教托)

同日|茂弘 (恥|ヒ!lt史ldj物館館長)， rp'Jじl寅之(熊本大学救授)，安保信元、 (冗文化J~i 主任日liJ ff官 )

j反卜ぷ刷会 (九州大午:大学:);;a:引受) 板仙午11子 (JLj色Hルーテル学!{;e大学教1'1)

小1!lj'i1U二郎 (九州i山|丸山り!大学教托)・今村克彦(熊本城偲元専)"Jl'l:l)

凸')~~J 竺 |リJl(熊本M文化Mf~~h[審議会委員)

[第25次調査] 平成15年度 (2003年)

削宜主体 熊本県救育委員会

W~J J!t責任者。小田信也(熊本県泣洪f市iï:!i J1~t fii;i館長)

司訓l司'H悲仁 ， M幣:空空勺1明1切E肘4総色叫J川市 . 大1:1一j士|上1:1炉刊l巨同ぎ4苛;トF川川，正什咋二1中|ドjllU熊i慌E財司本i県ψな\'/'ブJ央》只u“伺仰d自印liï古~i j:附i白1刊'tÚ'1向削i白L訂弘lh叫ú川iリ 古角館i自H長ミ !肝朕口応、史公|凶主到Pl'鞘'i~机1

;市制出削1村千在1:' '~引柊:名冬り切J1川Jでl山J担札叫L[ 当@村|山II~附l市iガ古:- (参事)，矢野俗介 (-i:任'字芸員)， }日(U)在志 (i:.'J'i :豹}{IiIlIT教育委員会)

1，)，11-'-1 主 (1明日o
i山r1仁事務}，d: ITII)-I 良 :~r~:: (文化財幣制ii交流課長)・上村修ifi(参*l

;iI日光指導・ )1可Jii(純之 ()I)村'判明|女[-)('字救J受)・小IJI"市ー卜・!.o:!1;(1M岡大学名詳救Jミ)・1+I'jl;i買;と (熊本大::;i:fU'1:)

|刊 ITli克弘()主l :iJ')l~< ，と]:(1I:i' )11) ~~ fi'il ZI 営教J受)パ氏HH ~i午示(元文化庁主任N，'ij'ít~官)

板納干11二r(九州ルーテル学院大'予救授)・小)生iii包三fH)(-JじlLナト|造JI分立!りl大学教托)

今村克rt (1!~本 J)JJi.彼花1..1/)"J 員 ) . U.'，Tif徳IWj・2東同 尖 ();tiJ山市教育委員会)

ïS!1~J =: ') 専 (熊本県文化l!村正:設官iiL会委員)

[第26次調査] 平成16年度 (2004年)

ji}，¥JN主体・熊本|県教育委員会 'IIJM計責任 U.小)'111[<illi (熊本県\'l.~;~úiIÎ 古tl'l fi'l:ifi'i";長)

制作・'f.HIII総M: 大 111 :; :パ )j~) (熊本原:j'l:尖仰ï-"ì:ll!lfn:';i~'iIJ fi'I:o;長。 11，1 < ，~公 )~il仰泊'J)Jk ' ilirL8¥cHIJ 1:.fnj館長)

f11I IJ .1t ・ ~i，~JII'jl;1 当。村111 (，j 孝宏(合会:::J'I) ，失問.~ttr 介 (+.11学生L 民) ・ 1: )-1111 さ|主(附託)

iJIoJW事務局.民 ìhi泰之(文化財 ~~~~制ii交流H~Hミ)・小{k~) 栄ーー・(主 fF 主事)

訓I!'J・日15.河I片L純之 (J1)1"J・宇|立|久子・大学教托)・ |前|川茂弘(匹|立歴史民俗):i!l物1i'MIfl営教J受)

工ム:M(啓示(元一文化n'_t，11:訓J1i'官)・小111富上J1f， (白山I;J大学名誉教托)

11J:1iN午LI子(lLJ十|ルーテル学院大学教托)・小jJLj龍三郎(比九州造JI;9'，'iJ!}J大学教綬)

tN I:.!OIけを(九州大学大学院救托)・今村山彦(熊本城10:JL:')/ ) "J員)

l山|

[第27次調査] 平成17年度 (2005年)

制 .:Qì' .:ì:， 1~，・熊本県教育委員会 r1UiJft.l訂正首 小 EEI信山 (11R 本県 立~i~tiírÎtl' :tM!í";仙J{ )

m司査・ :!¥nm総l，f，':大[[I;!:")市 (熊本~R， il}~fií~ /， J町長官 1;';IJ1i'~iEミ:!f.HIこ!公 |宝) 'l~j '1~向JIZ' iJr，¥)iHWI二航船長)

削査・牧J111担当 村111市'if:'t.: (参司1)・矢野桁介 u戸任学芸員)， r~llJI 主 ( I'，~:'H{)

;川浩1事務局 :liiiì~in~'下之 ( 一文化財沼市iii交i批判長)・小 {!i:i) 栄一 (j二千干':j~，~")

;jJlJ Jt~:j日;!i}. : ìiIJ'J(j(純之 ()II 村伊: ) ;: t) 女子大~~?救托)・|高l 川茂弘 (II)i'{!m'史民1f.i-)i，l) ~JJ} 11'1'(名誉教ば・)

安)ljLL乍F (元ー立;イじn・:-I'.任ji川在'自)・ノl、|一11前一|・J:j1，(祈)ji;J大学tl誉fXJ吃)

板1l!i干n子 (hJ'1‘|ルーテル学院大学放托)・ノトjJLirm三fjl)(元九州、|池JI;9M，J引っ，/1:救托)

-
唱

1
4



JjzJ:・.Jik俊(九州大学大学院教托)・今村克彦(熊本JJ&i足元主l/ IIIJ~l) 'V4ii- iE (九州大学名誉教j受)

円 ~!f' 尚;:-~ (1!.i:t'i一入学名手H'xi三). ，' .UT~\' 他尚'!T~問 実(J，Yij111?I'irX育委員会)

iJi'休l三li，ll (1f~本県文イじ!日・{以l世出ト~~J~会安住1)

[第28次調査] 平成18年度 (2006年)

WIiJ1f主体。熊本県教育安民会 削 ~t責任官・ー大|王1 -'1:咋1，1. (熊木県立長f山i~I tl~l Du fi'i¥; l~ ) 

訪lIJ11仁-iiりw.よ剖市 木II[MFJT弘 (11E本lit-:立装自ilij:1i' J!1 fi '[~ Mリf!fJ:長 治H!2公悶鞠'Wj)jJi;， il乱 I~VJilj ~ 1~.fiJ:i fi'&i :R) 

訪M]f ・整理1 1担当: 矢野桁介 (主任学芸員) ・長)主主 r~j (文化財保F.!l ~ト三J:i) ・大村ひかり・ nír川 ~~r 101:1美 ([~IJ:， f;{)

hHJ:1f事務局 松川出i二(主幹 文化財 ~iU)Hi交流課長)・小1tけ|栄 ー は会任主 ~J:i) 

制J!tJ甘碍;: ìiifnf( ÆÆ之 (-J~ 千葉大学教托) ， 1 ，付 nl j't~l、 (1主1:¥'1'燃史民俗141物館名手H'x托)

!iム必ωcυ:引!m玖I:i止必年汚、(付つじ 一古文Lイじr庁'r ~ìて可1:'. 1何干干今下F削川 f査「宮) ， ノイ小lト、汁|ドH一干刊|

似有相楠十打j干利LI仔子子白 (げj九Lωリナ州什州'1十刊卜川'1 ル一テ jルレ I~/字!'院大学救J受) ， 小1凶山山山if出'i止臼 :三二汽J郎~II巾|日I (げ7元L 一j九LJωリナ川汁州‘1十刊|卜川、'/;ì造jl;~Ii J!JJ 大小教授)

坂上映佼(九州、|大小大小|出教托)・今村山彦(熊本J)，Ji;復1じJ:WIJrjj;'ll・I)LI谷 |卜(九州大学名7等教民)

他1:1:1修 --(1所jllllIJ!.H)ぷt教綬)， U~，宮他 !日1 ・!T~1刊 実 (11(，jLIJ市教育委員会)

市 I~J 三 'PV (熊本県文化M・保護審議会委員)

[第29次調査] 平成19年度 (2007年)

f州主主体 熊本県ー教育委員会 i iJMfl'責任者 :AJI一| 一千附(熊本県立弘前il~lt!~Dl川l 長)

ri!lij 3!t・ ~~nIJ! *Ê~+百 本 II[~川ri)j.、 Ufと十二リftSl. '}.).e uirii:片Jtlfil;iï~IJ fi'i;i 1"t 脈史公|市l判)"&11J)北， ìl~tMdjlj ~L D'I刊H{長)

HJ，r~ 1!f ' !佐山j1J生i矢rr!H(~ 介(斗 :.11学芸員)・長!主主 I円(丈化財保t~住 t~n ' )c村ひかり， TiiJ川真由美([問iiU

削合ゴ l~ ~~;5 J~G : ':印:

i削山制1査指j導草 州川rH;以(弘志机!直E之 (行7己千-梨h目仇IS大，苧3ゴ苧，ι，教j綬受)ト， 1防同品耐|日]山]j!茂!え弘 (仲|いI ~I凶立 11雌1佐古 l山心i以己f付俗f芥~'I十h叫制314功も」Ulりl 物古向館'11白:l( 包営J救士J授受)

1・ JJ;t 'i告示(-/乙丈化)すま1{j品目下|主)・小 l:r l't~\::UfI (tii¥ Jliij大学名誉教将)

板十1H;fIl[-(九州ルー テル学院大学教j受) ・小問龍一二 1~11 (冗九州造 )1;t~J lJJ大学教托)

J反卜JJf俊 (九州大学大学院教托)・今村克彦(熊本比似花i)/I"jL;:ll・IJLi待 正(九州大学名誉教托)

屯 1+111~一 (li!;J LLi }ll!科大学救托)・朽ij¥信|内(東京文;化!!1'liW.;'t:所)

l町

[第30次調査] 平成20年度 (2008年)

HHiJ]fニtw:熊本県教育安員会 調手c責任者。大川f!?tiJl(熊本県 U.'K fiílii~ï!l'Hi'J;:館長)

jjj，'，J1f' 整JlJ! *Ê~j司 木 II[市政弘 (11E 木県す.}~古íliï~:í l員 flí:{;'削船長 !照史公llil柏1刊，&， iJi，¥.i'iIl:自Ij子J:.fi'J'ifi'Je:f三)

日目w 'Jl~全 JlI !jl，1さ矢貯m介 (主任学芸員) ・長足立、 |別 (文化財保誰.:tム}i) ・JcHひかり・前川真 1*11'三([胴長u
判官J}I務局 向 im有l うた (:j:，幹・文化l1H相fi 交ìJi~ fi~(長)・小佐川栄一(参ヰf)

訓てが指導 iiij"版記'Ji.之(冗-T-')応大学教托)・問1+1茂弘(J:!II:~!'.府;史民↑(tli，[，q勾 fi'i~: r:，誉教J受)

安)胤止以(ji!詳存示 (げ7冗Eに;立丈;化l庁r“三ゴ.二二三、
イ似奴梢私和|子 (げブ九LJωjナ州、f刊|川1ル一テルi苧字学判:オ|院与出:つ犬亡ぐ，学学t救1:乏到是引)， 小 |ι山A山|け↑拙i出包I~ :三二三 J郎'~I巾l日 (j冗E九州;造圭臼j形|巳~ J~奴~ÞJ卯則り山l大宇救j段受)

坂上I!R俊("JLナト|大学大f学院教授)・今村克彦(熊本城但冗1，!l門員)， 'j'!i: 1 ，11 1111J'山(東京大学名誉教托)

仏政 信(東京大学大学院救援)・上限県人(京都大'子大ザ|比救拒)

古川秀夫(京都大学大学院iU'教綬)・古n~l三 lï[i (熊本県文化財fU芸術議会委員)

つU1
i
 



第3図鞠智城跡全体図 {注 1) 1-72は検出建物跡

(注2)長者原地区・上原地区は鯛査時の地形である"
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第E章 目指定以前の主な調査結果について

第 1節長者原地区

1 .建物跡

也物世1%7J'WJIこUC:'I'寸るlミ者JCU也l豆は、 1967:i'1;にIJiJ1;11.1:事が行われたn 地ドボーリングをhって地下水を

くみ卜ーげ、付11J血を造成して水1+1化が[;1られたり 1:'1を-11.，出11)11史って在 1'.されたi泊所もあったけそのため、

j世間小Gt1:1'， ï~jÎ I立、多くが口一ム!'J，::I:.O)地111か、その」九百ー|であっ.cも、|供らjした!日原 ぐあった。そのお'i5j~、遺

物の1'_111 I..)~û はさほど多 くなかっ た。さらに、+Jffl.-\川J辿物川;のtJ~ijl予や、他イゴ建物川、の J山.~~火についても、火力、

i世梢杭11'，TIi.i'C HRlJ~ì'を終えた。 ~LL~のこともあ っ て、主主物 i世怖の IlldUlj jE:'が|末I'I'!IIなものにな ? たけ 下 J~\:ì白州の

+~tUJ についても、 上)併比仙の保l訟のために、 i14小限度の1'1:X~ に引めたり

lミ苛!日L地区 をJ!J 心に、 長 'i{j' 山と と)lJL地区からの辿物刷、を合わせると、 11 1 '72仰の1iIt1:ゴ住 4を)b'~ベ) ~Jií\ J.'Lイ i 建物i功、

が松山されたり他物川、のfíH'!~i は、(i河iJUi松1+辿物・ @川立総1+也物・ Q)批I¥i'ri!!lJ1.i.也物・(す)j，!Uj総村建物+抑l

l't:HIITI!J'iEに4':;HHできる u cD-.(三)は、主に彼倉 u、倉 11J省 -試!省のl呈なとごと考えら iLるり iJiH品、;1とや武器な

とを似笛;したむh!i'1I'(である u (半)は山版}if{@物とみなされている。

この中には、 4~J て(，cオ .r<:. き辿物D'1J、もあ 勺 た。 まず材第'j1に、 J我tが|岡雇副|ぴのri:古古古:11'今イf代に山力

y跡赤守でCある rの， 1991正年下のことで、尚北 21~i に分かれて、 50mの 11'， JI:i有をふj って花見されたの

税 2 に、行o り ~63 J，] . 19号 の :A:1r;リ抗 d 立tU]物跡 JI'( である。自己ヂIjの 4:H~'z に}J II え、刀子 と担当ゴー 出も U'，土会した

ことで、 活 JIj!仰 (1包な物11l と 見なされていゐ 60号 と 61 ~号は、 ~Uj.i にJ (;/jリし、 62~/j会と 63 号 ・ 19 号 は、 ード~j北に

|自交'1'111をJ守っているけ

第3に11号・12号建物跡は、hJl:;.O)大Jj;'/{，町(松1'ì・@物跡に抑i Îi:i'Ìの 四日 1; が，ì~る判株なi'l'l;..ì立で、お限)血lYlli物

と見なされている n 可日目i阿j!!IJに2料Lが;'IPjlj;I)::!L~ "CfGt 11'，されたり

筋4に4刊9号{礎桂イ石王1主u也1主u物川跡、 (じ;を色古;川:~昨lザÍ'1儲桂石 ) は、 i長三ノ!広よの比カがfな3，(仏(

Y:J、{介nにこ4羽れ相、tも甘1:1ご:1当するとぢ考企え仁ら〉れる C

:X~ 5 ~こ 50 号'{i1tイごi@物川、であるけ W~llーを ~J，i}えるにあたり、相川〉て L っ かりとした時状的な根イイが基ittiT "J. i と

してれわれている。判官，'))川かでは、独特の や|ー訟がJSi<J:l:Jさjしている ο

写真 1 長者原地区(第10~12次調査)航空写真
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〔八角形建物跡〕

1991イドの治 13i大淵去で、長者Jl~(j山|宝 ， T十'JW1! !IJ'~~j りの III J:ì藍 UJtl!T.iti) iÜいから1'~iU-'，されたり TYJ北 2 itiiiViに分

かれて作枕しており、 JL 本 nりに ~J:li立柱建物刷、であるの同~J!:物閥、の川 11M はがjSOm " ;~:tì の +6t，'1'，:1犬削から当初、

Jじ1!l1Jは八角)1';の虫、i':'i1!!IJは八角形の伐と1ff7じされたけ制作品11i県では、それぞれ辿て品、えを乎出し、その旨、

l制 f仁川lrLTilHこ ìi出版したが、|十jj!!IJ の ill物 を復ずしする 127 に、事íj'jWMl';}J、保存幣11iii牧fj;J'委 t~l 会で;出iJii された中:jfi -~~ 、「切

り台いに見える初日 JI'~の惚合 í'\~Î[iは、本4村1 と 11川lハ川!リH村杭ì との問f係系である J とのi斜:h1l1h!

らβ1世此ι;紀f:e己代のものと比らjれl，ゐる3筑i目';(!山』む、ι1出;品;のj川JliiJ山iJt部iリ泌|日)(1山()応同5引)がJ山i品.'， jオ卜している O 下雨i打ヲ刊1州|目リのE狙位l色;物については、 政桜との比}f

に日む ~~fいたが、発見当初は、 :ìMた12L氾!を初心氏にして、下、f'J1!!IJ が天的、 ;1 じ 11!IJが j也 )'\'1; との考えゾ了もあったのこの

|月間、仰Ir;I1j'(i;，\;;j直 ìirJ 市 IÌJ の二町山城跡からは、八f[J}I~ill物問、 'h角形建物跡・↑ 二 fCJ]1';主11物跡が検出され、

Jll( i tこ大J"'úi ・地足\~. ~f:をと 1ff;i'í泊されていた。

写真2 北側八角形建物跡(北から)
・2熊本県文化財調査報告第124集 第13次調査報告
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第5図 北側八角形建物実測図
。;・熊本県文化財閥査報告第124集 第13次闘査報告 第17図を再トレース
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写真3 南側八角形建物跡(南西から)
、:熊本県文化財閥査報告第124集 第13次飼査報告
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第6図南側八角形建物跡実測図
日熊本県文化財調査報告第124集第13次劉査報告 第18図を再トレ ス
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X=50 

X=o 

[60号~63号掘立柱建物跡〕

し吋→れも官!1]1主主主物である"(-j()号は、十hh'~ 11¥1 x地f1311¥1り(うlJ，)-は、 1'hh711日×殺行 :3!tljo阿地物跡のゴ::;Iilll

ブTNは南北で、 4111のil'l.il!JHで並列寸ゐο(i2号は、 1&物υ)大プJをi'j1Jf) 1j'(られており、 j.，:"j1!!11行J'fJ'611.'，1x [iLi11!IJ梁川

1 1 ，'IJ (J) jGHl'，に引ま ぺたω このH'i物と|自交;1;111をJ守つ63号は、1+J行 711¥1x飛行 31nJD 4 仰が川 II;~JUJ に作在した ïil

能性もあゐが、行)行において、 Gl~，ナと日』サカザトめの状態で|持政することから、 I~SWJ起も考えられるけ 企んで、

(52号、日J，].1/) ]1' j交il;111をJJj、大して、 TUi厄をjkんで1I制定すゐ 19号jJulカttffi物跡(i二ht(il8-x r 1.2:) を}JIIえる見 }J

もあるυ
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第7図
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長者原X区 60~63号掘立柱建物跡

写真4 60号建物跡(北から)
...熊本県文化財調査報告第169集 第19次調査報告
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[ 11号礎石建物跡〕

(12 jj ill物問i も l ， iJ 1!(i) れ tUfi13.2m 、 i~t1i11ふn、611¥] x 51f¥jの(砧行辿物で、 :1長Ifl1)iITUi物閥、と W(釈 している

に|旦lJJ'ili の畑、~:Hが巡 るの 十id'i }JIIIJは司II別、柱Ir'Uは、付dうが2.2111、JJf行が2.3m，ill物本{本が(位{IUちで、

会て抗々しく抜き JI~ られていたい決1']ブ了IIIJはItdじを示すのili1![11 Hi fiのj:)iI:立tlは、

P 144は東大の折\]I:~ で、 長iJilll170cI1l、 初 ililll110ー 170cI1l υf地:-f=rは511占1(S36へ S:~Y ・ S16) カ {)l;( 1ï! iiJを 1~~ コ ていたn

P 143 を iι| う}\lil} したが、 J' l!..- I' のJ:Ji築 |ーは 6 阻にうj'Ji;!'I; された り こ j しを切る tU友き JI~ り火は、 i己 ilil iJl(対CIll、 ):Wli111126CI1lυ

しっかりしたI:Ji築であった。li!~:jÎのf世~~穴も凶うiWリしたカペ S3創立 i~~ さ 95CI1l、

J日lJr~の P 145から引忠出 (55) 、 lJ~ィ'. 1' (S3H ) の折! り込みl也業Aから ~it'よ〔出 (53) が 1'1'11 ・ した り

11号建物跡(北東から)写真5
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第8図 11号建物跡実測図
山熊本県文化財調査報告第116集 第10-12調査報告

第38図を再トレース
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(49号礎石建物跡:宮野礎石〕

49J，すは、 l三者山ぴ)r;~ :i'}lí を切り j川 L 、 エfl- JfL f(ijを j主!主して j% 推さ üている" +iJ: ji l) 1，'.'，] x iXさ1，''，]311¥Jで、+iJわが

2 1.60111 、 <::(~II-IJ が7ム.11 "辿物の抑制は、回、長まとw定される υ

~ 
c) 
co 
へ町

h 

写真6 49号建物跡(宮野礎石) 南から

。。ド
α G 。

o 
，-> 
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."熊本県文化財調査報告第116集 第10~12調査報告第 9 図を転載
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第9図 49号建物跡(宮野礎石)実測図
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(50号礎石建物跡〕

IIH午1145iドにiu，'押正がれわjし(約4次iu，'i)f仁)、 ik背h;(ii;t石mJとl呼称されていたものである。平lえ7{I:.I主ド 11I

iu，';]貨を実胞した(第17次訓丘)ぃ桁h511U x 決行 2 [，'りの礎石 ~~t:+-j:建物である け この主t物は、 jittf"1 の WJiC"，' 1 1 に

以石を I'\~ し て附与をす る という手口、を j;j(!l J し ている u 判刊Ij)J~刷、では、 J山 ;IC?にを坊ち、日正Jえ、 lJt石を)I[!.設するブJ

1:1;がほとんどである い この/)~からすれば、鞠'~~i'f)& ~;h、で剃t *，~ の =fä、 といえる の 地業 líli に似イコを 12!状もしくは lúi

(1包に配して、 それから(!?υ( を jJ~i え、 さら に{版削112のために、出朽の寸、 印刷~':~~と似 1) f(1iに制有を|佼ませたものと

思われる。J剖iiUコj:iのしっかりした主t物刷、であるり

fhk、町

4 

、勺ム可¥『

イm本県文化財調査報告第157集 第17次調査報告

第14図の一部を転載(座標方位を加筆)
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t1/二 1匂 y

d 
第10図 50号建物跡実測図
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写真7 50号建物跡と南側八角形建物跡(南から)

右上は町道(現市道)
;:; n~本県文化財調査報告第157集 第17次調査報告



2. 建物跡の切り合い関係と配列の先後関係

~ìl"72Nlの ili物刷、の 11 1 には、挫で伴えが分かる íW~rがある 。 卜!日j也机については、全付、似:の把jmカ'1'1'1来ない

が、政大で 、 41時!I) J の也物公選がw うじされる り 文iNkよ:では 、 l iiI {~に l氾 íiik ぴ)青山、 17 世紀的半の\ìIJ 能J!:]JJ 、 [統

卜|本紀J に初見の 17-山紀終ぶの紺 ifì J!J JJ 、回世Hこ ~jê ~!j求の，l!!判、 18 世紀代」、[日本文 f!~I: 大 L和実印J と ['[1+:二:

代尖似J の 19 111:紀 i去二I".J の 411守 HJJ が想定されるので、iIlIiす;ーを ~r(ね fTわせると次のような考え Îj もできる の

第 1J!JJ・iilJill)!lJ (6tissPrl ブJりえ.ii'~~;I!:城 と:)'、に築城) 、約 2HJJ: 結 ìtì!!J J (fi9R 11 : 大好 j)J~ ・ l日l' 城 と

共に判的)、出 3!!)J : :~~ f~W\ 代、 i1}4 j日J:f"(;:'II，¥イに (ーf!;Nは879-fj:.)。ただし、約 1J!JJと第 21聞のIMjが仰すぎ

るきらし、はある υ

[3号掘立柱建物跡・ 4号礎石建物跡〕

3-号は1!!11ti辿物で、 IJLi1!!1Ju走行のj!:iiMが4c;jU)沼地l叫を 切っているの TfJJfiiiiEl所に、北1l[IJ決行のJHiiMが311"ilか

かっ ている 。 Ifhiill物刷、のHJ1iは、ほほ|可ブJ'N にあり、 )JWi~ も同じ {!I')主である の

1;t地)':';;(j)純 ITII は、 K i liI 1i 9 ，()m 、 9v!l iI 1i 6.4 m で、 mJ 1J 11 に 1211，';1 の礎イ l が lik{L していたω 作地!??と移動したNn~ は、

熱を受けて変色した状ilL にあり、 i~~ イ|の Itl に 1m:fI40cIll大のね似を、はっきりと叫すものがあったり石 IllIの糾

山は、被告!¥しなかった中でよ1:.じたと以われる n さらに 3wnの舵イー[は、{を処JII!のために ・1'.1:1:1へ弾IIめ込んであゐ

lJiも'I'IJr~J した 。 4 c'5-は火災い:~~ っ て焼け部ち、 1 くに 3 号が主ßて{会えら ~Lた !'Ji;l) ;分かる 。 イ、 il!lJ の!，.JJ1L~への X.J

)，じて¥{，是正J地物→jJ:1i立1t主s物への変?illである。3サぴ)JiI!1 ーからは、 7111:紀 IlljX~の似泊、部J不身 (20 ) カ'，'I \j二 したQ

写真8 3号・ 4号建物跡(西から)

写真9 3号・ 4号建物跡(北から)
明僻本県文化財制定報告錦116. !A1Q-12次削覧昨日告
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第11図 3号建物跡・ 4号建物跡実測図 言
円熊本県文化財調査報告第116集 書110-12間査報告

第20・21図を重ねて再トレース 11 
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[13号・ 14号掘立柱建物跡〕

13'r)i式市色村也物、 14Jiナは1!!1Ht弘t物である υ111，fif物i刷土、重なり台/.)ている。ただし、j:):I:，)I;1司J:が切り台っ

ていないために、先{乏 I・WJj系が把隈 LL'，-~去ないわ 辿物の+ll:JI-; に WJ しては、 13~i]ーがJfk かに}-:.きいわ@物 υ) )J~村!も、

かなりの ;.'t::l/t~ があ っ たと ifr'公される υ

主l' 物刷、ぴ〕配ヤ IJ と村仰の方位、さらには、川)1予の大きさからjf(~干すれば、 13号は、 11サ 12一号' lij~ イj世物と l円

らかにセ、ソ卜であった思われるけ 11庁の P203とP206からは、それぞれ UlilH併の (63) と (64)カ"U"ltして

いる。 宇 hで、 14号は、 15号州、'1:+j 辿物川;との I\~J辿が何われるけこちらも抗ì:JI-;の/:.きさも似かよっているけ

州:，)1';(!)状 ilLからは、 14 けから 13J/~ への変濯が1'iJ われるの

@必按
ロ
号
建
物
跡 @ 

J
U
6
0
Q
 

口
町
田
町

-て三三二二二屋二溝跡

11 
>ー
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第12図 11 号~15号建物跡実測図
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〉

三二~溝跡

熊本県文化財調査報告第116集 第10-12調査報告 第34図を再トレース

写真10 長者原90-VlI区 .vm区

日熊本県文化財閥査報告第116集 第10-12次調査報告

21 



[16号~18号掘立柱建物跡〕

17 サが1í)-'，s'O) 品~: Jl~ を切-)ている司エから、 当 初は 18 与 がよ[j 似に ~( tl 沖 して、その校、 1fi2'5 と 171;す U)111μど物が:=i.:=i

)tlわiLるい

111の11¥11;1'~j で .M~ylJしたエドカサ)かふlJ3糾Lとも 1147とJr{~~されるので、型て M、え 11古川に民ノJ U))川~1がfi l ら れたと

17Jj~ ・ 18号は、北Wj!!IJ["!l 1 分を{交-Illの;[白JY: fl' 、l-C 欠 11'1.する n おそらく、北下の !!'J:;}:.i山がßif;1地さ ~L て、 i~とに羽l

J山化された F~~U)J;. ォ、J 会 'J. i によるものであるう ο 相:11;U)JlIl止 は、 j会{斗に大 :li なしにI}(il~ にある。

1fi号のP247から制圧l、出のJ+身 (70) が I~I~Iゴニ したりここでは、人』1師 、川 i 也物から大llll tJ~: i;柏illi物への変

型がある n しかも、 jq!政がi判えているり

写真11 長者原90一区区

-熊本県文化財調査報告第116集 第10~12次調査報告

[21号~23号礎石建物跡・ 35号掘立柱建物跡〕

告

号
建
物
跡

叫 1
ノ

=♀θ=fil&左誌;
"---" ¥，J.'Q一、-

17号建物跡

16号建物跡 O 10m 

第13図 16号~18号建物跡実測図

::.n!.本県文化財調査報告第116集 第10~12調査報告 第43図を再トレース

4 仰の組物州、が::1 なり i守 司て いるい 35Jサカ tilt も I ~I く、次いで22 J/~' ・ 23号→21号へとりよて lJ、えら j しているけ

21号i土北↑!!IJ泣くの2{)1t'7'と、 22一号と23丹はrn北方1(1)で近日1i ;'lJlr に "ì(~YIJ寸る υ{陀守二l' (})大きさは、.illて1まえられた21

4すが、J'J.iihの22~~.・ 23 号より、 ・ ー 1 0:1 りも二 I D. I りも ち 〈きくなっているけ，必然|刊に世物のj;JW~にも )~ç:: lJ~ 'S 7い:らゐ斗i

が分かるの:J:=i号 の抑\Jr~は 111iil だけの1:~t {1 11 に ffi ま 「 たりこの世物については、抗，:)1;の大きぎから }:..Jli~1 抗 1\ 立 +Uf

物州、の巴|((交が午却される 。 j~'f-1 を t~jmできないのは、 1i世イ- 1 建物 υ) -ド ND ~;引:i/fであることによる。この|三 1山i-C は、

大川州山川 u主物→小Iri[.IM~有建物→大刊IJ健在{建物への変巡がうfかふり

I"j-I川i削J'ljの23.!r:!()) 1".11:: から I~( 出ぷ

iJi.lAhU)Jじさl片 (98)がI
I.
H-''.しているο

伐j主するが、この，V，'L什IZ:U)也物'金

?illは、北1!!1130m光の36芳一・40与-建物

ぴ):必i主と ;1、.;iJjするものがある。この

|τITIlIでは、大型仰い7柱辿物→小J1;2.1J:I:，

JIlì 主u物→小山陀右組物→):..J[~.1Ijt{1

ill物の唆巡がある

写真12 長者原12区~14区
れ熊本県文化財調査報告第124集 第13次調査報告

りに
ι"" 
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22号建物跡
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第14図 21~23号・ 35号建物跡実測図
:、熊本県文化財調査報告第124集第13次調査報告第7図を再トレ ス

写真13 21号22号の重なり合い状況
熊本県文化財調査報告第124集 第13次調査報告

写真14 21号と23号の重なり合い状況
日熊本県文化財閥査報告第124集 第13次調査報告

[28号・ 29号掘立柱建物跡〕

29ij が28号を切っている υ jdlj建物跡とも 1l!1Jtt辿物である什叩\Jf~は 28サの方が大きく、 )1三も幣っているのた

だ し、 j対加J札t仲凶←枯純I~~ の)

物との|問具刻lイ係系は不IU明り明j，)

建物肋;のiuhJiluJから児hば日I"，:)ijjiは:i)jrれるが、 28Jr:jは、 24~寸 .55 -j土 t)/I:I/:1+建物と|司じ|向きにあって併を JI三

の場合も山UiJHは)iJHれるの

日比するのーん，. ~C\29~寸は、 lilJ じく i1dJ ガ I('j で、 27Jij ・ 57 り .58サ品11立柱Ýill物と問じ向きにある"ただし、こ

写真15 28号・ 29号建物跡
出熊本県文化財閥査報告第124集 第13次調査報告

ι 
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〆
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29号建物跡

O 4m 

第15図
28号・ 29号建物跡実測図

.熊本県文化財調査報告第124集第13次調査報告第16図を再トレ ス
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※第14次調査結果(36号・ 37号礎石建物跡および38号・ 39号・ 40号掘立柱建物跡〕

包j物の!川~~カ斗 IJ IIJJした分では、 :)Rりが:l6号にうu二d-ゐ

4111i1 (S 3・510・514. 517) には、被主!りこより人ーさくなソているυ3(/，)'は、2011占|のf!?げ_17川似Bされたり

を除く と、 公て何lいていたn 火災にあったさらに ~l 1liil (S 2・5r=i . S 14) ると思~)れるヒヒ:~Îl;.リれがあり、

ニJi と、 ill~石. j也業火ぴ)1'1・1長lニィ、手|訟があったことが分かる訓食料l引であった。

9!lJJ2の尚並行，j-き LJ:IIH{ii(113)が，'I!，ゴーしたり'1，1vlg，tJJ& (}) n':千米J!JJにi枚当寸る!辿物跡であS 1(0)j也業火から、

ることを示11をするi品物であゐけ

311111の小-tb"も11士平日しており、:37号。)S 22は、 3fiぢ，n\~?)J の 510 と S 150) '1ニ'11:]f立:悼のレベル|勺こIjそっている。

36号に先行する元t物と =与えられゐ 。 S22の 51!!業火は、担I !， ごLi);J:反!J~;IRrl~ に)![f，く、 {ij~石の状ftEからノト)1'1 {i!~:{ I Jf ~を!

WJ、と W~)じさ iL るの

3Rサの t): Ii JI':. は、 36号ω磁石地業火から 切られてい JOυ 36号を0lVXとする |;15のJ!:引山 で、J'Jffi JI:.の州 !との ; I~j j'ill であ

41同から+1抜き)11(り :)kが十九'1'，さiLt...:ωる。そjしでも 9J/i}IO)j):iDI;が検1'1-¥されて、

39JjJも、 36c号の:jiiJI!! Jr~，:のために:3 11，1;1 の抗~iJl';の j1)~ 11'，に印ま ったの 36 号の{i!~ :.cl地業火が;、 39号の P !J.3 を切って

いる の 匁)月ーの抑~ :Jr~ 刈は、 :1行司会と 2.4 111 の ，ì li:川 i:'JII に あるけ同建物のうむ後|羽係はイ~1リjであるが、 iWylJした IIJ能YI

この 1出'~ ~i、 U:'C(i 、 :，Jg-B • :39句・→:37り→36号の 3J!/1に及ぶ地物公逃が考えられる。がlGiい。結保として、

-1~iil の抑! ]r~が{紅1\ された。大1f;'J 1J:Ti立川主ß物刷、のなお、 40号は、 36号のi':H!IJ5，5111から怜，'1'，されたもので、

-T'~:I~ と忠われる f も
。
，"J 

tf 

J 
/、私、63

(6号 .7号溝跡.40号掘立柱建物跡〕

お
号
建
物
跡

fKLBo 

/f? 

ア号溝跡

r k8号建物跡

※第19次発掘調査

!J.()号 は、 $Jí たに 811山!の ikliJI~ を牧 11'，

できたい米1:Gt111I1の判IiJI幻立、 36-!Jj・世物

6号 7ナ

川、の W，~jω川卜 rí:l~ にあることも午1] 1 リj し

このill物の柵JI;は、

itl'j 川、からも切られているり

fこり

6
号
溝
跡

6 Jr-}'i"II'1川iは市北1fi111、京刊7.0m、

7.)';-1'，'，¥刷、は尚北15

かにセット IYJ1ぷにあるり

111 、収ì!Cil1 111 、 j両日 1\II)iÎ\O，7~1.5111を1従

〉、L
 1

 

川
H
ソ

こiLに対 し

7+J-i，'lj 刷、が 6J，]'iWiU，fJ;を切っ

i前 ~';n、 U) 'ÍU交 WI係と建物 i古川のパラ

7 'サil町川、と36号は、

!百抗1¥11'!i¥1.2ι 1.5111υ

ンスから、

山したの

ている η

て6号i'，'t'J:il功;は、 j礼械が大きく、 11山I))IJ

の建物i削的と のハランスがI1児れない。

これには合う ill物i宣怖も柏山されて

し、なし、。そこで今|日|の;よけに|守主J]'では、

の可能tlがあるとWi釈した。

絞殺の位物を 1111う、|元ーWi.{I切り ijli

位。物の :金 j主は、 大型!jjñi ~r: +ì ýf 物

r 
第16図 36~40号建物跡実測図 6号・ア号潜跡実測図

..熊本県文化財調査報告第130集第14次調査報告 第B図

熊本県文化財調査報告第169集 第19次調査報告 第5図を重ねて再トレース
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さiLるけ

3(H~) →小山保 7;\] 物 ( 37~万- . 6サii'li)→大)f;'J/JI~針辿物 ( 36号・ 7 号前)の4. /I:.'JJ!JJに及ぶことが判定

写真16 36号~40号建物跡 (第14次調査時)
...熊本県文化財調査報告第130集 第14次調査報告

写真17 7号溝跡断面 (右側礎石は36号建物跡)

:・熊本県文化財調査報告第169集 第19次調査報告

[59号・ 65号礎石建物跡〕

65サカf59-方 .tこうLれするわ ii!~ イゴの/にきさは、 59 りがぺ|口|りも つにきし、りこの ;1犬態は、 21 サ .22 口一 lít~干(組物と、

21号 .23号・慌:{-iill物とのWJ係にf以かよる n

(j5~けは、 59~3 の 1'- N'~!I' に :ç{S :ìむされている 。 そのためNníの大'1'は、 1型地削の rl(litこ担1 1.も j した ;I)，!，mにある け 59

号からは、J0Jdl; がüHな ;lk 1L~で総 11'， された。 入 1 Iも{孤立沼できるη

写真18 59号・ 65号建物跡 (南から)

~_ .. 問題担=::;
向 話器時

写真19 59号・ 65号建物跡(西から)

...熊本県文化財閥査報告第169集 第19次調査報告
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(64号・ 66号礎石建物跡〕

71181 の ii!~ ィ-1 が ~ì!í リょしているけ);'，JU，\は凶 11!IJ と-V:"J 1!!IJ (/)--{，I¥を欠し、64J':7'は、 '~:~J山田か らf可'i:H:!!、さ jしたもので、

66ちは64・号と I1J:lhiする↑合lj[で、 iてiP111の方N:も 殺する"(11サの梢 PXと同にJ宍 されたと }~lわれる " 小fl!! のIit~イう が

ここで も、{陪3位|時有する。地主ー火の切り 合い|均係を見ても、 61う号が64J'5'に先行することが|りlらかであるの

:6が小刑から大J.li'lへ変化していることが分かるυ

66号建物跡

d 

写真20 64号・ 66号建物跡(東から)
¥熊本県文化財調査報告第169集 第19次回査報告

;j; x =0 

s 
H 
>-

第18図 64号・ 66号建物跡実測図
..・熊本県文化財調査報告第169集 第19次調査報告 第23図を再卜レース

O 4m 

〔長者山建物群〕

この辿物静JJ、併は、 宇つのまとまりを判つn このrl:'で判・ ~.Ilすべきものは、)生iit!lJ区域から松山 さJ也 JI 幻I~Iこも、

このI.{j戒は、日日午11121rof こ -q二小出t :ill i1止のために地ドげさ j した~'J:kd，\れた69~:;-71号Ji:i UjAt世物~;jJ; -

したがって、別在、 .F.~~j也のrl"Iこ政干í- する京 1!!1JIK jj，~の 4 1'i~i(/) {~tt石建物跡11 '1仁 と J:じ ili士す ると 「長 首 111 でがあるの

は、 +J:ii.:úA Uill物→砿石組物への変 i望があ るので はJ とのW ;ii前に宅る夫|京、 I;:J 発のことを i:ì~ し た 当 IIWの l州五

~;'~Ixf~パ&i に は、 r"'-金敷地をffめると lONi前ft:の也物があったやが考えられる」 との記述があるの長五 111からは、

6号

合山
γ

g-~化米カf1.1:¥_上するヰiもHeしておきたいり

X=-1∞ 

50m 

長者山建物群位置図

ハヲワム

第19図



3. 建物の構造について

lb'l:イ千世物跡・ 却i:iJJJ也物叫があり、 jJ:1iユ1.iJ・は松村 iよ物と 1!!IJ十ttt物に二分されゐ n さらに、 JJ:じが什くもの

があゐ。

総柱建物(川.t~ を的~'Îiでき る日物)

No. HJiJ 栄川 J:.Ti 十n:ii: (Ill) \J.~ lfIJ (Ill) 亘olill!N土 長/広 柿砲1

5 3 JJiI!ir: 10.0 :l~lIl 4.，'j Wl.5 64 2.2 似生f

5 4 JJiI!''!. 12.0 :19fi 6.9 '2'27.7 74 1.7 +rw 
一
11 ら 5 ii!r:I.:i・JJ:il";: l:!.(i 11:i，R 11.0 ;lfiJO 90 1.1-1 粍1!(~NtU!l':物

一一
1:! 6 5 イ，1(6 判:1:立 s2 4:1:i.R 11.:i 379.!'i o 1.14 千'fhQJ凡【l':物

一 ト一一一一
1:1 4 、コ JJ:iL.Ji. ]().R :i!'i6.4 75 2475 。 1.4 抑止 ~~f

20 、'ラJ 的干I ~J.(ì 316.R 7，2 2:17.11 1.3 1Iii討

21 -1 ・-ぃj 11;C{i H行 2~l().1 7.2 三:mi

“ 
オ反右

22 4 ii!日了 8.0 261[ 5.8 191.1 II l.-1 jli[JIr 
トー

4ムpリq G 4 li!ni 12，6 11!'i.R 5.R 19l.-1 11 2.2 似合

25 州立 72 237.付 5.7 1RR.l -15 LJ 収令

;](予 3 MUi :lO:U予 7.5 2-175 1.2 +M(Jr 
圃 l

~9 9 3 Nni 21.6 712.9 7.2 237.6 :10 3 U、命

50 5 ') 
イItfi 日.2:i 272.3 :1.9 12お.7 -15 ねえ手f

日(i 申込1干 14.2 1) (iR.6 日.0 2(i4 しH +J~!主

5り 4 ‘rJ ， 妨l立 ~l .O 2CJ7 5.85 ]9;1.1 :l:l 1.5 十便草「

日) 4 2 J!.I!τ/ 7.8 257.4 3.() 11お.R ーおり むつ.つu 似r.~f

70 ーワ 州ユ〉 5.85 193.1 ::l.り 12R.7 -8R 1.5 111合

一
72 4 、'pB li是行 お.1 2772 6.3 2m.!l R8 J，I，(毛「

側柱建物(規仰が制定でき る他物)

N¥l. +iTrJ i荘IiIJ J台 ihFJ- (m) j%~ Jl IJ (111) :UiII!N :t ~:íH，~Ii1l.: HUT( 

'ι2 J!.I!i'i 1.己 n8(j 2.4 7~1.2 70 1.8 ，;Jf倉駅

、p 、，、3 e】y 側、I 9.0 297 li.O lりおo 20 1.5 ~~( f."i . h~ 

わ 6 3 J!.I! i'/ 16.4 54LJ 6.0 I!:lR.O 72 2.7 組合 l~i 

8 G 州立: 10.2 336.6 (i.O 1 ~lR .() (j7 l.7 :~(!和 . )ぎ

1-1 5 3 J!.ll '/. 11.5 47R.5 7.2 2::l7fi 90 2.0 ~}nj行 !干

19 5 i JJn!立 15.0 195 6.3 207.9 () 2.1 !i~ì' J'I!iWI'i'0 m物

4・ト IU二 JJ:ilir: 10.'2 :136.6 日7 lRR.l 49 2.0 思![，:i . J~i 

27 4+ IJ'じ l JJ:lI'i'l 10.2 330 ':>.7 1RR.1 18 2.0 !i1(!骨.JI{ 

28 5 ーワ J相i1 9.0 297 ，1.2 138.6 17 2.1 ~J:((fì 出

[)5 4 μ 。J jiilサ 9.(i :ll6.R (jJl 1YR.O 15 1.6 Ij; !~i r.~ì . J主

':>7 6 '2 JliI!..u: lO.2 :s(-jJぅ 5.7 1R8.l ー ら() l.R 認(t.i・屋

(j() お 批I¥.¥'i 2lJi 712.9 72 237.“ () :;.0 管理II鯨的雄物

日l 7 J ，、 JJiI!Jl: l仇8 f{)1，υ 「 fi.:l 207.9 () '2..7 値J.lj!叫(1叫物|

6:1 7 こ，》， 11.11，'/ー 21.0 69:l.1 7.2 2:176 11 2.9 ti;)lj1仰i'1(J}s物

一 一

-3Dー



国書に見る鞠智城の建物

q一 号 Ji4Is' I)'J 主ト 立 lHk

文武 ιj 69お
~ll 月 一プ| 泊:1二| 大 ~ :"rn をし て 、ブミリI} ， 2!よM:lt. .lr!H11~1 1 の主城を #;~f いがi

t(:jt E:Iオ;紀
めしむ。

二 月二十四日 JJ日 fを I~ßH!Ji也城院ω.!~W(J) jJll;:1らI!!'bるけ

J('氏工作 ~5約
二十五Fl 又I!!るるの

U本丈徳夫弁i実掠
六月 二十日 肥後四菊池城I{j~の兵.@の技 lbi ら 1115 る け

1，，1城不動倉』卜一宇火

長{問-1"じみ 875 六月 二ーI--U J作烏数百、 :~rj池辺\\倉舎の i~i 拾をかみ抜く 日本三代3長銀|

兄!良子 (I:. お79 三月 ー|六 I~I I1目{交|主|山地iI11 JJlx J{~ .tえの 戸 !司ら 1113 る" 川 三代抑止|

不動倉・ 収位した紋は、閉じてミ¥'常のIJl:Imは ii'i'さないィ、副殺を収蹴する街。 ゴモ{小の ll.:Al~の fì()'}() ;Ei¥ riが

不動計 lこ IIY. JrTI~ されたのまたイJ制在fがm:r児され、 )nf';~ もィ、引倉が大きい jft!I[IJにあ..，たのしか し

ながら、不動倉は収中|りされた訟の更新がれわれなくなり 、!!，j'械上のj-q火、がjμきいために、iJjiJ

l立」ーのJI%'b:1じを招き、 9世紀伝H!)にはDllrJ'Jが多く行われたと号えられるり

えC' でう

頴 倉・ 41↓l í当 刈によっ て何た稲411 を収ねて(以包:す る 11: 打 。 弥列~:11'，'i{にからイr:u，し、丸木tトヤ!烹などのt:I"';:

i査がある。

古代の倉の種類

甲 倉 :WSX!，(;なIjjrH!iJI・;:1);:のあぜ本を机み合わせた校合ii!よりの両派令似仕より は小JJU';iであるけ本体長(jiJ'fj:) 

は2()()、jーを卜回る。 lFJJさは、十lUiiをJ-.J司っており 、 l!'尚1件向'#今討lj /~ノ〆!広iよJ の JIじ;4半1三斗Hはま f品1はi立; 一大であるり校乙?とも|呼ばれる n

丸木倉 。丸太による校friEりのi匂Jキ:おで、全てにおいて小さい。長 /広が]に最も近く 1トブTIIれこ近い午前iを

Nつ。

板 倉 '横長のl引1i:をねのij:i，l!j'rYに落とし込んでfl止を{うる十1Ii:j:JI三111i7J Jにの，~:jJ*f\ 。 古代を j凶 じて最も 多 く J利 1:)

された村Ihtであるけ長(HJ 行 ) は20() 寸を y出 える け 長/ Jよは 、 1 . 2R{N I Î}~で 11 1 K"iと|す]1!(iである υ

法倉板倉で判』こ+jj: f'iがlミい両省n 長，，.}t ;l) ~ 3をJ也えており、長ソnl:.の‘leffriを判つの'i:'i'は Iむ:jJijiで|人J;'il¥に

Il'rHl:切りはJ!!riいと思わ i しる υ この こ とから 、双 fTや三つ ~Jぴ)校 毛.ì:l 1 りによりも、板毛:ìJI;i'í:と号えら hる υ

屋 : 1!!11tiーのみで、斗.II¥JかiIU米の主t物である υ 仁的1Hr -c fJ'~ り朕問な巡りでないと考えられる 。 1(/広が 2

を jWえるものが多いり rn .ì創立、 Mi稲iilitの施i没、 {:I 家ベJ)y.fなどにも N~ JfJ される 。 知的は、出挙(す

いこ)として貸し付けられ、秋に利，口、を什けて返済されるなど、 U.'I納がj:m~rr で、 1高!米省でなく)~~に

1:~~li'\: されたり

※30・31mについては、小l!!ihi1主J:lIH¥: (鞠 'l~11J)IO'，]J; 1~~ 1r: ~H~ 1Jiii検討委員会委員 '7しhj+l:i出1:.9;¥iJ!lI大学教将)の指

;与を受けたり

市

E
iつd



(20号礎石建物跡〕

tiif'J"N 6 0 Wで総十i 礎石主li物跡、である u 桁'h'~.6m 、 j~~ri7.2m で、村 1M! は桁行 . Ç(~ rJーと共に 2.4 m " ill物を

机 J&する iit~石は、 20仙 .-[':;'\)1\が柏 I:U された n ::{ i材は大}~iI~分が化 1\~'II Jb' で 、 511 ，\1 のみ (S 1・ S11・ S15. S 18・

SHl)が安山岩であったの 31181の1i1ii石 (S 1 . S 5 . S 20)が変色してお り、この主t物川、は、火災に よって焼

失した l可能' 11 1 が向いの 1 t<\1 々の磁石は、全体|刊に J~めで、最大の Sl は、長'li1 1i 127cm、初判I86cIIJ " 

iL1i側のtiJ:fJ: itii Ní からは、 rn北の長さ 13m 、 'I;f~ I!封のIllii¥6.0mで154)十の瓦がuけ したり |村部ち?P)は、北↑I!IJの与さ

行世|所から長さ 6.0111 分を松山したυIllm35~5()cl1l、 jq5さ7.()-13cl1lであ ったけイl是正{の桜|からは、創出、出な ど

に混じって工1"[11:遺物がII'，J二して川目立を残した υ

.11;) 、 ・ャ

R・ H・ '" ・."、υ .蜘 吋

11 
側 、司L

写真21 20号建物跡(北から)

・.・熊本県文化財調査報告第124集 第13次調査報告
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日熊本県文化財調査報告第124集 第13次調査報告

第B図の一部を転戦 (ffil練・方位を加筆)
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柱問2.4mi8尺)

主主行7.2州24尺)

第20図 20号建物跡実測図
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( 1号掘立柱建物跡〕

什]:1-1'ブJI台JN640 E で、 511¥Jx J 1111の松村 ill物であるο 村ihlOm、決行4.Sm、ti川はHJ行が2.0m、t栄qt什fれlカが:江l.Smの

品抗州lバM川i卜け川?刊JI

とPlil以lにこはイ+村机、オ引i:命:J此花き11児り i'(カがfあつたυIJLI分制した P1の泌さは35cIlI、:!lIU:の!版誕のJJtfrいは111いれ

(2号掘立柱建物跡〕

桁行方|合JN70"Eで、 3111Jx 111¥1の小型の1!!1Jti主t物であるの+hh4.2m、fZイi'2Amで、桁行の位 11¥1は1.4m

であるの最大の姉! :Jf~は P2WCralh%cll1、短iJilh90cmけ最少の抑iJlラは P25で、 ¥.illが75CIl1n JI.lI分訓した P25の泌

さは3ScIl1、)i!' - I ーの J :抵当i~J立公いは、 1り・建物跡よりさらに低かったり

写真22 1号・ 2号建物跡(西から)

柱抜き取り穴

tlI 
行

10.0 
m 

ミh ゲs悶

尋問住1.4mT 
桁行

4.2 

;、、情得手 4ヨー(市}

円1

2号建物跡
梁行 2.4m(8尺)

P19 

、¥

内

J幻
尺
)

ha 

A

-rr

‘
 

、，ぉI
1
l
--
ム

レFメ
b
J

1

包

;
4
自

主

口

'

円

「

t
'

1号建物跡

o 5m 

梁行 4.5m(15尺)

第21図 1号・ 2号建物跡実測図
'，:'熊本県文化財調査報告第116集 第1O~ 1 2翻査報告 第19図を再トレース
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(24号掘立柱建物跡:庇付き〕

桁1r }JlhJN19' E -c、11!H i 定物でιらゐ υ +I)"r Ir~u td)-7)"、は、 北11!lj(7パh行で ，1I，'U、F内LI1引机仰川11川川lリ川IjυωI) (~.必u行う -C 11，'川Jハ川lリlのサ大三 ささ』でC，{仏h一ウD 

た〈υ，，自1γ刊-↑わ|

司事可 をラ牙示T示J寸 }ド)11:)ゆカがh千仙千白r下了1寸句る イ付、iυω)刈{位せ i世I~ t は、lトド"10fiとPl日()ゆ9υ)'-1-' 1，'川lハ川lりHl仙I:t世~t に点あ)1'，ゐ毛 rυ/，川lリl，j1十村れ'i全i今刀ヅVヅ火lに〈叶|日問lυ)ル刈川)'川'1巨5)市刈l引11川lは止2約[)r口111じω J判川1和川1:，-)什lトけ川一f刊)1

υの)-j最長大lは止 Iド)1日()附6で、 1;，:U!i/I/1l2cl1l、 J:'，)'li/I/91cll1門的ノレは PlO9で、 長引1/お:KIll、m-'Ii/I/討()じlllc，IJtのP11:1はHJi/I/7[)仁ll1、 JJL 

Jli/I/67cll1υ 七lヅ〈ぴ)1血{壬は、、I'-J与して:]OCIl1、 P J 13は2[)CI1L、i斗|う!'ti1jした P101は、 I主さ10cIl1υ +0:[，'1'，世ifiJiは、 王、さ{j3

III 、 1111 ，';:3~.[)1ll、開市 1\ との J七日 JFJ が2.7\ l.fi 111のノl、高千「であ 「たけ

一片 c::s"') 
、ノ ピ吃×IY

桁行 10.2m(34尺)

梁
行

U
m
間
尺
)

(P112) 

P108 P109 P110 O 4m 

第22図 24号建物跡実測図 写真23 24号建物跡(西から)
1胃本県文化財調査報告第124集 第13次調査報告 第12図を再トレース

写真24 長者原地区航空写真(北西上空から)
:::熊本県文化財調査報告第169集 第19次調査報告
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4 建物周辺からの出土遺物

1. 10~12次調査

。〉長者原89-1区

， 1 じ|出1!!I1 で，1~H砂何日 1'11物川、(百~'i"!，出石) に扶-4るυ Y{I出 lilJ き υ)， :I~J :í!正区で J<:iliI 1l 2 :l -29.5m、iliiliIII16.5m"i!!:i11 !IJ 

からW1!!11 へのがQjt(( iJH. Jιc 、 m 点 l~lJ~ かん4.ナ陀行辿物跡、0);1じ tiiii が1'~~I.U さ hた。

i世物は、 Ill/o?.:J.0日flt色噌l'とJi.Alf，色-1'(})視入 IJ か ら II~I こ1: した 。 この‘1-. Þ"1l には、利文 - I'I' !lJま での法!I却が

包令されていたけ

〔須恵器J1・2・3・6はナイ品ー、 4・5・7. ?:¥は川、」誌であゐ。2は外叫1Mにヘラ記号があるい Gは外出

Hiiぴ)かえり』二水引 き、 |大Hf:iHiiに水引き IF.¥の引 きょげ山，9 ・ 10はう11 υ 9 は J;ü ':~:I)で外常 し1、紛 で JI~ J字 。 ]()は J~i~

i\l~から )11' iJ j\11で 「く」の4・ 1 に外地、す ゐ付 111は立 4μ"川;

I1出し、"¥ラ J}JI;きけ

〔土師器J1ロ2.1口31はま3げ矧巴f引fl川iイ古刈'il川;リ|

lげ7-19例lは土幻[f仏九υω)汁刈j収|収x=手丁でJあFあ〉るいIHr行11は17がEI円形、 1H. 19が1'JJI~ に i止 し"， 17 ・ 19のうlし~;M t'íf}は 1しみ を :liY びゐ" lHの

光州，J{il)はやや飢1(Jυ

y=-Hl80CJ Y士一 FJ7α)

x=ー100

第23図第10~12次調査区(長者原89- 1 区~90- Jx:区)
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¥ムメ!

3 
11 

γーっ くご

¥一七d

第24図長者原89-1区出土遺物

ぷ=六、
3 

13 

ハ口
i
 

-!
 ;
 
;
 

ー

一一一一一
一

、
ー

JJJ;物
10cm 

②長者原89-II区

4rpLI に訓IIf三い制作区で、長引1146~52m " ljJ.Jli11l1il，5 ~ 1O.5m" 大力、、l'J血で、 ji}司WJi(U)1J1リと古1¥から東側11で、

4 写 liW朽主ß物 ~'jJ、の IH1HIIl 分、 1 ~ 3 サifr!立十Ulli物川、が柏 H.I，されたり江 J~~~ :1.，と皿J司、|ーがj山物包合同n

〔須恵器) 20は向、身で体育1\ が!大j iTする η 21 ・ 24 はJ:イイ[である の 21 は門紋 rnjがやや山口気味付 2，1は J5j、岩r で ~~]r~

がややan22は111111寸れで(十;Iil¥がI;I'J存する。25のf1'1'¥I¥は外なしながら外11[11へ聞く 。23は犯のJi.(i"lI¥で)Lj氏。

〔土師器)26はj'i:j1" 11\で外得する ハ lゴ *'':i()':il~ に 士|へ放竹告文と tQい 1 '1 1 1;全文υ27は 1!~{11)で「く」の字 lこ外i与するの 2il

は何;で内出 1Mに j:h~がイJ 着 υ 外Ji(はベベに|げJA. り 29は i'íku)WT である 。 iÎ:1I 1 J誌の!~長があり Iî'JflYïi は椅 F[J)1三。

-36 



J 三二ヰ 、 」」 J
fζ?千でこー

24 

¥ 1:ヒニダ8

27 

10cm 

d 
匡男優多

第25園長者原89-II区出土遺物

(む長者原90-ill区

長引"52-51m 、問中1"9.0~13.5111" jJ.'ij1fl互の'1"丸から干':11!!11にかけて、 一向1¥が門地の状態となる。表土 H土地

111で、 5号 ・(-j.i.J~I:ïi立 +Hlli物川;が怜山 さ i Lt~ o 

〔須恵器)30・32は541-建物跡、から、 31は64子辿物跡から1-1:'，.:.1二したの30はJ不身、 31・32はJ不様である。31に

は ::lU~ょっまみカ+1 く o 32は11おlJ川カ可uJt気IHcになる n

丈一「才
32 

30 31 

10cm 

第26図長者原90-ill区出土遺物

山長者原90-N区

l三二位山:n:;l'i:ljのiiJ，'JW13で、長i)i11120m、j、川i[l[1O.5m u 19号f桂じ世物川;('古リザl，)ftil に 1 :1，\)辿して、地山~~引15刷、カ 5

4会，'1¥されたり|百川|』 に建物跡、の布日比が数多く WJーした。

〔布目瓦〕いずiLも‘n'しである。 33の山[(I[はイ[J目、似什州、イ川市;))¥[0 11_11 Wi にナテ と 2frfi矧の俗 flっ IIIJJ ~ ，】 31の

山Tmに中Ili:-1.1反合i)せ liJ0 1 ~I[TIiに条料。 あの川市iに布 1::1 、 1英廿羽:f 、 品]J;j点 。 {ll iYl i にナデ。

ワ
t

q
J
 



4ZZ33 

物 34

10cm .. 守.

35 
第27図長者原90-N区出土遺物
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(il長者原90-V区

89-11立 の収1[!1J に;，Uじした訓査で、J{ ililh初出11 、うiJililh lt1~ 165m" 7号・ 8-1ヲ.}T，ii.1/.七i建物跡がH!tUされたυ

遺物は、地山P!LLの E府ニト会(J疋 ~~J:色ごu から1.1.けしたの

〔須恵器J36は江川1\で外海し、|一|惇 ;'~illが外相IJへ!J~llíiする η12は却で加持11が「く」の字に k. きく外~jす る。 37

は 'VJiI(で、子H ì"ill を欠損している可自~t↓がある の 38~ 41 は J'1、卦である 。

〔土師器J13は矧仰が 「く jの寸'に外袴し、筏 JL口出23.6C1110 fHTJJliiJi"，ll最大符27.3c111 " 

〔布目瓦〕いずれも平瓦であるり44の山filiは布|二|、松骨娘、1'，!iー|二似合わせ 1=1n 1日IHiiは、ナテとややi'!.:;ぃ条抗。

4Sの 1" IffJlは分W!J!岸線、 i~jf骨浜、糸切り :JJ'i" I~~JÏ(I iはナデと松下I"IIIIJき。46は平rcである日|川町|にずいiI~ I 、分割'N

線。 紋'iij- 加し狭立iiJ 泊 í :;~j・りに指~jur :J点 。 I~I 前|にナデと jFi yj'(JI ~J:し

ぷ三当周忌
38 

r~"I 、、
39 

42、、
40 

42 

43 10cm 

第28園長者原90-V区出土造物(1)

ハ叶
Jつけ



日日ー・ 45 

44 

O 1Ocm 

第29図 長者原90-V区出土遺物小

A
ペム



く!i.)長者原90-VI区

46 
O 

第30図長者原90-V区出土遺物(~)

20cm 

49サ útMì~よ物刷、 ('.~:'~'H!nï ) のlld!!1Uこ"生〉じしたji!，'，Jhlベで、 l長i心J礼J己ilil刷州lil川川q引山1I14m、i1ii川12~ 1凶4111し也 9号 ，]()ド」J士J抑J:1肌可司n!}'りi立乙υt机;オHt

物i跡功亦、がj杭tサ食7先九tU孔川ll日山(リ山uさjれLt，ムλJ 

〔須恵器Jrr gZ，: 1. (N<色土)からの i' I U である ω ，17 ・ 4おは川、 -~i~i: である 、1

〔布目瓦〕いずれも平1l.-Cある 。 49は I~Ii(iiに布 1::1、松竹娘。1"1i(liにナデ、料了ー|ー111112i "日()は、1"11(1iにた卜|の条市!i!n

引は、 1~11 (jjい 11Î 1-1、うJ-t4iJ'J戸線、ギ|Jfiij出ぃ|日11日|にナテ、 itい条糾l"S2U)山 1mにイII1:1、糸切りJJ'L 1'2IITiiにナデハ

・~‘

、. 、

/五=ー」ニミ

49 

第31図長者原90-VI区出土遺物(工)

-41 -

10cm 

= 



Q~' 50 

10cm 

第32図長者原90-VI区出土遺物@

(fl長者原90-W区

49~寸1~t7'::;ill物~'，jJ、('，'~f U'Ffr!tú) の北 1!!IJ に 'Îおじした別代巴で 、 長 ilil l l2tl !11、 1M'F11117- 21 ll1 o 11-1ナfut-:r;ill物刷、U)]3行

以11111よl'分が柏1'1'，された lJ 55以外は、 1[[!，~:， l' ()天1，1，¥色二uから，'1'，:.1'，した。

〔須恵器)53はJ不拡であるけ 51/はh以はそう h::、!I阿部U)最 )({t7. i)c 111の5!lはJ'Hrc、llJii"!，ltiE;世物刷、か c)1'1'，'1ーしたけ

〔土師器)56はJJJ:lli¥l¥で外出1(liにヘラi'iリりの57・5i)(j:i'!l(の JIY.手である 。 |析而 )I ~ は、 57が~;('; I:l:J!1 去、 5í)はドIJ~ )L J.iJ1三

;1犬をなして、J"JIIiiJであるの

〔布目瓦〕し吋"iしも、 I -;'l~ であ ゐ" 59の山 I(IÎ はイD"l I 、 +~~'JLj. 羽~ " I ~I I(IÍ に柏 (-1 川崎。(j()ω 1"IT(î Î はイli1= 1 、ナデ、 ~'I'i

1.似合わせト|、十位什

/ど「竺ミ
53 

/ 

， I 

43 ¥」.4P

第33園長者原90-W区出土遺物①

け
F
'
U

A
q
 



O 

O 

第34図長者原90-W区出土遺物φ

10cm 

20cm 

。:)長者原90-VlIl区

り(ト VIII<:のP41!!11に7j生定 した川流lメで、 1'tiliII125.5'-38m、131:'Iilll辺 、;切m"11号'lUt石illi物跡の北凶1[[11、1':うJ、と 12

号ji!UI世物跡、1:l-151Ji1L¥'t1:i世物i川、が検1'1'，されたのJ立物は、 it1l1IU'J，外は TTJ母1.からのIIUゾ('、あるり

〔須恵器〕引 は j司、身で あ るけ 日は'，'i;'jfì1-τJl凶で 12号'liW汀 51l物 ~!I，小か ら LU :Iー したの 休行1$ はIi出':J~ 的にや 1 1 びて、 Iljhが

1.!，ljり付け られているの

〔土師器Jfi3は 11 ;はが泊口気I 1本 lこ引 JI びるり 64は j~r i j'i，:j)が「く 」 の'j・に外:与して j:\'、がイτj" ~~i 寸 る。 65は IIli iJ i'il)が大

きく 1}~1t([ し 、 J~f[ ~，lí: l )が 「く J ())半に外反するり66はflitである，， <10車な |lfiJで、|こIfn5.9じ111，，， 以つ(JJliiJ1¥i1¥ fJ22.6cl11υ 

伐千fJJI耐1¥1臼(iム・111η

〔青銅製品J67はJq「瓜fiiliりで、 全長5.7c 111、1Jl.さ[i().lι》よf立にIUfffi.()ml1lのイしを切っけ 奥山の下131にiYIめ金か

1.J ' くのヲ，(1(11' こは {L作・刈 1') しき鳥 I'~ I を H吹を1]，. 1!!IJj(liはカッ卜 されて跳ね(色の被)J山政が伐るn

〔布目瓦〕仰の1!.'.1i.l1iはイ1111、悦'l!j・1凡“ lどIWiiはナテ、的子 1=1川l色.69は、JiJIで、形態は4(-;とI"J-け

A
バ
可



， ， 

67 

10cm 

--

69 

65 

‘ . 

第35図 長者原90一四区出土遺物
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68 

20cm 

， ， 

67 

10cm 

--

69 

65 

‘ . 

第35図 長者原90一四区出土遺物

-11 

68 

20cm 



@長者原90一区区

90 -V rz:O)東iWJ~こ設定した riJM 干i、 1 '< で、 1午'IiI 1l 36111 、処刑h22-2ri111o 16サ-lR-!引):iii'l:fi・建物品.fJ、が検/.1'， されたり

〔須恵器J70は均、身である。{立元u住は8，8clllo

ミ二」ノ O 10cm 

第36図長者原90-lX区出土遺物

2，第13次調査

<!)長者原12区

Itliflげri2nL1:111J血で、11日干114211てのIJ:JITIT:'Jiの対象外地であコたり地号、からLO111トーで礎:-fi主Il物州、カ司会11'，されたり

地111は、，iJ.'J'f正IE:のjJLii!!IJでややruくなるり 怜11'，地情は2()・庁 (34号)似イ|主u物川;ハ
12~ 14 ， iJ.' ，j '什|三と J g;U，'J1HZ:では、大}jの泊物が地111 (ローム周 |二)同 1~の 1 -.J i'I，: から " L'，こ|ー したの也物色L合同は、

依111のiJI竹ーによって舵乱された状況にあったの

第37図 第13 ・ 14、 17 ・ 18次調査区(長者原12~19区・長者原 I 区)

に
J

A
什

A

@長者原90一区区

90 -V rz:O)東iWJ~こ設定した riJM 干i、 1 '< で、 1午'IiI 1l 36111 、処刑h22-2ri111o 16サ-lR-!引):iii'l:fi・建物品.fJ、が検/.1'， されたり

〔須恵器J70は均、身である。{立元u住は8，8clllo

ミ二」ノ O 10cm 

第36図長者原90-lX区出土遺物

2，第13次調査

<!)長者原12区

Itliflげri2nL1:111J血で、11日干114211てのIJ:JITIT:'Jiの対象外地であコたり地号、からLO111トーで礎:-fi主Il物州、カ司会11'，されたり

地111は、，iJ.'J'f正IE:のjJLii!!IJでややruくなるり 怜11'，地情は2()・庁 (34号)似イ|主u物川;ハ
12~ 14 ， iJ.' ，j '什|三と J g;U，'J1HZ:では、大}jの泊物が地111 (ローム周 |二)同 1~の 1 -.J i'I，: から " L'，こ|ー したの也物色L合同は、

依111のiJI竹ーによって舵乱された状況にあったの

第37図 第13 ・ 14、 17 ・ 18次調査区(長者原12~19区・長者原 I 区)

に
J

A
什

A



〔須恵器J71、一74はJ:1、訟である"7J のかえりはWi りf-.J けで大きい。 7η3'7河4 はかえりぴ〉汁汀消ì'円'í川|リl り J川川|ハ1 しが布杓祢~{-めて小さいο

7η31はd:i.in川i

〔土師器J7η7'7叩おは、 IfijÉI' 十HYn' あ JS rノ 79は村、のJi\(íllで !J~厚オるけ

〔布目瓦〕川-íl2はエ|づζであ ZJ け 別・犯の山 1111 は布 I~I " f';~ 'i~j'供 。 Wi土利Hilが I~I :l!~つ 。 引の 1~IHli は、大日のfitijL

1!!11 HIiは ì'ílJ り n 出の 1~l itJ i は ナデυ

ζ

一一
;ミト ζ三二~

73 

JJ二ヒミ
74 

¥dごご圃 dd

Y一一-r---ιマ;7

80 

'76 

O 

第38図長者原12区出土遺物(1)

-46-

10cm 

〔須恵器J71、一74はJ:1、訟である"7J のかえりはWi りf-.J けで大きい。 7η3'7河4 はかえりぴ〉汁汀消ì'円'í川|リl り J川川|ハ1 しが布杓祢~{-めて小さいο

7η31はd:i.in川i

〔土師器J7η7'7叩おは、 IfijÉI' 十HYn' あ JS rノ 79は村、のJi\(íllで !J~厚オるけ

〔布目瓦〕川-íl2はエ|づζであ ZJ け 別・犯の山 1111 は布 I~I " f';~ 'i~j'供 。 Wi土利Hilが I~I :l!~つ 。 引の 1~IHli は、大日のfitijL

1!!11 HIiは ì'ílJ り n 出の 1~l itJ i は ナデυ

ζ

一一
;ミト ζ三二~

73 

JJ二ヒミ
74 

¥dごご圃 dd

Y一一-r---ιマ;7

80 

'76 

O 

第38図長者原12区出土遺物(1)

-46-

10cm 



82 

O 1Ocm 

O 10cm 

第39図長者原12区出土遺物①

(主)長者原13区

1m打't887111" ~III J山で、 Ni1ITI-I:事カf行わh、絵地の1;奈IこJ抗告Eカf入ってJ山111をj:jljっている。j也、J<T50cmで、 22

号li!~ イー1 姐J物跡・ 35~号付加古全Oill4勿閥、. 21-1引金石支~物跡のす -分が検出されたの

〔須恵器J83・84は川、身であゐり83の収古11'1'火は、やや止'1の状態をなすのお4はね'UJ比がlまMo8;:)・86は却の洲市で、

加が「く J の字に立ちょがるの 加の|一1唇は布j 平で、 ~n1'4:1)が外1l!11へ大きく FJfJく の 87は、前Ij É1'十1・ j:1、である の 出 14r

はj'jljり1'1.1，し-c、yHiJ:i:，:ljが)子し|ーがり にな る付 制は、 3担の111，，);，"，11である。イイ¥;"，:1¥は、大きく JI山草するの

〔土師器J89・90は出合1，)仰である o 89は収量士::;;で赤色m'i~q・ を塗布する の 90は付け i~・51Efである 。 91は逝の

|寸紋ii日で質長肢がある n 92は、似のllK"fで、先端が|白:l/~気 I ~主になる の

〔布目瓦J93は、 1:' 1-L で、 I~li([i に布 1= 1 0 訓 11 似 :1犬庇抗は Ilflì~ の ;lli うものが交->}ーする υ 1"げ([j はブ デ、 11!lli訂l は似問。

円

i
A
4ム

82 

O 1Ocm 

O 10cm 

第39図長者原12区出土遺物①

(主)長者原13区

1m打't887111" ~III J山で、 Ni1ITI-I:事カf行わh、絵地の1;奈IこJ抗告Eカf入ってJ山111をj:jljっている。j也、J<T50cmで、 22

号li!~ イー1 姐J物跡・ 35~号付加古全Oill4勿閥、. 21-1引金石支~物跡のす -分が検出されたの

〔須恵器J83・84は川、身であゐり83の収古11'1'火は、やや止'1の状態をなすのお4はね'UJ比がlまMo8;:)・86は却の洲市で、

加が「く J の字に立ちょがるの 加の|一1唇は布j 平で、 ~n1'4:1)が外1l!11へ大きく FJfJく の 87は、前Ij É1'十1・ j:1、である の 出 14r

はj'jljり1'1.1，し-c、yHiJ:i:，:ljが)子し|ーがり にな る付 制は、 3担の111，，);，"，11である。イイ¥;"，:1¥は、大きく JI山草するの

〔土師器J89・90は出合1，)仰である o 89は収量士::;;で赤色m'i~q・ を塗布する の 90は付け i~・51Efである 。 91は逝の

|寸紋ii日で質長肢がある n 92は、似のllK"fで、先端が|白:l/~気 I ~主になる の

〔布目瓦J93は、 1:' 1-L で、 I~li([i に布 1= 1 0 訓 11 似 :1犬庇抗は Ilflì~ の ;lli うものが交->}ーする υ 1"げ([j はブ デ、 11!lli訂l は似問。

円

i
A
4ム



O 1Ocm 

第40園長者原13区出土遺物

-48-

O 1Ocm 

第40園長者原13区出土遺物

-48-



守)長者原14区

1M和1144níリ 水川で、 二u也的状i\L は、1:31三と I"Jtìiであゐ υ J山 111 は、同 1!!11 か ら北1[[11へjlí( iJ~;H ゐ 。 デく こ1:.1早は、

í';Cj ↑ !IJI で:~()C:I11 ，) 21 号{出イー| 他物跡的伐り半分と 23号1ji~百世物 ~'，jJ、カ :; 1;1)!U II されたい

〔須恵器JÇH ・%はJ不問?である υ '11 はつ まみ {í:l~ を欠 J"li[寸 ゐ" IIiI 中!J~ヘラ j ' í iJり でかえりを |出立たせている 、 a

〔土師器J96は、誕のl州l郊であるけ

〔瓦J97は '1/[[ で、 1 11 /1(11 に布 I~I とわ!~~ '1よl 出、 1'lliJ)Î: 1I供、 I~I ↑iîi はナデ n 9í\は ïfll>JL瓦で、 lìi手|、八 ~HともJi を仰すけ化

合、の引先有 -M:大 I !Ji~~ ;)ふ: 111 " 23+，Li!:(1=IJ1'i物跡、からtUJしたり

94 /l丸96

95 
O 

97 

※百j斉系軒丸瓦(瓦当)復元図

スクリーント ーン部が残存部

O 

第41図長者原14区出土遺物

1'1-

10cm 

F. 

10cm 

守)長者原14区

1M和1144níリ 水川で、 二u也的状i\L は、1:31三と I"Jtìiであゐ υ J山 111 は、同 1!!11 か ら北1[[11へjlí( iJ~;H ゐ 。 デく こ1:.1早は、

í';Cj ↑ !IJI で:~()C:I11 ，) 21 号{出イー| 他物跡的伐り半分と 23号1ji~百世物 ~'，jJ、カ :; 1;1)!U II されたい

〔須恵器JÇH ・%はJ不問?である υ '11 はつ まみ {í:l~ を欠 J"li[寸 ゐ" IIiI 中!J~ヘラ j ' í iJり でかえりを |出立たせている 、 a

〔土師器J96は、誕のl州l郊であるけ

〔瓦J97は '1/[[ で、 1 11 /1(11 に布 I~I とわ!~~ '1よl 出、 1'lliJ)Î: 1I供、 I~I ↑iîi はナデ n 9í\は ïfll>JL瓦で、 lìi手|、八 ~HともJi を仰すけ化

合、の引先有 -M:大 I !Ji~~ ;)ふ: 111 " 23+，Li!:(1=IJ1'i物跡、からtUJしたり

94 /l丸96

95 
O 

97 

※百j斉系軒丸瓦(瓦当)復元図

スクリーント ーン部が残存部

O 

第41図長者原14区出土遺物

1'1-

10cm 

F. 

10cm 



C!l長者原15区

lui f¥'t732n1" 水l川1:1ドFでC、J卜-地の状t況1兄lは、 l口:コ:区と|府問青司)i似ぷ vでCあゐtり>J地也夫-1卜、 2広(ト:3双叩1百灼()c川川t仁U川川、:11川11川11でで、j地血11-(0)口 一ムR附;可j土が+i九?

j也iJ-Iは、 ijd[!l)!J.らiJq11 \1) へ何(~H・する “ 2!J号 jJ: l i iLU 世物刷、が怜出されたり

〔須恵器〕仰は、 jl~ (j) IlIii)iil¥であJふり外出[(.11が刺111=1の{九TIIIIきで、 ["!'I出1(11はn丈11[16" 

(島長者原16区

機il被乙刻扱ー1
1lFJr 吻 'J

第42図長者原15区出土遺物

O 10cm 

ITliWil，10l nIo水11:1で、 |地の状山は、 13区と li'J1!iiである。地111は、京1HI)から 山i1!il)へ州制するo ~~j!\IJ で j也封、

f20cI1lから :1 ヒ j!!IJ 八f内 JI ~3主物似川跡Ij:ヘ、 I凶山f似仰側!I川1)でj血?三 卜uυ)mカ

〔土師器JlOO(はま、 1向司台f付4仰である n 付什.けl南告到Jf什「γ，てでc、、 外弘元日11に+M1:1 J 1 :， :IUが伐之〉 υ

〔布目五J1 ()]は平1-L-C、 1 ~山1巳引(リIHiiハ;仁こゴイ泊li 1トIcl' i科杭4呪1?叶'1廿|

に，イイUi1佐回Z司|、 1'I!i二L似合わせ|二|、 i此!12カ;tllいο!と11(liはブiJI;のイ件下11[1き、↑!!IJi(liはf岐Hli"lO3は-)L1Iで、 1111 J(riは布団と

すデ、 11111(liはナデ"}L当が刺:存した官rimtlヵ、あるの

¥ 

101 

102 

10cm 

第43図長者原16区出土遺物(士)

日()ー

C!l長者原15区

lui f¥'t732n1" 水l川1:1ドFでC、J卜-地の状t況1兄lは、 l口:コ:区と|府問青司)i似ぷ vでCあゐtり>J地也夫-1卜、 2広(ト:3双叩1百灼()c川川t仁U川川、:11川11川11でで、j地血11-(0)口 一ムR附;可j土が+i九?

j也iJ-Iは、 ijd[!l)!J.らiJq11 \1) へ何(~H・する “ 2!J号 jJ: l i iLU 世物刷、が怜出されたり

〔須恵器〕仰は、 jl~ (j) IlIii)iil¥であJふり外出[(.11が刺111=1の{九TIIIIきで、 ["!'I出1(11はn丈11[16" 

(島長者原16区

機il被乙刻扱ー1
1lFJr 吻 'J

第42図長者原15区出土遺物
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ITliWil，10l nIo水11:1で、 |地の状山は、 13区と li'J1!iiである。地111は、京1HI)から 山i1!il)へ州制するo ~~j!\IJ で j也封、
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〔布目五J1 ()]は平1-L-C、 1 ~山1巳引(リIHiiハ;仁こゴイ泊li 1トIcl' i科杭4呪1?叶'1廿|

に，イイUi1佐回Z司|、 1'I!i二L似合わせ|二|、 i此!12カ;tllいο!と11(liはブiJI;のイ件下11[1き、↑!!IJi(liはf岐Hli"lO3は-)L1Iで、 1111 J(riは布団と

すデ、 11111(liはナデ"}L当が刺:存した官rimtlヵ、あるの
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第43図長者原16区出土遺物(士)

日()ー
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10cm 

第44図長者原16区出土遺物的

(互)長者原17区

Hl iHD057n1n水 ITI で、 二I:-. J血の状i\[ti 、 1313 と|百H訴であゐ 。 J山 111 は 、i!!11!!1J で {可[ ~H・ していゐ 。 2fì号姉!_.\'i. ~~ì:-~主 '1知

州、と T+i1WI八f(]JI'~~主物州、カサ IjtU:'1 さ hた n

〔須恵器J104 は l向上司、の J~ ， 105 は誕のJlI司)~:!~で、 THll!IJ 八 ftJ )1';起物跡かI:，nuしたり外出1(11は、ハケ状のよ;具で

村1Iナラーが}(lliされてし、る n

〔土師器JlOfiは山で、 1fi"llで日l位、 /rfr'，:I;で JJ山旬、 I:\~fífz な '}:J't!，x;"

〔布目瓦JlO7は '1へ 1:[ で、 I!~II(11にイ1I目、 1:':'1LlI i に知 111ト JI:~ω的 - (φI~IIII] 2; " 

(7)長者原18区

ITfi flt~009 111.. 7]( 1士| で、 ~I ・ 1血の ;11\i~[ は、 13区と |υH長ぐある り J l1l l LI は、はほAい1i. ;I J\íL，~を 仇:つ" 27 号・ ~K，号 . ~9 

~~.~旅立:tUill物川;が小，)t tl'， さ jした。城II.Htに1該当する也物の1'1'，-1ーはなかフたυ

ガ
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3. 第14次調査

の長者原19区

〔須恵器J l()お -11()は上司、能。 10おには '~i了川、つまみが什 < n 1O~のかえり は悦 f[J を なすり 111 は均、 JJ"

〔土師器J112 '~ 1l4 はみ二~j'm *， 1ーが ~:(rt イli されている 。 113 ・ 114は日台小l 仙n

〔瓦J115は千五で、/~Iï( 11 はギliH '1川

どさ竺当 ;、、109

て:二二d

4. 第17次調査

(l.J長者原 I区

.多
Kン

115 

第46図長者原19区出土遺物

長~i'ÍiJl;T地|互のドlりliljにあたるυ5()号礎石辿物跡カ判定11'，されたり

O 

114 

O 1Ocm 

lOcm 

〔須恵器J116は、~T:'D: もしくは jlk ~f の [I~，まと，Elわれる " 117は、誕のJJlii]加の似)!I会であるυ118は、H1(7会のJt(i"，I¥と

JLlわれる n 外部Í'f(1I に I~I Y!，~ ;flilがかかる 。

〔土師器J119は、dlJilEI什旬、て功z彩色を施しているり120はj可、のJ{({iISで、hll本を;lifびる。

〔鉄製品J121は大型llfill、122はノl、111111llのj;Jである。121は、長さ lり.5clIl灯、よ、断i(ili七万JI予で 辺1.2C1110122は、

件:)rT(ijブ:iJl;で」辺o，tJ~().6c lJI " 123は料と考えられる"J平さ0.5じ日l、般大|附2.1Cllln

〔布目瓦J124はJL1'じで、11.11i(11にギli1ニ/JT抗、 IllIiillにナデ、 11.l1JI(11はヘラ 切り， 125' 126は、 I ~ lí で、 125 は、 I~/ürl

に布 1;/圧;JH、1'21rrnに附子rllJき、 11.l1Jiiliはヘラ切りす デ。 126は、 l"lfmに，{Ii 13 J+ ;JJi， 1'21 1mにナテ、 ↑!!IJi(iiはヘラ切り 。
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5. 第18次調査

(1)長者原E区

56ガ備li'llli物i弥がf6t，[I'rされたの I ".NI'.:を1i11:却するためにトレンチ'r:"MJftをわーったけこのl制作区では、皿Ii'IU..I'.

にNNNJが行で1:したυ 地物刷、の112地i五n"Yjは、:2)~I: に中11I分される け

(56号建物跡・整地 I層) 127はιU:ili (，日の杯瓜で、内外出ír， i に赤色直JH:I が詮イげされる 。 12~ ・ 129Lt ~i;i !~( !~ifである け

128 は月;益で、|一 l松 ;';1\ :;[ くに仰いかえ りが付 くい 129は 'I \~!j J不の j不 1~:1 ~であ る υ 休古1\は外に 川l し γCJし くな る u

〔礎石掘り込み地業土)] 30・131は創出出である"1 30は j不識で、 U{~ {;I\.i !l: くに知いかえりが付く り 131 は、

i~:\'j J:"，がのJ不/'il)で、ある。 J.1、i'd¥は変形して平1mJIきがiI'J円形をなすれ 132は、l.niliH品の高台1:j"fj、であるけ|付加Ifllに亦

色断水|・が治布さ hる。
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第49図 長者原 E区出土遺物怪)
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〔須恵器J133 ・ 13Sは j不拡 であるけ 133は 、 II~:奈川 i!iくを下ブfに 1i'i < jJrり1111げているυ135は、 じ!日(出1¥より|村

は、外1WJに1!L!寸、にすLlI本を'出びてや11びゐ。

1!!1Jに入ったI&IJViに仰いかえりをf'.¥つu B1・13創立川、身であゐ。 134はj'，::，'jti付材、で、lIiiり付け高台。l36の休il;日

〔土師器J137 は、 Jj、また は l作i 台付n、の休部で、 -JLII未を，J11・びて立ち J~.がる υ138 . 139はj1k:joHJ+で、 休:i:，:jjが

141 は )'1、 .c 、 与Oi(~併の t~~iJj{と，mi)hるり

外に 1m いて白 ~J;I(I'J にや 1 1 びる υ 137 ・ 138には、グj、色í"ïl'j i斗がf令ギlí される υ 110は却で、 {小 ，~i ISが外に |片l いて 11] 1 びる 。

4mmのHliN の itkJJl を 3 ~ 5 条を施寸\，

〔丸瓦J142. 113は、瓦.'.lii"d¥分が自IHしたI1し|寸L]'，じである " I !~ I Hiiの先端部には、.1:1.."どi:;"il~ を持台するために Ilifi'; 1 -

@N層土出土平瓦の分類

1~IITIiの削JfR は、 J欠の 8 f!f(I山こ分'J!'i，'1刊とる"

144は、 日正-:./方;jJ形1':')大¥引十柏任了 11川叩|川巾lドjきを4持寺つ<) (1巴凸口日l川|而而b削iの川1きにす テデ、d司品制J，州M刊:!蛤1

115 は、 11 万 JI~小 1111佑子 IIJI きを H-っ 。 ( 1~1I而に椴骨肢が 1f'l!苦手でき 、 ~k刈;i\1\1寸近にはヘラ iiJ，'~ ~;~を施す)

116は、 /j'jl;:.~illl ir; '1 佑子 IIIJ きを持つ n (11'limに部分1'1甘なナテ川

147は、制11 い .n' J 料を村ーつυ(' 1λ行 MiJ.が浅く、断HiiJIまは~ml'1iì;lk を果する の 山|自|には似'i~l' ;}Hがれ提案でき る)

148は、すにし':;:1ι打線をN'つ。 ("'Ii.fJ *Jjlがlムく、附 1([iJI:.が U 字]1; を 21する υ1"1 1T1iには1'~~'i'H庄がたIr~~できる)

150は、 1!1i1¥!:の条;Jkを持つけ(凹ifnfこ 11~~ '1'1' 政が1riJi言語できる ηjよ:Yi(，}:ì~: IS よりに布川f:jJ"{が伐る)

149は、縦iil.ーの条艇を判つυ(糸;}hが j"; I \分 I'I(J に伐る い jム端部付近の I'~II日11mにはヘラ調整を胞寸)

151は、サテJ訓j:きがielTIIに/えぶもの。(1"1Lmの小mUlLll に布 I~I LL蚊が伐る，.山lJu!))扶1I1Mimj1寸;立にヘラiU川町
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6. 第19次調査

の長者原E区

〔土師器) 152・15，1・155には、赤色)';(，11"1'7)'0/イ[1されていJSυ152はl均台j，J町、である()153は大.I111J'1で、}定filjが

回'ii.i、ヘラ切りされているリ 154は|ー1)f~ ;"，11 7) ;-fしみを刊ぴる υ1 :15は ~J.~) 11で、日 L字Mの門前京市11が外1!!IJに」しくな〆 J

てIJ[:J<。

〔臼3須頁恵器) J 5(j引は口4市料4公よμυ川"，古'Ii)j:j
F角句リl長吃るfり， 1:1日印Lり)(は土川、身nであゐ、け， [正白ι(今ρ判i山羽線11波!j!的な{休小音剖部|じ:は、|口コiね芯訟l日げ，'¥1刊;リ市11カが;j九Lυ[1昧|味未を7刊l日川i日flびびF〆、て!刊j月3し、リt支立を;刊〈1jつ山I凶Gα印(り)は IA出lF作向:守弘JケjJ汁'1干、の円、T¥ljであろう 0

1しみを帯びた11紋f1il5は出111くなる。 l61は到のにIf:;.f-r1i!jであろう οl62はKTH'f:'[j:())休1"'1:1)で、「く」の字')1:'に!而111ける n

〔瓦) l(j3 は、 'F}"L で 1~ITm(ゴ[i I~I n川l と杭'i~j 肢がある" 11)IJ百| 古 11にかl!lリ{去の未知，'u'J:~miが伐るけ
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第2節貯水池跡

1 .概要

1997'.1=:.1交のれ19il(ri)，'i1nfで、 lミcifJ'JJ;リ血I?ぴ).1ヒ側に 1i'，:ii1する i'~:ì!djから杭 l' L'Iさjしたり直行ljの総すii布llは5，300niで、

747灰色粘土!日の而的な拡がりの州訟が契椛となった n I奈人，也、口lI... lJ と~~!~ 告された l 号 本nH は、 28 トレン

チからの山止となるの 1JU1分の nHJ iJ~ は、 200Lj.il のねrJ26ì火'， jH~ ~ítt まで紺しして実施された。 辿i亦の柿 ji!ょや機能に

|均するm児は、以下の i白りであるの

水のイi{H~~ は、 ì'. として|ド山~I 然 [ρ湧り勇)幻川;J水j(ぐνでC、ある池也底は、 f砂沙牒の i透歪水阿まで抗抑州~ii目削:引刊|リ1;さされ、 -存件何)内所り肝「にjω弱水がある()J収|収児¥(IJ水t口

も 4杭1食k九l山され、 i白水JUJ には、長二何・ 111北の谷iiいから導水していた rjríì~'問がある。J!'J';j(万訟については、堤防状 i世

11'IJの;tift山により、各所でIMJ{/: E))りを設け、 11i'水量を訓併したことが予加される， i山の手11)j'1については、欣):1:1

水は勿論のこと、 28トレンチA.B地|三から主II築材などを;J(;主けした!?i本坊が松山されたことを受け、多!/1

i主の使)日が指摘される(i，也の官f1i!については、H'iJりに相IIJ'を巡らせていたことも川らかになっているの

第58図 貯水池跡卜レンチ配置図
日鞠智城跡第23次調査報告 第B図を転載
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2.堆積土の基本層序

(28トレンチ・ D地区南壁〕

(工)同は、j山川、の 1'，1，:1¥に佐世し、 ill物川、が集中する長甘)京地|三で1i'{lij訟できたものである。長c(j'・J以JiliIX(こ設定

した F日l也、 1:S では、 n!母と m!日に該当するの主主物刷、を 1担う十 )Fi は血 1141 であるりこの )I~J: には、 てL に古 代の遺物が

包合される り その他に~:lU文・ .J{J、止1 ， ・古墳|時代や It1i仕 l出物が混入する 。 II!出は、近 W: rJ.降の j自物が合まれる 。

i制tfl豆では、'1U汀、がii'i:ぐに地山になるiiilj)ijiもあるり .町)習も iiJi!日にiYまる傾向にあるの11日午1:I42q'!立の問111工

司Jによっ て、 7cjJI、かりなJオ-':-1てe}:カ(f'Jわれた品ili以であるの

(~)-(合)附は、 WlliJ 01(2，:で、 !!υ'J(;也が7主代に和l川 された JIJJIHJ に J1I~加したものである o Ni二t隅から川ゴーした造物

は、 7 '1 1J~i'.段 、 1 :， -CJ 111: k:í..~ fi之、|三の 11.\"1 リ J I I I);\ある の Ili l告に ;;L11花された城lfiK I1 1í;\ に見台う制千吋山県である の (Í~)府・ @ll併

は、 綾城J:J、T下jの谷t;fl~ に JH fJ!iした1沙府であるけ
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第60図 D地区南壁土層観察図
熊本県文化財調査報告第191集第21次調査報告第5図を再卜レ ス

土層観察表

閥的E 色 カー;1ミン WlW~色粒 イ;'J;1"1 11iii 与

(i) II;"IU色二L o 組j'Cr土'C赤色がリ6iいけ

(21 背灰色W;li:ヒ (ぺ O 。よ1;¥、色粘土 O O O 

m 'M灰色柄ll十 (コ u 

L立) 出色WiL 。 O 

(6) l!jl天色1'lli:ヒ O O 

(り ì;J~ ft~ 色治l! 一 ，'. O O ーlア i'~，:[)iこ!T(色村ilーが多いれ

@ :t~制色村íJ: O O 2-3('111の小隊υ 多JRυ);i世物カサ，~人。
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li寺川;T)}k伐されるの導水施設からのJJ(indLの

両日主主戦能があったものと考'えられる。
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〔堤問状遺構〕

28 トレンチ CJ也区か ら 1(;Z ，'U された " 台 JI~状をなし、地山の IT主」ー に 1j][(ill3P， -1 : 11;による-;11;1il~f を i{~ い て いたこと

カミ1i1r t[，~，されたけ I.'， nli には、砂}民土 と~'， li't\1fi会をうどエ1. に入れて l:jli;J~ をわっ ている

)j;JiT(JiTj[ 1l!IJ'C 1::0 かに、 JIW: ~i.2 の iJJlî協がiidめ ら iLたり i也川;は、 待j!j'(0)Hj1!!IJ かん北↑I!IJ に|向けて 1!:~ くなり、 i阿i珂可 刈制jυの).l比じ

浮品両!J刊叫手引訂芥1;川乙ぺ今

さ73cたわじり111日10の)附断rl町百而i川III{白f乏台「け)1μ;を弔した(什} こυの)J堤j桂出iυ|附:切心か川:1火心i也也削1制i日1をJ配にイ木tJ古剤机4札|札L;也宣仰柿lと!出!目j‘木JU川J幼';J~川跡功亦i カが〈配列されてお fり1)、j也~~.品、の|玄 1M と

してのおUjEがあると 同11もに、 .1\1~ に恨 を ;泣けて、水 lZ を 7訪日iÎJ する役111リを~~たしていたものと思
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4. 出土遺物

貯水池川、からは、組梨市1\材、机柏、H*の1J~!Wj 、 11 ↓|刷、 平鍬をはじめ、木 JIll 、 P:JTiIi仰のIJtIJi!，1叩lが11'，二|‘した"

1号木附J(225) は、 I~~ 人，U、 仁I.LI .~ I' J のとド 型 文字が午IJH売できる υ 本 îiìJは、切り込みがU字:1正に近い -)I:;rL~ を持

ち、その付 ii!i も、 j止!日'よりやや 1..y'i M 古 1\ に j止し LI川河泊WJ係の fjJM~;lí~ のものに~'l'l 1JJ、する ο 工l'l)Jk古 川、から，'1'， 土 した

1HJ 札の 't' で 4W: .Jj~，}.とされる i~， I\J汀

〔第19次調査〕

仕)18トレンチ(出灰色粘ゴ国)

〔須恵器J202は、同J'不で全体 lこ読みがt~ られ、!州 ;\1\が大きく|刑く。

第65図 18トレンチ出土遺物

(主)19卜レンチ(背灰色粘土問)

〔須恵器J203は町内付l不で、 77J 台に刊さがあって大きく外!支サるの 204はRIA-の 1-ln~;'\I\で、 i弘 J~I] 任23.7CllL.，

〔土師器J205は子I!'Yiで、出1mに赤色r'iFiW、トを注すrJするυ206は山手で、先立iM:gl)にかえりを持つ。
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。)21 トレンチ (jlj-)火色料十~NI~，: ) 

〔土師器J207は Mi\ 色J-.昨で、仰の口付、m~であるりヘラ月刊iJlを脳す。 208 ・ 209は赤色i如来|を必ずいする" 208は

:' 1λj屯の 1111，であるけ 209はう巴の [1 紋'i"'I:I~ であるけ

〔須恵器J210は J町、の両手「で体制が外以1 るの 211 は J不 ~i1' て、仁l松内1\ に段を判 ~Jo 212は高台1'J'J不である() l'本，'~I\ i，)(

1i1'i かにI:TI， IIII し、1.::.1紋 r~d~がやヤ外反する。 213は大兜で 1 I級官1;が!J目印するり
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④28トレンチ(粘j同)

〔土師器J214は土!:Ilj慌の逝で、I1I}，ijijじ|たの出JI予をなし、)底底古削部[口;を;〉iGω:

「同n川|川にこゴi煤当某Uと、|内/人付、4叶l十甘器!r貯;日引よ訂|泊ui~こ不冶有f市転椛~~.物却カが溢イ小付τサl 宗活l する υ 仁川王 Hì ，8CI1l、最大 Jlli同 1\任 19.2C1l1、竹日 l干~29.7Cll1 o 215はW，色二l-'.J~ifの J司、でメLJ氏。

ヘラj寄付fを施す 。216はiBjJ不でjj却l古1¥がゆるやかに|非lくり217は兜J'j-C、彼Tl;1I任21clllo

〔須恵器J218は昨で、付、 ì'ilSが直線的に聞く 。 219は荷台付I不で、 l点j合内にヘラ記号を をIJ む の 220は、 P.ii~:&の

大型である。

〔木製品J221 は、相l柏である り 敵:JTì\ISは、丸木のj之を ;ilリいだだけであるの 222は j秋の IJ刺判で、主g~il:)~，:J)の先端i

を尖らせている。 223 ・ 224 は IUIW0'Y鍬で、 jt;fiM抗告に摩耗が児られる。 223は、十i'ì から身にかけj~!r:で府をなすり

224はがlを央指する工夫が見られす、鋤の町能性もあるυ
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[ 1号木簡〕

225は木iiijで、J!'j:;J<.i也跡、ii)，';)慌の28ト

レンチより IH了1ーしたυ r'L¥止した)刊は二;

つに創11分した古色*rli ~ U\):，: の j直下回であ

ゐ。 本rmはほほIlr火でiJIれ、 J'.-I'立ii川1¥

が ドになった I;;!fi. v J ~ 'T :;IKíL~で r'I'r :1: し

た。木n-i'jカ'Url土した出IiWの北ilSI1l!11 F州安

地点l、より、 223. 221の鍬がI-I:'r土した。

本 f，i~j の実il!lJ' 釈読は、 と|λ川南 1¥; (1川

ll'. f( 11~ 1m物UI'.，.;'::t.三)によるものであるの

長さ 13.4cl11、 111li¥2.fiCI11、 lpさ0.5じll1u 制

相はヒノキ。

告)池跡出土の瓦

226はずLTLであるの JlJJさが方千lで人;

きく列なり、主みがある。
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〔第20次調査〕

(士)28卜レンチ A・B地区

〔土師器J227 はう!-t で 1~q'íl\がJ;j( JI'; をなす。|二I k:-'~!~ 部は結やかに I;IJ き、内外出日n に叫が付着する η1\1:Ciiじ口{OOCIll、

:{Il~ j'，?ri 18C!llr) 7 . 1 (jは!氏自 1\がやや Jしみを ;;n: びるけ 22Ri土中IIJ(~の鉢で 、 日付加が|付{山気111( に 立 ち|ー がるの 229は、 1':

成で、内外 ;f;，iHli ともヘラJ;:'HiJI で丹、l、色の燥しを施寸。 230は ~I・ 常に ?j， li些で 、 ;WAX -~I~-I~の製什 Hi::J;に問j 1i1Jj，する。 231

は恨正口{子22.8clll、|人jil日前|に11自丈を施す"232は、内外出rwに亦色iWliGlーを塗イドするけ

〔須恵器J233は、 大事tでh可が大きく限り、処存IJliiJ白11最大任34.2cmo234は出J台付きの J:不で、イホ ;~I)が直線的に 111J く，-，

235は、円以で、休部がiしみを'「i;・ぴる n
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〔瓦) 236 ・ 237は、n{で、j:lli+ (J )II~，:から 1'1-'，--[ーした 236(土、 I~IIÚ]( 二五111 かな布、 I~I fT :IJ;i 、 J~II耐に多-:11 1Mのすデを仙

す 237は、 1~lmi に K }fll;の裕子Mタタキ。出品は、I'r'i1 -， 1日 1'1'11-.υ)' [iyJL瓦の瓦当 で、 QL4 1' 八梨 ;ili JI1 ~とと思われ

る υ239は三次川 rJ: ， 'd，で、瓦をnち欠いて円X;(こし ている。 21() は;l'-i}~:慌を末1寸とした _.(大 JJIII : 1"i'Iで、 J '~'，~I な

MI府がなされているの
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第73図 第20次調査・ 28卜レンチ A・B地区出土遺物②
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〔木製品)241はJ;JH':I{{)i: J Iラフ1(~.~ ， IIII I '"'Cあふ， *，~j 二U})}脅か ら 11 '，:1-した υ ;lq~" を 千Ij lTl し ており、先端と {本古 1\のーー 古 1\が

J;J~イじしている の iUnごN!J.l1した続中しの;自主Lであろうり 242はわtで、i'，'j-I..@}目下ーから，[1[，1ーしたのう'ey'UI}古1¥を三ブ了|日l

から大きく切っている n 現行1乏2~Ukll1、面従5.5('111 0 213 . 244はWj-1.(互)}奇から I~L\上した い 213は託糸を巻いた

本J.ifrである o 244は斧の納であるの先端 を r~ さ fi~6.5 CJllだけ よ1".1;~ して主主着 ';"iIS を fl る υ 斧 f'ìご~i~ì\l\ には、 ~~S~ し、刃

物で切った1九州Lがある。 使用 1"1'に折れたために、{，皮珠さ れたと思われる υ
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〔木製品)241はJ;JH':I{{)i: J Iラフ1(~.~ ， IIII I '"'Cあふ， *，~j 二U})}脅か ら 11 '，:1-した υ ;lq~" を 千Ij lTl し ており、先端と {本古 1\のーー 古 1\が

J;J~イじしている の iUnごN!J.l1した続中しの;自主Lであろうり 242はわtで、i'，'j-I..@}目下ーから，[1[，1ーしたのう'ey'UI}古1¥を三ブ了|日l

から大きく切っている n 現行1乏2~Ukll1、面従5.5('111 0 213 . 244はWj-1.(互)}奇から I~L\上した い 213は託糸を巻いた

本J.ifrである o 244は斧の納であるの先端 を r~ さ fi~6.5 CJllだけ よ1".1;~ して主主着 ';"iIS を fl る υ 斧 f'ìご~i~ì\l\ には、 ~~S~ し、刃

物で切った1九州Lがある。 使用 1"1'に折れたために、{，皮珠さ れたと思われる υ

D 

@ 

命

10cm 

d 

第74図 第20次調査・ 28卜レンチ A ・B地区出土遺物@

-A 
0
0
 

242 

。



(雪)取水口

|コ }L:::'1.'la~がJj(、 1;. に j市i11iする 。 21\ fiは、外日11 に赤色直到来|を治;(Iiする 。〔土師器)21¥5は慌て、、イホ古1¥が球JJ予をなし、

〔須恵器) 247は大発で U~全部が大きく聞き、 l二l 任43.8cm " 248は材、品、で、町î :'V な ~ii1r;が口椋 :;~:ISで1しみを'市ーびる 。

249'正月、身-c、ヘラ切りされて平成をなすの 250はITJnn{iJLの底部で、 7i角)1;の附imJI;をなすれlミhJI:;のi査かし

Q 

は811!i1とw定される。

245 

247 

一…斗
川
由iJ 

248 

10cm 

取水口出土遺物

(1)28トレンチ (20i火山fi'仁からのC. D J tl! 1瓦 WI~ 併を紺:杭し、 新たに E. FJ也慌を設定した)

〔須恵器)251は伍)刷、 u、|ごは岐合i品物で、 252・253は(主)・③脳、 254は(立)1函・ @IJ国から，'1:'，-1'.した"251・252は

第20次調査・ 28卜レンチ第75図
〔第21次調査〕

j司、以で、 11' !'II\ が外にJîi:J い て il~(線的に立ちょがる の 253 はI'，"，'j ti {'j J:1、で、 !Niり付け高台を持つυ

〔土師器) 255 ・ 256は(ヲ)層、 257 ・ 258は(自層、 259は@I咲から山 jー したれ 255は出向が一定でないの 休古I~ は、

[lお:cffl5でJJii，IIIi-9る"258は当性で、」しみを ;117 びて{iJ l びる 門 257は大 Jlllである の 体1~il) は外に1しくなって却く {qIぴ、

内外出1m に赤色i'ii'itl を 主主布寸る 。 259は iFU台付l可、で、f!，lî り付けのよ:Ji いず:j台を *~J ち、休 ;;'il)がメしみ を'市びてやJI びる 。

山imT)i;(，j谷りで、瓦些iを抜fTするための刺11かな〔丸瓦) 260は(空)J'，~~から，'U :. I ーし たり エL当が外オした行正式 JLJL

それ以外はヘラ市川山献を H~ll ~後五Ij む。 {'Iilii はJ.:. 1tM窃りにナデ削挫、

〔ふいご羽口) 261 は 、 (百))Im から山 ーよーしたり外i而，\1\1土 Im]l\( り l制月色，干しは上~-M}{'d)が狭く、下山1\で広くなるけ

51~T; 1休に jtiU ~しているが、技合すると完JI;C . DJ也|ヌの(Ul周から IU:じした n 1¥:-J中L;f，:iiijで¥[2号木簡)262は、

になる り îC;.f':' はイ許認できなかったの \tfl百îJ!';;1犬は、 I~I レン ズ状をなして、木fkl本来のものではなし、全イ4が山

文: ~n(日も Yì刊そしたのであろう の 長さ 18.2じ111 、 11 1];\2 .4-- 2.7 CI1l、 JFさ0.1~O.4じll1 (1号本附と 1;，]1恭

に‘1;川 rhH:の指導を受けた)υ

せているの℃、

|当然の心材を利)日した JJt~刊であるけ今後、〔木製品) 263は、。!日 ir~ -\、 td5から，'Uゴ.した 。 木llV:りをしないで、

そのまま ll'J・ォ、したものである n

つ臼口AU

加u:をj血せば{史JrJできる米i山1171で、

(雪)取水口

|コ }L:::'1.'la~がJj(、 1;. に j市i11iする 。 21\ fiは、外日11 に赤色直到来|を治;(Iiする 。〔土師器)21¥5は慌て、、イホ古1¥が球JJ予をなし、

〔須恵器) 247は大発で U~全部が大きく聞き、 l二l 任43.8cm " 248は材、品、で、町î :'V な ~ii1r;が口椋 :;~:ISで1しみを'市ーびる 。

249'正月、身-c、ヘラ切りされて平成をなすの 250はITJnn{iJLの底部で、 7i角)1;の附imJI;をなすれlミhJI:;のi査かし

Q 

は811!i1とw定される。

245 

247 

一…斗
川
由iJ 

248 

10cm 

取水口出土遺物

(1)28トレンチ (20i火山fi'仁からのC. D J tl! 1瓦 WI~ 併を紺:杭し、 新たに E. FJ也慌を設定した)

〔須恵器)251は伍)刷、 u、|ごは岐合i品物で、 252・253は(主)・③脳、 254は(立)1函・ @IJ国から，'1:'，-1'.した"251・252は

第20次調査・ 28卜レンチ第75図
〔第21次調査〕

j司、以で、 11' !'II\ が外にJîi:J い て il~(線的に立ちょがる の 253 はI'，"，'j ti {'j J:1、で、 !Niり付け高台を持つυ

〔土師器) 255 ・ 256は(ヲ)層、 257 ・ 258は(自層、 259は@I咲から山 jー したれ 255は出向が一定でないの 休古I~ は、

[lお:cffl5でJJii，IIIi-9る"258は当性で、」しみを ;117 びて{iJ l びる 門 257は大 Jlllである の 体1~il) は外に1しくなって却く {qIぴ、

内外出1m に赤色i'ii'itl を 主主布寸る 。 259は iFU台付l可、で、f!，lî り付けのよ:Ji いず:j台を *~J ち、休 ;;'il)がメしみ を'市びてやJI びる 。

山imT)i;(，j谷りで、瓦些iを抜fTするための刺11かな〔丸瓦) 260は(空)J'，~~から，'U :. I ーし たり エL当が外オした行正式 JLJL

それ以外はヘラ市川山献を H~ll ~後五Ij む。 {'Iilii はJ.:. 1tM窃りにナデ削挫、

〔ふいご羽口) 261 は 、 (百))Im から山 ーよーしたり外i而，\1\1土 Im]l\( り l制月色，干しは上~-M}{'d)が狭く、下山1\で広くなるけ

51~T; 1休に jtiU ~しているが、技合すると完JI;C . DJ也|ヌの(Ul周から IU:じした n 1¥:-J中L;f，:iiijで¥[2号木簡)262は、

になる り îC;.f':' はイ許認できなかったの \tfl百îJ!';;1犬は、 I~I レン ズ状をなして、木fkl本来のものではなし、全イ4が山

文: ~n(日も Yì刊そしたのであろう の 長さ 18.2じ111 、 11 1];\2 .4-- 2.7 CI1l、 JFさ0.1~O.4じll1 (1号本附と 1;，]1恭

に‘1;川 rhH:の指導を受けた)υ

せているの℃、

|当然の心材を利)日した JJt~刊であるけ今後、〔木製品) 263は、。!日 ir~ -\、 td5から，'Uゴ.した 。 木llV:りをしないで、

そのまま ll'J・ォ、したものである n

つ臼口AU

加u:をj血せば{史JrJできる米i山1171で、



¥-1i1ii 
、、

、¥

252 

て~-I
253 

、一寸~

に一寸¥LJ

， 
J 

258 

10cm 

Fミ、
Fミ、

260 

O 20cm 

第76図 第21次調査・ 28卜レンチ C~F地区出土遺物江)

円
〈
U

けろ

254 

11 
11 

261 

o 5cm 



。、

『立IJlIT:=

O 5cm O 20cm 
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〔第22次調査〕

①28卜レンチ C~E地区

〔須恵器J264・266は E1 :3: (初回、 265は按 fr~'ffl・で F 区(1]1 ・ (11) )宮、 267は EI三(宮)陪から山 jょした。 264は Jq;部で、

11コ';i-!.:fこボタン状のつまみを持つの 265はかえりをr'J'つ京jJlである。 266はJ司、身で、岩下受けがJJ!.<鈍いη267は、

j1tij f:i1-，J.刈;である【)

〔土師器J268は、 SX 0 11.ドら 1:1'，:1したり 269・270・271・272は技合資本|で FI互(日)、⑪層、 273はFJ:i<:(互)層、

274はC. DI主(宣j胤から H:U'.した"268はJ不身で、やや問、ri.な-)Li氏をなすり 269は出挫がl早:く、休自11が内脊気

味に立ち上がる 。 270は、休i'~il~ が|人jち、して口松古1\ を A く志向める n JJJIltfがi}1:ぃ。271は休古1¥が|付苛し、仁|絃l4IS什

j!íで問 1111 して也立する 。 272はや~i'~ I\が I);j奇 L 、仁1~*nIS付近で、外反するの 273は胤のllli.手で、 二次-):~'UωIJ<Iが見 ら

れる η 274はミニチュア-.l'.!~;山で、)良部に IY:IIが付く Jr~lL~ と思われるの

〔瓦J275は、 (Jl))脅から 1'1'1:1した"illr-JL 1'Lの瓦当で、 JL瓦からの!日~~在である (3111弁八一此地~1(f -~ で、 Jlfìl.は *j~i選

されている。 276・277は、瓦の二次JJIITr¥11である n 276は、|二IIJI;になり切れていないり機能や朋 i主が/1，1りJで、

，HfW(~H;jFからは、他の地点からも LU 二|ー している υ
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第3節堀切門跡

〔周辺の地形〕

谷地11;で、 そこを泊る上がり J立は、 ~l ii11!IJ !!!il u悩FJ(むの J~';~~0n がはら;iL ;b ハ l'引i!CG は、 !!j( f守 i出を1:~~っておらず、

以前は、 _L..hの l!!:îHl i に ÎJ てかけてあっ たり両M ~'作に I ;;，'~して、 fll23本の トレ ンチを入Hたの

〔門跡〕

彼llI:の j自路に十l ' う j'jlJ平により、大部分は[!!.( に消火していたが、初11切の f;~:I;1J:~から I"J の支1':Ìと忠われるね穴 l

J.I~カ司 ~UI'I されたの :fJ:iiJI;の2- 3 は ì~j iJ ' l'さ hていたカヘれ穴は、 一辺お2仁mの 1T1 1; をな し、?~~さl，()m 以|ーであ っ

た"tUI{は直iNOClllのその前依から、十':Ii'てが柏LUされていないことから 、行tj主(10に二.JJ!11のII'J仙i也が想定され

る の また、柱穴の +lrl i り込み 1(li と ー卜方の ;J白山~j(li との比防法が1.2111 あることについては、 I"J の由前に lijÿ+立を付

;決した可能'1"1があるの

木野神社門礎石 写真41 堀切門跡全景(北から)
引熊本県文化財調査報告第207集 第22次飼査報告

1m 

第79図堀切門礎石実測図
日熊本県文化財調査報告第116集第10-12次調査報告 第4図を転載
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堀切門跡トレンチ配置図
日熊本県文化財問査報告第207集 第22次間査報告 第3図を転職
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〔登城道〕

山 ιI A:fU授のJjffl，切 ;1犬地 JI ; を迎るよ:刊持が悲11-じされる υ 30m の純|朴|でM ，~U されてい る の ZF力íQ)芭の何l~;~ I' 戸Ji 土 201交で、

城陛下い付近でhd1II1 を伴うハ j也山ぴ)(t~1火岩を VII1， \;1):1)\ に iUU り，'1'，し、{同~mi に*，Iîilt仁 | を l!， ~i f) j-J .けて b~待而を)，1); 11;するけ

j立 Ilfl~'; は、 lB(ト 27()clI1 と ---~定 しないが、 1 " JilhCi )i}と刷1II1点よりド77のIlfl1l
;は、 Jtil史的狭いけ1Wli'，'，'{は、 IIliJj!!IJ市と片側

i'，1\'が伴 'ii，~、されている の附 J!日に ついては、部分的に 2 )!JJがlill :H~，されているの

〔城壁〕

りえWIj'↓立にテラス，;"'a)をI没けた 2↓立梢ji!iであるの山さl::lm、をJ自己15HL ~)却:，'t{r~n (fj に力11 . 1 :')良カ ~~:~ln ~さ ~Lたこと

から、 )'jリり，'1\しのか'X~_I~， であること が材l 笑なものとな っ たり テラス {í:11 より下は、 J立ゥに j'jリり込んだ凝灰岩 hjZ に

市!1質-'てを1:反築;1犬に霊ねた十!if.:i立である判 能性も 1-1::じているの

)/ 

h 「 二戸/
第81図 堀切門跡4トレンチ断面図

〔出土遺物〕

L=126.000m 

A' 

o 10m 
1ー「ー-.-ー『ー咋--1

;:~鞠智城跡 第25次鯛査報告第12図を転載

表土や絞|止のJti:刊しすからの11'，了|ーである。27創立3l'-(Jiと〔出片ーである。小引の逝でJJliiJi"illli立大任がJ位にある"279 

はf.HJ で;白u谷川、の抑i り込みの;耐火岩壁I:~~から 山 一|ー した 。

品m

O 10C'宵

第82図堀切門跡出土遺物

-B8-



第4節南側土塁線

明切川跡、から以I1le!)]I古 l に延びる jkÆせ民地:)I:~ にある 。 限，Í'Tj J 20~ 130m、JJ:1I，~)J I"J ~亦からの itIif:)~L'li ))]11は:=iOOm、

外J)JU!II) との比 i:~:j 'i'.}20~ 30 111、何l斜角度は80伎で、切り i'{"?た地 JI~ をしている υ 対して、内械fl!l) (土、 Jti荷主;:::30

~35l11で、何(~nrJJ j立70山。 2002 fJ.:)支の似23ì犬訓在で、 ilìV4'IIIJl の 100mの ír~匹|で先抑制荘を実施したυ 上31i'll

のiJ'Jrちi1j:リり ii1tJ古トである。結果として、 1:反築 |;22カ{;f削1，'，されたυ それまでは、 'Hj'W方JU功、の1、i'jf!!li 1二 J;~*JJ! は、 n排出

で'JJ~)ぶされていると Wí釈されていたので、 iilli則的な発見となった。そのあり h は、平JHI(JîJl!1r:で外担制11 1) に向かつ

て L>~:~ を築いた | で、 糾1(lii;11は、 |戸1，'，川"可lリJ!I!倣俳i俳保i年d:t俗f在「出j品あ料':[!川l

というものであつたり

宇当

F 

長7

~:鞠智城跡第29次鯛査報告第6図を転載

。
』

100m 

‘. 

写真42 南側土塁線西端部 (8地点)全景
3・鞠智城跡 第23次鯛査報告

~. y 

'0;， . 

.t~.A山¥ー。

第83図南側土塁線全体図
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〔南側土塁線B地点〕

2b 卜レンチでは、 I:i以Ji止μF縫J必主けj土.て".I弘己がi1が約:1力〈り05，(り)111叫1阿l市町I目iγvてでCぐ可イ{州前[認出さ jれL7たtど_0、|刊附h印刈lリJl琳Aは午μt陥7hf吋R:イかf

のでで、あつた。品布料紡!f市ltI什弁井引u作的ド内Jに、 比jli吹町交幻刻|ド白的"刊l内句しまりカがtサ可羽日いものと 、，[誌の主1、)ま;}I)でf市11忠されたずチガチに締ま ったものと

にI.5J)Jjされる。前首は、長崎県刈J誌の金111城跡のFrjlJ:3:で昨認された I!_d直，，:{;kUにす主!1Jj，する υ 後昔は、 {15

i白川閥、周辺のl仮装 |-12でも雌iiEされている。切石と考えられる石川は、金FFI城刷、からも1会出されており 、同

時HJIの古代山械の築城に共通して保!日された技術のーつであろうのそれは、数段にわたるiUJjり;持とし と、 そ

の勾配、 lヰr ll \j に巡り rLI~r される平JJ} j(li の存在なとと も同じである。

おF鞠智城跡第23次調査報告第18図を転戦

O 
ヒコ

25m 

= 
第84図 南側土塁線西端部 (8地点) 卜レンチ配置図
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1 表土

2 褐色土

3 a音灰褐色砂質土 軽石を含み、土質はやわらかい

~4 a音灰褐色砂質土…軽石を含み、ややしまる

I 5 a 淡灰褐色土.….口.軽石を含み、上層に上比tベしまりか

ASO-4L5b 淡灰褐色弱粘質土.…..軽石を含み、固〈しまる

(宜1 淡灰褐色粘質土 粘性が強く、ガチガチにしま った土質

L=125.000m 

b 

L=127.000m 

暗褐色土・・.Q)層に類似

日音褐色土"'(2)層に類似するが、ややしまりがない

暗貧褐色粕質土。.{言)層に類似

掲色粘質土

暗褐色弱粘質土 ④麿に類似するが、ややしまりがない

陪灰得色砂質士…(1タ層に類似するが、ややしまりがない

暗灰褐色粘質土

暗灰色砂質土

暗灰色弱粘質土

日音灰褐色弱粘質土

日音灰褐色砂質土

日音灰色砂質土・0・しまりがなくフカフカ
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世話1a音褐色土…やわらかい

⑪ 褐色土やわらかい

ゆ 日音褐色土…日音灰白色の粘土塊を含む

@ 日音褐色粘質土…日音赤褐色の粘土塊を含む

15g1暗灰褐色粘質土 日音赤褐色の粘土塊を含む

(岳)日音灰褐色土・・・@と類似

日音褐色粘質土

日音i赤褐色粘質土

日音褐色粘質土

日音赤褐色粕質土

日音褐色粘質土

赤褐色粘質土

日音褐色粘質土

赤褐色粘質土

日昔褐色粘質土

赤褐色粕質土

日昔i赤掲色粘質土

日音灰掲色土

日音褐色土

日音灰褐色土

褐色土 ・やわらかい

の

⑨

③

③

③

仰

の

-
⑮

③

⑬

⑪

仰
M

m
M-
f

刷
，
⑬

日音灰褐色土・・・ややしまる

暗i赤褐色粘質土

黒褐色粘質土

日音灰褐色土

日音灰褐色粘質土

赤褐色粘質土

暗褐色粘質土

黒褐色粘質土

H音灰褐色粘質土

日音褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

日音灰渇色粘質土

日高褐色粘質土

日音灰褐色士

暗灰褐色粘質土

⑩

-m-⑬
仰

⑫

⑪

匂

一
句
切
③
仰
亡

一切

⑩

⑫

ω

日音褐色粘質土

日音褐色粘質土・i実費灰色を皇する粘質土を 7'ロック状に含む

暗黄褐色粕質土

日音褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

暗灰色砂質土

暗灰褐色粘質土

暗赤褐色粘質土・赤褐色~a音灰白色を呈する粘質土が混ざる

暗灰褐色粘質土

暗灰色弱粘質土

日音灰色砂質土・-上面のしまりが強い

日音褐色粘質土

日音灰褐色砂質士一崩落土

暗灰色砂質土

暗灰褐色砂質土 ゆ屑と類似
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出鞠智城跡第23次悶査報告第20図を転載2b卜レンチ土層図南側土塁線B地点第85図



西側土塁線第5節

灰塚から北へ延びる山の尾根jめをい う の 北端 1~il)の r(1i':l':・どん」までの480mの区I:¥jを示すυ了}出1'11崇仰を

l0. iJi~l く残す地比であり、 !~1i3 ìl\ . 14ì欠 .25ì欠で ;iH~ 11'が')[方面されたυfll:i守j150~l71mの川にあり、 j ヒ ili'~ 1' 1甘に起

{一人に1むんだ地形であるけ
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鞠智城跡第25次問責報告第17図を転載(追記)

西側土塁線全体図
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〔佐官どん周辺〕

5b 卜レンチーから 6 トレンチのまでの!)OmlllJの[3: 11 1]で、 J:坂築土3;l を検 IJ'，した り j血山を~;;~状に ì!ílJ り 1:1.'，し、 そ

のJ~ ~こ担任 1'. -9 る内托式の|認で、札口:li~: I~ に石刈を j'\êする。政iÎ';[ をまとめると、 Jú;-'， I\ II i)~2 ，95m fU'. 、!?与J さ 3，3mt~、

J~、タ45:トf(ïl の{はi ;J~・ I ' fり 7()1 .(U~.ょの J'J色と なるい J1{} ." I二 は、 I:. まかに 3W: に 13 分 c きる"

|、から l段lこ|は、前i'，:ま

りのある1i!itl・土と、まさ

|ーの:JTI石川主J..からなるの

切.:1・々日早卜~ -C'~;~J隠された

2;!~}氏jm\こはうh'j 'î~f 卜.を! !， 'j り、

;;fi，l';'\I~ に 1171 めの石川を配

する n

2f): [1は、比II引ドH二五m

まりのある1'，'j'n，1'，と、ま

さ一:1:.0) :UW，: )，~\j: J' から lえるの

3段 |ミ|は、 I'，'jtl'lーの11;川

となり、 50cIll灯、|lt与j'し

たものと思われゐ。

J'.J.日のJ['!古 1\ と jJ，ii I~，:I\から

は、 J:反築の文相穴と思わ

れる約六;ゲIJが松山された。

刈ーをなすものと午IJItlrさh、

b'LU!ll1 は、 jt、ヤ で6.3111"

十一i穴111]のb'l:il!iIIは、 TI'ii"iI¥で

1.3-2.3m、阿部で2.1111

と多械である ο ，'"然地)1;

にLじじた配IEが!よりじされ

るのまた、これらの文相

は、 1 ~M\: HYrïiITの作\!~iから、

ゴー封切)j判官とがfノ仁了すると

政き llY.られた可能性があ

る。ー|塁背i(11の扶JI;につ

いては、 ;昭哩せ一j以均Jんワj地山ω1刊|
i目川1引判|リlりiJ山，'.1.川1.'，一jiしによつて内何iす

る，-，ブ方;-でぐ、'~; ;:':1こj山1;1:1句

なl白Jまりが認めらjしるiliJi

i9Tでは、手前にiW，を ~)II\ る

ことで対応しているり

Y=-20000 Y二 一 19950

...鞠智城跡第25次調査報告

第23図を再トレ ス

25m 

第87図 佐官とんトレンチ配置図

写真43 佐官どん 周辺全景(北東から ..と鞠智城跡第25次調査報告

-94-
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第E章近年の調査成果

池ノ尾門跡

第 1節これまでの成果

1967¥1:肢の第 1I_九州訟で、 一郎、揃ii'jlJが実施されたりかねて

より、北11!1);j(~;';-I ;I;J ~こ I"J li!n:iがあった jijí から 、 })J~11')が想定さ jして

いたけ["]1i111:{IのJl;(1¥1: ii\，'の;fl:; iÎilと、 J)~fl ・切りイ7など集石の規則

tlのギr!!日の併n;出によt.IIHがi泣かれたの 訓;てがによって、地石を合む

・ I)J~が?Ufl~二月HHi した状 il~がィ恥i，~， さ iL 、 1"] 悦イゴがJlj(fjf:W: を f~~ っ

ていないことが'1'1]1州したυ 結!末;として、門ji}l1:f1. Jli( fiL: iEIのtrriじ

j;t)jj9rを、}別1見』凶古位位1:け.i世i世2カか、らl叩()mfi日tlfι!し、 F廿雨~j ~-収d世似仰側!!刊川1/川|リl へ i遡幽 つた地.'.点.

4似民F拠4として、谷のjt良車、152どLIJ点であること 、11/1111"1:が 1m高くなっ

ていること 、そのi;i;ii9iと凶 )iiTlij忠良とを結ぶ紋 仁に、 J;U石と切り

?.1m  

第90図池ノ尾門礎石実測図
:熊本県文化財鯛査報告第116集

むがl沼めらたこと をJ内ずでいる" 第10-12次飼査報告第4図を転戦

1 "Jj)1i'i:{ 1 の平 1(11)1;状は、長 i lilll 1.43m、知 ilill1 1.15m の Jjlnl~であったこ とり 直任17Cll1・深 さ l r1' C Il1 の i lilllr(: り穴の I)~

1"(日は )i~.;il'~ して守山 で、 ]r~/~~m)はヤヤ1l1lIJ:i\15 ↑!!I) に市・っていたことの )Ü.;ìl'~のぞJ' JrU土、「打~~~~カ~~.d lかったこと" m:lTfiに

~*~;%カサふっており、 I")lií( の ) I illl を受けるために、 j:1(製の'託け 1111 が世かれていたことなとがfJ~ .~';されている。

;1'判l'円:1川1

i湖j訓訓制此I'ijιt仁r宜合の)成ι」井Kにj刀J、つづ、く もので、 |明

第2節第26次 .27次調査 (2()()4~()5 :r下山)

1 .周辺の環境

J)JU 山 m殺の小谷で 1") 肋;の1iL:↑i~t を 抑 Zさすると、 j山|;的な Hi・l から、北米↑[1IJ と向山í1!!1) を低山の J，i'~Tmに状ま れた2()

111 1 1 1 );\ の披 5'!~部 P:iJ 9r と与ーえられてきた。 1、f:j P4'1f!1J を iJiéh る Jí~t =n)11 と北工↓r11!IJ水路の合流/:1、でもある “ 削右前の 1 "I1，ft 

Gは、水路|人Hこfii:っていたが、第 ]次fOMUJ'により Wl立出を似(っていないことが判明していたの

1 fi 定地の谷底には、多数の岩燃や |きl 然石がl\kYi しており、 rl-' にf(1i~)，'，j~\~を施した石材らしきものも混じって

いたい今|と|、北lld!!l)はC<iili!}(されたilijhl (下本分・ JJnit; J Æ~il)が 1M) に挟まり、 lι:状のi:ヤJまりが;直肢を)1ラ)j比して

いる ω

2. 遺構の検出状況

池ノ!:e.↑".)川、地は岱仙であるため、 JillJj;そのものが城外に通じる j直 ll~任となる。さらに、南東↑川からのぞÎ-7J(が

この地点に集lいすることや、谷氏は、 iJI作に迎した '1':jQmiが時保山刊とることなどの J1J!. 11=1 か ら、絞1M:に大刈f~'~

な rWJ削や i宣 !ìX:作業が行われ、 Wl'[繁に I~I 然災害が及んだ区j戎と 1f(7ë される(! :J:I;h~ 、括判t!削 ~Î; したところ、 JJ131

と こ| 局主の政干~r:f'，: 15 を杭 1:1'， したが、 J世術の大部分はjúll止しており、 I FI地J Iヲも大 1lJji\ ~こ改変されている中が'I' IJI り] したり

:.rl'g~，t土、基)ú:;~ I\の石川近くまでì~jlj '11.を受けており 、北1!{ ↑t!llí'~íj 好も北↑!1I1 ノlく陥で欠損している司 iiJ(判 l肘した n

J古川‘1:)11も、ィ'とidli』討の桝慨を一定111)川こ抗11り込む作業カtilt、め られたので、人:Ciiir川の可能性が高いυ 布以下iiげiIiか

ら20m:1七|!Hで、検，'1:'，されたオ-出も、 J)，'，';=)1:) 1リの!:r.:iギにあたるため、 {fJLかな処 (.J に悦ま っていたり 1:I '%Jn~1 のJlj(f][j5

につし ゐても、向n尖さjしたill!8がi凶っていることから、全イイリ仰
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写真44 池ノ尾門跡調査区全景(東から)

写真45 池ノ尾門跡調査区全景(真上から)
出鞠智城跡 第26・27次調査報告

りお



X二 15日

氏鞠智城跡 第26'27次調査報告 第8図に追記し、再トレース

X=-250 

第91図 池ノ尾門跡周辺地形図

o 20m 
d 

100 
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第92図 池ノ尾門跡遺構配置図
ーミ鞠智城跡 第26・27次飼査報告 第9図に追記し、再トレース

-101-



3.石塁

小谷に itl うどする JIまで北京1l!1J から前 I品川l!IJ に If'jか つ て延びることが午IJI リ j した。ただ し、うIl;，;~の Hi に、r:'i 1些11!!IJに

Jt'~JI:JII 、北京↑l!IJ を ;J<J作む寸断され、さらに、小ìj了直が ìi.úっているために、 JJ~IIも点での総延長は不明であるの

それでも、少なくとも約12mはあったものと批定している ω これは、 ÜIl'~J1.JII 北東出から北 f!llJ水附の rNP411[IJ ま

でのh'j'ijljliを元にした，;式折である。峨f了古j5仁おいても、大部分が欠損しており、 1751の基J氏]';jlとi出*iiWの--:i¥IS

をi611'.1'，するにfflまったり

li症のH:J氏自1;については、i'JijITIiとI':yjfliに石川を杉UI'，した。この司iで、基})ti;，jlの111mは9.6mとlIJIV:Jした。イCi

主の 'FlfflJI:;状は、 (jÎi lTlT :j'j9ìJ のけJ凹11[IJが凶 1l!iJへ悟ャかにカ ーブを jí'r' 1 くことから、峨1)刊 [IJ の|十f~i[ 1![IJへの弓なり JI:~状

になる事が分かる り また、!司 IIH にï(r l訓幣を 1)血した rí材が多数、r'IJcイ1 する ;j犬iJ~から、数段の1í紅iみが想定されるの

〔石塁の前面〕

Lとさ3ふn分の'Ilii而I11刊を伶11'，したυ411がJii[fQ:世を保っており、 Hi17l:i1!!1Jは絞やかな弧を11'，'jいてiJSi1!!IJへ延

びている υ 正î~オの JI;;j犬や大きさは1釆 .ヤである 。<ll石が最大長さ 140cm 、 Ij1lii%clllの平市itîJI~の大江川ニîÆ~・ で、 110

CI11の知:'立を外1l!1Jに向けている (2)石は長さ90cIll、 1111;i4()clll大のよ!Z1(ij長んJI';の祈材が他聞きされていゐけ佼述す

るが、背mrイIYIJをWi)jl(;する::ri材に1Uた)1三:j犬であるの(互)社lは長さ65cIll、 Ij1lii40cIlIで、:fi思jIii!7fi1!!IJに少し湾 nllした

i1iIJ而をj:;j'つυ統いて(!)(f，)てlは、25X 20cI11大と40X 2()clll大で、 W:YiJにi古かれているの(り)不|は不定似て¥長さ70

CI11、 IIQ;i40CI11-c'、これもiiijrffi11[ljにi1fリ!日iをNつ。石材の材質は、(羊)石のみが化l判官で、その他は安111也系であるυ

トレ ンチ1明子「の品11月七 (主)イこi は、)火古色;f~の地L1Ji止し1\こ世かれていることが'l'1J 1り]したり

石川の配タ1)は、(口十lと(2);Ciとのj，"rJ¥こ2()ClllのlimI'I'，Jがあるものの、 GD石-(宣)行までは、 j;j;WljがJw:い状iJGである n

石材二I.miの高さは、のわのみ突11'，し、石Hiみ一.段分のF71さになると!41われるけ他のれ材は、はほ打'jijう。@@

イ二l のイ~íIÚÎ は、j!fIJf(1iで合わせようとする試みが分かるの

これらのイ:1 出の前町iには、日IÎ 'mr'iJ~!;，~を施した転討があり、下部の小平iに鉄分が付着したものもある 。 敷石の

:Jft'[肋:かとも思えるが、 JJ~段附では、 jfUii加の 1成を 1，1-'，ない 。

(石塁の背面〕

長さ2.8m分の背jfJi:{jljlJを杉!I'.l'，し た れ JI:;状の良く似た 3 石の石材は花向岩で、 n~:~~~(10 に延びる の(1){íは9()

X 40cI11っし (~ìィ~I は 100 x 40じ111火、(立)イ'.iは75X !J ()CI11大で、いずれも平f(fr長ゾ;")1; で、1;l~:.ì立をイマ111Î1として縦世きに

並べている 。(守)干 l からえOmの絞背に地山の'; 1λJ~'- j(ii があり、石材')J:(前lのレベルとさはど判'1述ないの 1~材の配

列は、 Cm~î と巧)石との|聞に数(、ll1、 (}D:fî と(空)イコとの聞に 15cIl1の líjH 間に悦まる。 . 1::.m ÎI白J は、ほほ揃え られてい る

が、背而i1![lj は多少の I~I 山がある n これに比べると、石~:'~lrJ{íl\の IT日で Jlìíj えられている杯、に思われる 。

また、背ffli石川の石皇内 i\I\ 1!!IJ に、1O~15cmの I l:Ij 陥を空けて手れする右手1) を州認した o 30 X 25cIl1 一大 ~4() x 30 

CI11大の4イjで+IIJ')&;されるが、イイ而の1I'IIjえはな く、 !!I，r;作為に配ジIJしている係であるのこのタト、 i''fH1i王iljlJの@.f:i

の訟かん|ヒlm1J!iJ に向けて II~r行する 3 石の石事IJ も検山されたυ@ィヨは安山日系で75x60αn大、 Qll石は安山Jt~系

で7()x 35cl11)立、(~石 は化 lfdJfthご 50 X 45cI11犬、これらを村ilUjきにすRべた配刈になるの @I有と⑪行は隣持して世

かれ、Q}I干 i と ⑪石は20cIllの 11.IJlíMが空くり (戸)石と⑫石との II '，Jのイ i材が抜けたのか、 (⑪Bイ柏~I がJJ胤l正瓜f主d仙立立: -1世世を保つていな

い l'川1リJf能j白沿削BE削，性|

1背L庁T而而11イ石う守-引初州lリlから|ド巾十+判釘Jトh令'，i一山今Iu似仰u似仰側¥!州川[1川lリlへの(延旺L長郎iリ似|日i分には、 多数のlj11;1:1に一位われ、 j京{古i民を保つ石材を見wすのに11、I~!IIな状況

にある 付 それでも、 Jílli Jl川有j-Fの法 flii を桁1!t したところ、::r. í列の直.f以上から r~:T、北 ïJLI 1l!1J の地点の 1析fm.l~ に、

fi，ftlみらしき 21.iの石材をii{1;j訟できた。この引で、ヰコヤリ瓜を1111しi-U.CI'HII:'Jに延びる王[石IJが赴13とされるりその

石i~ のIì'ii 上古1\の|二ilUと、その|十l束1!!JJ J山山との比 'I~-:j ~kがHlmで、 -lh'f' TIÍI{:îijIJのJ'.I(li からは1.5m となる n

一方、背而イよ|川の北京1!!1J は、 j凪水I前をJ-I[! 設す る ii'r'j'が延び、1.4mで辺水市の似Ij位 Hlj 成~~の品ijùl~ にあたる。延

長ijjiLヒの80X (l()cmブミの諮石はJljlN:liJをiiLっておらず、少し北Ck1!!iJにずれているのこの議イ:1の「拘束iiiiからl.2m
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写真46 池ノ尾門跡石塁前面北東側(北から)

写真47 池ノ尾門跡 石塁背面(北東から) 日鞠智城跡第26・27次鯛査報告

l()~ 



写真相池ノ尾門跡石塁背面と通水溝(東から)

写真相池ノ尾門跡取水口全景(南東から) 』、絢智城跡 第26・27次調査報告
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で、 ;1じi!!IJ7ド山となるυ

〔石塁の内部〕

政CI11大から;[()CIIl大のイ-1を長込めにしているけ-11刊に 101ゅの山入もあるが、こ れについては、彼111の流入 と

も考えられるの i'~: IS7}的に j血山が?引 1:， して おり、 1鳥むに も中11. '，11'，'がある明 から、わ以は 、 Jl's!t.( 1¥1¥ J!IくまでJ宍され

た!，tカ、1ill'').ミである。

IIIrTWu刊と背mI11ゲIjとのj七it?:J'jJ~ は、上而で3()~ tjOclll 、前 I(iぽl 列の大WIØ~I と背lIrí石川とでは、ほほ問一

レベルであるの勾自己が比JIi交的 lこ植やかな中から、行 21 をtl/j 立とする W!jo、ほほ工11)1.1に地 IIIW，~Jl; されたのであろう n

訂以の|、inLIii![IJ 1.1 1 JJ包への 11'{ り付きは、Jí"i )"f: }11 の北京;--II-~ー まで尖 Hl した化r~~.) {;;-の岩慌が延びており、それを取り込

んでいる司iが分かる。

〔遇水溝〕

石怨に1M3とする'Jr;で、南東:i[[lJから北I!IIi![IJにかけて松山されたの取点じ|は、谷の1:1"，九付近にl没由さ れて、北

京ir!JJの尾羽刊I消りに延びているの しかし、 :比四世!IJが北il!lJ;j'(U告でjjjiち切られて、州水口をiJri-l-'，できない状況に

あるυそれでも、 II'{/}:'に!が、 1背γH而lr石hい刈|リlの延長忠ぷ線!収iUト卜カカか、らii砕附、f判(j司京Lけil似仰側J1i川[1別11へ7_5mのl地也

冗に全長カがt守百計|算できるけイヲSLの1;'、j民I!li;'jが9.6mなので、 16m以|ーあったことが考えられるの検山部分の長さ

は 10mυ JI\( 水|つから北il! 11水路の1判伴までの [3 H:\1である υ 部:(;は、]阪水仁l で前); に ~Iちち 込み、 それから先の長

さ4.lm分の7イ:1がJ!l(u!慣を{以っている"1Qりの弘・f;は動いている。

i!!lllli は、小 lコ許1\ を内 ïill に|向け、平山にした政11tのイ~I ;filみて1持 !jlGされるものと思われる。 I}十日、 1)lj' ll; は 60CIIl n W 

;行は9()~ l()()cm x 25~1()己川大の花 1';!riJ 岩や安山科を i'tm して、 l;iJl 川 !W， く 1Wt!4'd したものと jι われる。 JI見ノ'j( 1Jの龍

王i は、 1と l品i岩を f'~川して 、 W1j に、 üÎflIri と」而i を .IF' i" iil にイJ:よげている 。 このi苦lJÿí- は、 ~I'，~，'I-'，するからであろう υ

|大m、のJ1t さは、 JJWlで少なくとも、 5()cm 灯、 L と 1([:定される の 弘ーイ:1 の 一 1--1師は、 高さがJ前えら ~V(いないυ 出

設にあたっては、 4 ，Om 1 1 1 1r\ の iWi を柵り、 iDlj慨を n支出した{乏で1O~2()clI1大の石を喪込めした事が分かる υ 延長

線|には、イj材が11'x干rする ものの、 !L(1:iの残存はないω ただし、一部で、 ii泣大1OCII1の小わを政きrjiliめた恒IJ析

がjBIEめられる。!s:ィiの |、一古1¥に蚊かれたものであろう 。

〔導水溝〕

11Y.;J<. rて|の前Ilrlで、 J6m分-/J{M，'J-'， されたη )氏111);¥l_()~ 1 .2m 、 ~~1~ さ 4()cm}~、|ニの|析W:i ;i~ f=ì JI予をしてい る υ i![IJW: には、

2 段の石もli みが1i'{1: n~，、される υ ll'{水口に Ir'J けて、北京!i:ifがi山総状に延びる ~}fで、|十HJI 控は|人j{tYlしながら狭ま

り、 11\( ，J( [] の;品弘1 の{iì: íî~; か ら 20cII1付近で、 i面水;tl; と問 1111~;の60cm となる n THTIEi仰のi街さも徐守に向まり、 11児水

口付近で l告j さ 70cJII となり 、 3 段の石l 干!~み とな る n

〔小結〕

ivliJ1fl互の小谷は、 北:，*d!!il の J宅iH怖から JÎiI;11:}11 の F~fr~Eli半まで、 30m11
'
日のJK古1¥を形成している n これについて、

mM J!iの結果、 JJr~;. .:J判 11 が人工河川で、底部の IEI地形は、硫~-I 川 の北w:昨までðk まり 20m ll ll;\であ る事が判|りl し た り

ィヨ設は、この部分に柿築されていた事が分かったυ北東側から前j!Liil\IJ へ17m &H~~ r'l9 に延びて、 そこ から四一JT

II'IJに[向きを交えて、リ:)]¥を11<'1く状ill.が分かつたりjJIー水[[は、北j[!lj水路の訓i!tで抗r¥トJii;えした|二!日ベル トの 1;'古1¥あ

たりと忠わ~Lる 。

本来、谷の'1:1火部は、南東似11でほほ也*ii¥¥と重なっていたものと思われる n ~ I じ iI!lI ぶ路か ら l+ï遣の 1J[f 1:~~ を i凶

り、北il!lJの平JD.Hiiに抜ける司|が守主主lされるυiill!j(iWJは、 l本だけの設世と考えられるが、余りに規模が小さ

くあ[11.:]である 。 東 iJ!IJ の1.~t咲からの|清水が集 rl l する地点でもあり、なおさらである ω このために澗弛池が設 i置

されていたのではとの考えに主るn

J山ノj毛1"1の)i;(N:世は、おそ らく uJ世111mI付の Th 道具寸rにくると J4l、わ ~L る υj且*ìi円 から nnmil!IJ に、その よう な

:)J:古川、はJ!!r，かったn
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盛土状遺構4. 

しかイ151- 前 lril布 1jIJ の I'+i凹端から 20111 ほど、北北西f!!lJ へ!Jqめに上がっ た Jí;'; 'Jj'. 川 の jJ Lj j寺~: iti から ~~~山 された口

し、遺仙の I:，'-ドは、JJ;iJ[}IIの小cJ'fi;Z-1}Jiの I;~~ 1ニ削 り11¥::られた:IKi見にあるけ

佐伯は、 平日IHli 状 )I ~ をしており 、|判東 ;;21 で5.3 111 、北京辺で 4.7m 、，~j d 2.4m n 盟 f!!IJllIJ阪の ~~:日Fiに依拠する

ヲ

t、ー.1止、 拘;I}(lこ ì~IJ っ て三ド:IUrni を i主り /1'， し、そのJ. .rmに碑?とれを時tきi.山めて、|人J1'b¥になっているりj血山を、

1'1" ;i主に 2 ~:.H止の小ßど を設けている の 小↓立のれから !a~ _ '-ーする 1:iJ.、である。切十.!JH. j(fi は、 3()~ j5肢の勾配で、

公休として、J)2:に|旬っよITiiは、TYJI山辺で長さ2.2m、北-qr;22で長さ:7βm分がyQ{{するυ ほほ;j(-'1えであゐが、

てやヤ下 がり:気|味になる υ

!，1~ι|ー は、 JJS Ji.(Hliから 30~5()cIIlJー ま で は、 数CIIlからお X 40cIIl大の械と 1 1 が扱き iHliめ C， れている の こ れ ら lf~~ と

::{-Iは、ま さ|今に混入さ れたも ので、 ':j}l)にm判Jιも混 じるο これに、時r1j'rul)分では、 ffl同色のJ.lゆもiji入す

トレンチの断ち;切り箇)ïí'あた り で 、 出J さ LC) m (})胤仁と な り 、 J-' 13c I1l Jl~rの 1fJ~縦士 を 23 )i;~，;る"そのJ:.17nから、

担任・|会の右u戊ITIIに、隊と布をiJJ%きiWiめた状iJL(止、 ilJf!!I]1:些・山1111]卜.2;: 派出門川、の L. ~:l に見ら れな い;r立作で

<6) 
P 

-.¥' 

¥ど/、• '-+:. 

7. 
C 
v' 

ま さ 二| ーをベー スにしたMIiりの強い前十白色のよ.iiゆで~% J)比 さ れている υ1i'(i'n目、できる"J:J見当主 1.は、

〔小結〕

あるけj也ノ)13川川、の場合は、 JHjjリ日|人j、

j面水ι|ゾ|を良くするためのもので、宇}

1 

↑
塩
井
川

水が1~ミ ， '" す るひ j山J'Iりな刊 行泣から採用

こ の i立納 を fi~え て担任二1:ノ|犬J宜

ピンポ イントでの枚 ノグ

，'1'，であ り、 j二171と?と現すべき!世怖の ー/.

Jl~ がり がii1f:li.r.II'， 米なか。 たこ とによ /

された ものと忠われる。

なお、

11
'
;としたのは、

この遺flljカサる。一方で、

JiX;"Il:するのであhば、 池ノj主I"JJ山|三

では、 イ':Î~':~ と 合わせ一て後手 I\JI~ ):\:が考

fit lì íj の三l二以;1:J~ について は、 jリける(か

レンチ 3は、 j.li干にそのあtきを;Jとめ

このラインについても、 fた111:の

段;1犬jω|ラでJWされており 、nly)染jesi 

ら-1、って水|叶のlWり付く ものである

たものである。惚:;1¥'1)1:の1九'J'，を1=1

えられた。第91・921:XII:I-rで示した 卜

的としたが、 その山il';IJ、は1W:かったり

を伺・7じできない;1長川にある。

が、

ゴ
-・鞠智城跡 第26・27次鯛査報告
第18図に追記し、再トレース

2m O 

盛土状遺構実測図

手〉くえ
ノや 海

-.¥' 

第94図池ノ尾門跡
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写真50 池ノ尾門跡 盛土状遺構全景 (東から) ・鞠智城跡第26・27次悶査報告

1. 1呂色止凪 (í~世のll t柚土)
2. 前m色砂町土層 (~土)

H=92.0m -一一

H=90.0m一一一

3， -;Vi.禍色.W石土問 (f.(石によ る土山)，1;-f，正削)

4， .j[州官l.l主主

H=88.0m一一一

H=86.0m -ーー

H=91.0m一一一

H=90.0m-

H=89.0m 

H=88.0m 

一-H=92.0m 
〆

一ー-H=88.0m

岩盤削り込みライン

塩井川→ 一一-H=86.0m

o 2m 
L一一一一ーーート一一一一一一一」

第95図池ノ尾門跡盛土状遺構見通し断面図 b-b' 
"'，鞠智城跡第26・27次調査報告第19図に追記し、再卜 レ ス

O 1m 

一一H=91.0m

-----H二 90.0m

版 一- H=89.0m

築
盛
土

Hニ 88.0m

m色士}軒{し 背りが t.-い)

ー後世の1ft楠土

2-・.24 首相色ktW.:1:(かとく しま るまさ 土

tベ スと 司る

~ :.;土の li L位 と しての分府 IJ可能で あ

るが、1;11，同闘の府とたる)

第96図池ノ尾門跡盛土状遺構 卜レンチ南東壁断面図
:鞠智城跡第26・27次調査報告 第20図を再トレース
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5.出土遺物

ほとんどが破片ーで、:JrタIJ¥を似デしできるものは、緩めて少ないり)古代の造物は、制定、器、二|巾r:iIiH:号、瓦H・があ

る 。 石 J;i は、 J ， I~JA{， I\ のイー1' ，/1)を|泳いて iJJl壊 しており 、 泣物の 多くは、 その山 -1 ーに包含さ れていたりそ して、)'I!

|の下FJ)iJ ‘ら、 '1 ' 111 の糸切り 1 . I1W 出が ，'1'， -卜し たことか ら、 ~~IιJ4 は ' :1 ' 111: ~川平に何 らかのj日 (1大| で iJll JJ~ した と結論

つけたυまた、石』;i背im:(-i￥IJの城内1!1/J(/);出WiiIliからの1-1-'，ゴーが若干あったりこれらのj世物が石訟のf(ff~'é 1 ~\ j lJ]の

卜 I)J~ を示すと思われゐ “

〔巳5須頁恵器〕

2?l別()-2841は土、1丸引i'口'[)叩，辺也‘I北t刊;

284'はま、石J-:?-:~l干 T(îi の j世十'1li Túil由一1: からのw土となる 。

280は 、 j-1~ ifN の 1 I将行1¥で、ベベ》師、ドな)1引火になると思わiLる(j liMtt，: I ~ を )L く fl : Iーげて、 |一I~ 公立出向日より 、1.2cI1I

|人J11!1Jに(少かなかえりがつく u I)~外出 Lfîi ともす テ1訓撚を施し 、 比 !jIX I:1せに丁可f な イ午りである u 281・282は、 高

台付J不である。281は JX( 古 I\)~ で、 Ji(1手9.0clll 、 1~i;lIí は l直 線的に立ち 一 | \がり、 )J'( {~: I)#~~ より、ゃく" 1人J1li1J に高台がつ

くu 目岩手「はO.2C1日、 Mれ1\ を平たく ftJー げてお り 、 師、 IC な!岱じをうえる け !~~fJìf~，土tipいυJi(古1¥は、ヘラケスリ{交、

ナテ'iiJMWtを施してー]'lo~c' な刊り である υ 282 もが( t， I \ ) 'íで 、 JîHf9.3c l1I 、 体 r!d~ はベベづしみを '117 びながら よ'/:ち 1'.が る

ものとjtlわれるりJi(日目立iiiから、ヤやI)'j1!!1Jに高台がつく οi'，:，¥fi Ij:().9じ111、yf仙1¥を外にlilJけてつまみ |二げているο

iG厚は!平く、 2TO京な!盛を りーえる"イ'f.:i''i日夕日iiHl i は、 ヘラケス リ i去にナデ;U~J '~;~ を施すり

283は、長引げI( のI!lflj 古 1 \片と思われる 。 !訂 fí: l \ は、ヤャせしみを，iH びて、1J~ ).:. f}から、ほほ直前に l ' ゐ 内 外1f:; 而!

の J南i'~: I \から 最 大慌にかけて、 1 : 1 然*111がかるけ JJ台| に 11引はは少ないけ 284は、火当リ~~の TH:，\lj .---- に|紋 ;"': 1 \ )'1 会 で ある ο

I-I{壬28.0じ111 、 訓告 1\から外反しながら iJ一む J ' がり、1-1れ，~Y;M t'~tj を 1Jí り 1111 げながら -JL く イuーげる の

、
‘ 

〔土師器〕

.、280 ヤ~L..~~ 1
、

~-~ 
O 10cm 

第97図池ノ尾門跡出土遺物〔須恵器〕

285~ 296は :IJ:i IHi:iである。 285 ・ 286 ・ 288 ・ 289 ・ 292 ・ 295 ・ 2%は、ィ=l i: ~'I'"'f 1(li (/) J也111n~l ヒから、 290はj夫 l土|

色村一七回、 291は通jJ"U，L仁川から、 287・293は、灰背色11ゆ到:l.からの，'1'，卜であるの

285-291 はj司、であるけ285は1-1符10.7cl11、JJ:(iJ6.8crn、if詩情j2.9c1ll0 1~ ;";1¥はややタ判えしながらカーち上がり 、に|

紋YfflJ古1¥を-hくがlめる"m:i'i刊はヘラ切り後、ナデ;:J制定を施すり|付I([iに燃が付治しているの286はじIU'dO.OclIl、

j氏保4.8cl11、日JLl告¥3.5CI11" Ji.oíl日fiiiから口紘 tl:l) に|計l か つ て外{可1 し ながら 、ほほ|庄市!~ (1'0 に立ちじがるり 1i，~;: 1 (11令休に

了;ずなイデi出制限が仰されている。

一110ー



口 i'j:-~~287 . 2おおは ji]llリ川:である .，287は I~ I 任 16.()c lIl、)J\fで1J.SCIIl、 :{:，j '1向J(iCllb休刊行止直線l'ドJに}'/rんじがり、

Ul氏気l件、となる 。 にIfJJS.5じm 、 )J~UJ12.5cl11、出f~，~;j3 ， 9cmn 制11ポ:í:l~ :ì丘 Ccやや外j文する り 2おぬは )~(t， l;が 11 ~J Jlji'C'、

かなナデ訂作Fを施すい

21l9 ~' 291 は)iUi:li)-'，である。2W)は)1¥1下7.()cl11、 II:JJ.，，:!''!''~ が ，V) ゐ n 2十)()は)f(fXJ-i.Oclll円{十:;"，11は芭似I'I':Jにケト何lするこ

とが子江!され、 j氏 :ì\: 15 yMj は やや外に引ミ~) IJJす り Ji(iilIJ早はO.9cl11 " ヘラ 切り絞』こナ デ iiJ，'iJ~;土を胞している η 291はJlt

{壬お(ìcー 111 、 )~\:I'~:liY-I;lj がペコペコタトに IJFJ き、 )r(i." ， lí l-j. 1 リとに向かい i~/!~どとなるけヘラ切り[去にナデ訓燃を)(11iしている n

292・293は高台付きのj司、℃あるの292はj氏t，li)二iで、尚子fをほ1"i:ISyIMに付け、{本i'ilitil出ぷi[ドJに立ち lてがること

しIf者カ;}悲l さ れる υltuf「はiI~ì 係お ;3(111、出 さ CHiclll 、市ーゴ/ーして yM;. 1}\) を平た く {U げる" 29:1 は、ほほ完JI'.~ ，'II" で 、

u汚!~';'~: I)小jì止でやや外に|別iしみを柿びたm状で、体i~:I)はヤヤ l間 1111 を伴いながら内な し て、11.9cl11、出向4，Ocm"

l勾くけ!荷台は直任7.2<:111、高 さO.8CI1L やヤ内令して、端部がややすしみを'市びる"-r'，~(なナ デi制牲が施され、

日日iriiが)')¥'減している。

291-296は慌である"2~H は to. )h~í :~I:;: の 11綜自lí)'ïで 、 111市'\1)はやや Ihlj)~ I'I~ J(こ下ふと 思われる。u主主計品目1¥を1Lく

仕 l' げている。 295はノト J1!! の知子l河町J\-であゐ。 仁川正 14.Sclll 、 I lIi行'd)h~大任 1 1.1lGI1I" IWi);" ， 11の lf~ )，，:{fは、河川|げfより

'\"ゃl膨らむfll.~r0~ である " 1二l松 ;'\1\は外Jメし て1ifhiùl) を -fLく {U二げる 。 iJnt めω j'M ~J デで出 )1三を i!性 え、底 Úlíは ')u!t と

JZ111 さ れるけ 2り“は)，，:山の[1'1:11市 の|てI tJ::ì"I:I~) 11 である の II~J J!jで 、ほほi~ i1!にiLr)J・ーカfる(;I I h';-~~yjM )"d)を、ドたく {I・

'¥ J::d. 三.2
上げるの

ミユ三~
J

j
 

• .
 
、

‘'モ=二二女しゴ二二J

¥.ーイ 'E-匡ミダ

10cm 

f
lι
1
1
「ト
L
、

A凶
寸

Q
以

内
ノ

ι

y
vNぃ

ー
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出土遺物〔土師器〕

1
 

1
i
 

1
i
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瓦

297ι :lOOは、U'LJ-'iである け 297は狭Y;'lj =rí:l ~片で、 iはった l七 5.7clI1、能人 111{;\9.4 C II1、 )lt さ 2み・ 111 " 山 líll に浅い条痕が代り、

その打、をj'jiJりによって、ヤや制・めい;位)1;するけ 1
''
1W/iにハケ目的にナデ市'iJ 幣を』包 -~"o 29お ~:m()IJjl!IJ端部)ニ;あゐけ

298(J最大長6.1(:111、JU大1[11，¥8.7仁111、)早さ2.7CII1" 1!!.lríll にイ日日出と'1.:lcllll[II'\ω被告j 羽'lが伐る ο 1~IWïi は、ナ デ'fiHIJ~去 を施-~ . " 

299U: 山 IÍIi!こ布 l三I:)k と 4.2(、m l ll);\O)1喫 'I~J':)H が成ゐ υ 1~II ÍIi (こ的 -( 1二|タ タキを施した{功、 'IG"いすデ市町;2を胞すり端古Ij

は ~':III かなヘラ削りを胞している υ ::;00は山Ifli にイIJ 卜l 百.1 と 3 ， Sじ 111 1 1 1/μ刈党I~'jk が伐る り

297 、 299は長ブ了 J I三 : 1犬ぴ)瓦 J"ï で、 jlib色、に )1; を ~t~ えた柏村|をま寸る n こ れらに勺いて は、 'l'i1J'ß'JJU，JJ;から出般の

'::Ii告があり 、J..Lの;ー;次}JI口一:，'，/，0)llfíj引っか 113 し、 υ この1[ ，で、 297 ・ 2~J9が行以 -i 'fîTí i からの 11'，土となる ω

‘とこっ J

ι J  

297 

-L二コ

299 

10cm 

第99図池ノ尾門跡出土遺物〔瓦〕

工三ブ

〔参考資料〕瓦二次加工品

「つ
(第19次調査 59号建物跡周溝出土)

亡コ
64号建物跡周溝出土)

10cm 

リム1
よ1

ム



第3節 まとめ(池ノ尾門周辺の外郭構造について)

〔石塁〕

i也ノ 児 I"J 川、で~:(Jt H-'，された げ塁は、 干}jll!IJ .~~古 1Iが最も j~たくなる j山1 ，1 ， 1、にい世サる。 1" トH濯がの!EL位 i世が71')会 .ìB下にあ

ると見なされることから、 +0t[1111されたJご|氾は、 l'ト!の「打凹1l!iJを.ill;1析するための柿造物となるの

石豆、のinj"見は、 16(U:，部分でlたさ 12mとなる。今1-1、依|什のI!IJ削となるJ;:，';JI;JIIを|徐く 20mの仲間に附撰され

ているい:J;!-， Jr(lll;i';は、り.6111で、 三l! rmJI汁犬は、城内 1!!IJ に 1 1.1 J か ? てやや弓なりになるけ上 {'I:I~例法は、 両 さ L5mU

J と叩?にされ、}j';j)立に 11 \c tlーする'ii1、イ」から、おおよその但冗が可能であるけリ伯d出ì!山主的な l以1以4ωF界~1j官虻仙{白|まで石 4仙l点iみをして、

」止‘古削部i目:はj雌j恥忠L-土仁

i凪匝4水(i日|I1ljのllY.オ水(1に口二コ|カか、ら1背苛H而Uイ沿iゴ|ザ仰州|リ|ま vでC、長さ7.5mの13:問は、 W，~ l FiiH -cmわ j していたことが判IIJ.jしているの 1r 

ïrïî イ~Iljlj の l:.rm から刊さ 40cmJ'.の í~lj 肝に、 JI iz. Jj(1二|の)j;(古 1Iがf\/.Î~i することから、水ぴ)1'芝還を I()j く!ためにも、イiJ31

のり車内1!!IJに胤止によるテラスが有枕 した可能七|がl併Jい。

il~~}{~il 城跡、の l'り川;は、出 i白. Jjff'，切.1山ノ):sの3j也|宝で、そのj払)折が上じ守にされてきたりそして、 i1tj自I"J川;は千

日記 61-1・!主lこ、 JJ:li.lj)1"jWJ;は、l勺J比lO-13~1'.J交に間五仁を':JdÍJiしてきた υ その結果、周辺Ji!J. )I:. との|羽係では、 i架辿 1"1

il';jj;が i 主任の谷VÜ .ì止くにあ っ て、川崎正 I'.i:;~で谷を j位以し、 J)ni り)I"J刷、では、 j慌f竹I(川[町川II1ドL寸ヘ.¥市l行郎1

と !I~出 」止T を1)制Jí 汀用l した 2 ↓立引1'1村仰仙'1'1刊V町/占I i出主の J.i主巴を築いていることカがf、1'1リ引JIけ川リ円]したQ これに対してj山ノ);'81.11 Jil';Jj、では、 イー11よC、谷を

.i!JI;W，:するのこれは、??の最も狭まる地点、lこ此叫するために、城内のl市ノドがここに集'11することに旭川する u

iJIJ J ;~~ を防ぐために i国水引のある王山{がJ利 IJ されたものと中iJ l析できるの

〔外郭線〕

池ノ)主門ベifぴ)外郭利Ui 、 I"Jil亦の北収 1!!iJ で市 j主の附!丙 Jr!t(:から);'8míJむを 」二がり、 lí:mの灰ほへ主る I'.~';~ ライ

ンが州一定されている。間取1l!IJについ"(は、J.-í，~~.:) I川でうよItlrさjしているが、 ltE二1:.:1犬j世仙との|攻l係で 3従がJJl示さ

れるの 1 '.本は、 115 士 状j削 !II を こ|二思の ---- 1~rl) と jjl え、平二i i;よから Ij\JjイifJ líìj に '~r.?:áが但び、 1111胞を Lがる与-えである"

2本は、先述したj'.設とイ'j~:'l O)惚山

111) 造で、 3~~ は、 ー|出とイ"'I i巴の 1!I) 築 W\

HlJ 7J明!なるという 考えであるけ

しγ9"i L (こしても、この';!JI;INd句から 1

42が糾1mを UJ'り、 Fti1!!IJの|毘ライン

と、ほほ直fljに交わる 非iは作かであるの

写真51 池ノ尾門跡遠景(東から)
:鞠智城跡 第26・27次調査報告
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深迫門跡

第 1節 これまでの成果

3i大(});iJ，'J王仁カサミ自白されてきた。196711.Ji v)前l次訓荘、 1lJ69 ff ri v) 有:~ :1次両日干正、 そして、 11194 iド }i{の f~'iHì

次制作であるのこの内、第l6; J\ìiJ，'，J1.~では 、 当 11.\ 、!1'\1J%'jÞU';I)、で tJJ めてとなる|り J li'!iな l阪うどこ|三日が見つかるなと、

国jJ!jjfl切な)J比架を|けfているの

〔第 1次調査〕

j成Jr，~ のi=yf 11r[ílりにも):;出する I"Hit&石は、|長官どんのi'1~1I J とし

て'111'くから主LIられて きたυ 糾・めの:1灯庄で、 1':11'1からi与を[，JJLiJ ' 

せており、-".(， 1; で I"J j;)j(の )1)III 1'rl り火がh.;f;~H'r していたり川 1iJt :f i の

似lfJH白は、 1HliをjJ;:き Jlx.ってj守ちiQ)こしfこiHli取と の1r(論もなさ

れ、当/lJi、Jl;((\)世に泣いとの t~!iHihT、さ j した n

F"'J ii足11は、 長fi42附 111、鋭校2.26m、厚さH()cmJJJ'" l'.i(rjは

概ね工[z'i'lijに1JI・げられている什さ らlこ、 iFIII1'Mり火は、長Li"20cm、

古川主li)clIl、深さ 14cmりfj;が 2J!止で完五ごな|百l心II'Jでなく、 さら

に I)~;" ， I\ の!宇:凶行〈刷、が凶 1l!1J で 1'i'! :~:に l認められるこ とから、 lをろ

に I::~ く 11)') IJIJ J酢であったと 机光されたυ なお、 11illl受けの椛

fiB を 1~\ ヮ í1i欽ぴ)受け 1111.があ っ たような 羽'，(跡は、認め られていなし 、 。

第100図
日熊本県文化財間査報告第116集

第1O~12次閉査報告第4図を転載

)十1"I ;ë\:の 1 "] であ っ たかを Mn ii.~，するために 、 ~~J'となる 1 "JjJtIiのう('JJm ())把11，，¥を u的としてi制作がなされたけそ

のあll県、制Iillilり火から市へ5日mの信iiYI'で、{犯行1:'(とはられる 11¥{f:20c llIの石 Jn が発見さ ~Lた 。 干 ( を J友いた火は、

長i王12m、ー1:.1立はj'ilJよI!'されてし、る。さら に、 4Hイ守併とド'J1ifUIとのII:IJからは、 3Jim1!li;¥(}) fii}.!質ピンク色村二|ーu也
LLi )が伴 'i1立されたり この純聞は 、1'1吋U1刊が引l かに lUi くなり、 IYf北 l{jr íTlÍが谷のー|、 77 に j(ïJ か つてややft(( {j~;! してい

たり この粘 u習には{僚が食い込み、土日IU貨:1一一昨のM"I'Iが出入していたけ

〔第3次調査〕

1" J1位右端から 50じ日j(} ) 仙川で 、 n!，色村土 と 1~I l0. WI~i 二 l .-. iJ\Î' I: 延された')1グ什削:1:'，された り jT l ， j ~ I ーともゴ|汁 I\'l ニイi~ く、 1:抵

当』を なして1"J1iiU 1 との | 見l 辿がH~1i;::j されたり 仙のトレ ンチからは、 二I-~.fiilj )~~ [ .-.-1-. -:{ffとソJ子パーが1'1'，.::1-'，したり ここから

は、 2.8m 1Miの詑い 1 111;白状の也仙が杭 11'1 されている 。 さらに東四 2j，~のü;'( もはつかっ ていふ 。 これについ

ては、 i白山の:I'~誌を示す ね:火の可' íì~ '1ゾ | が指摘 さ れている の

〔第1泊6次調査〕

i仏』宋51む;1山白山|川"りlリ'Ji汀{世イ:.clぴの)あるf谷+礼.~0，山ば凶jj'唄ij'山'L~全干 j止:

j地血::来t長bプ火『ピ〈もf力!!仕tく、この;il，'J併で牧，'1.11されたなJ)ltJ芭とも光合にずれたfLift[にあることから、 1"JjJJt イミi は、 II;({~!:I出lこな

いと，/，1日î'lr されている n 絞城辺は、以ィ'~i を 1:/' うと]ユ加され、 ïlf1!!11 の児似仰を j凶ることが似定されているり

谷 1 1\1からい、市北ïflij 1 !!11 から仙み」会け、られたJ:J仇i~J'， i: ~ i;，HtH'，された υ 絞]1 1 に、段 J{ 1:111として ;dJJ比されたWJIふ

で段状地 )I~ をなしていたれその 2 ~ 4 段自の i1、iTîl からの杭 1i~1 である " 1"1を設iuするに|保してのJ:Ji(築士JJで

あった!J.1白は、rrJ 隊を蚊き;治めたftl{ '，ì~であった " J目的f~土以は、 小谷を狭めるためのもので、 !収集恥土の状況

は、 1"記のとおり であるり

Ci)北側法面

段上j山形の 2 J!支 出からは、制色町|ー を~iÍ1 く川l きが!'í め た :.U1，の Jωtt í"， lj カ\-~ G~ ILHされたれ3段 |三|の!民主も土は20-，30

!日を数え、 N~，:Il/ 1 ()C I1l 司、 i-j:l:l の剤111日であっ たい 4 段 I~I は、オリ ーフ 色を ;)， 1 二 l川とする liL仁'て、あっ た り 3+立日())土JlL

1111-
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ぴに|じ司l 1llMから 8.~m ()) í: ':ijíJr には、!l&指 |二 のスレ功行[，gめら~Ll.:。

恒)南側法面

3段円。)iJ、 miからは、以色と茶色のローム j蔀」ーの 1侠|二を牧，'1-'，した 付 4J支目の iLII:iiは、 iù1li\作 1!!IJ と山 1f! IJ で }?r~j:

のこ|ー質が異なったい iLU附1[!1Jは、組色J'.と灰色土で、 LLr1!!iJ は、茶色ロ ー ムゴ であっ たυ 針休 1:1力に ):)i î~~!I{日[:の lfd

}'主は、地)1';に"IIJしたも ので、谷11:]の;iH.mil-J"リと抗1¥が最も!早 くなっていたω-';，¥1¥で見らhた時|のズレは、 ー|二1て

からのl主力によるものとし、 j必定で!1 じた 'riríì~t[ を示 11をしているりさ らに、1.'~1~:1~の Î~'J 11!IJ からブ了 J[~;lkの t}:n)[~が

β 恭1~!1.1:'，されたの 2~;~は、宇i 穴を 1'1': っており、 1111:]11\]1:吊は1.8m 。 版築|二症の杭itdS に1ïì.出しているので、~~

JJJ~:ìhl の m~1;;~こ 2ì(i， ぶ十j'[)!iJとの見 }J'が，':U 米る。また、完城)ßJ司 UJI から j~!IJ'，さ j した 4 占Iょの 了[)J'Lの巾で、 その ':1こ!の l

j占から誌IJ り石川が検 11'，された り J:J~築一七以の r;ï必;\， 1\の 111 リ {î 7)IJ と考えられる“結果 I:r'J に、["]慌石の佐世は、選定

I [~，米なかったが、地JI'~の変化点とな る谷口良あたりが候補地として挙げられた"

第2節第四次調査 (L006'.1:.山)

I"J@ 1" I' の M(N:i出、の WI'I~j を|こ1 J'I~ にした 。 そのため、!ほお5ニ| 二日の拍 IDIMI行法を念到に i崖いて、 トレンチji}，';j.~正を尖

胞したり

[28ー1卜レンチ〕

30Cl1lの去Jを1JriiiJiiJしでも、 rl"lLiの遺物を介む府があiいた υ

[28-2トレンチ〕

トレンチすJ1fllJ 附町|で、 lほ恭二L_i':~ と考えられる 3~4)併の雌 J1j1~成 nl~ を州一 iif、した。この 115土 は、北: [:裂の 2

段 [c[i1、 ](11 の j:j~主主 . [ '. ~こ繋がると考えられる。このことは、 Náliする 28 - 4 トレンチで:' ~;'if! 1'1-'1 さ üた北ゴ- 31の ~Î!~)'~:I~

をI'lirI(Jiとする t』Lの平iTIiI1なな広がりを主11 る卜ーで、lI(~hさである n

(28-3・8トレンチ〕

:1):1の何怖からよド:分}I{日JJこJ1flまった:6亭IJを牧IJ'，したの当初から露出していた 2uの石ゲiJに，i'.li枕すると考え

られるの3と8卜レンチで2イ|ーずつ牧"[-'，され、 2()-30cIl1大の 'Iq:j'が i'J~!.[J されていたいいずれも安 111特系の石

村である。 lIIjHIiを揃えるように控然と並べられていたυl段で構成され、，!.J'，rめ色土、浅Wio

色士、 i民世将色|

の )1~N~1\ !J~子土が1i{r:!W されたυ さらに、行ゲiJ前川には、土~:.~NT} tl:l~ tこ平行ーする1211111111¥の什ドI;li:のイ'j'l)Jkきが伺in立さjしたの

外に向かい勾配16J:([で下jt!'lするの1O~ 30clll大の安山岩系の石村が uこ{山'fJ され 、 ir，王石も N!! /Jされていた 山 中 l

リl，tk きの HíjìCliは不 1îríí し、で、ド:j~IIU のない状iJGに協かれていた " . 1: 1引には、 1i山イヒし た lL-16c I1l W: の，';[;':t~l 色の砂子U'.

があり、その[.-.昭一十には、世間色|ーがd、められたりこの [~)WJt は、かなり締りのある[.}日で、 16(大制古~-c も Mr:

idlされている n 人為的な胤士であることが、仰-実となったυ

(28-4卜レンチ〕

JtJ~PXH .i:lの前 i (fiを I~H依に担える ことがI~I~，米た り また、 その~trlILiに入り込んだ机 :)f{刷、の有在も IYJ らかにな っ

たけ 二卜.出の|ポrHriの直下には、 28-3卜レンチで1i'{I'iij!，したものと|可燃な石チiJがあった。 最A:fU壬35cI11で、 "['.i:l

())内1l!ljに17cI11食い込んだ状態にある n その石川のよで、土品liij而に較する部分から討Oc01III)l¥で、石吹きが併前、

するりまた、 I 出liIJifriに4をするj')，:j¥分から城外にliiJけた平Jo.lTITが1i桁沼されたり石扱きのうも端部から5，Om、利J

りのある土問が続くけそして、 -;';11:川1¥からは3m!!:のfrJ)立で側糾しているり

[28-5トレンチ〕

Jじ一1:忍の)民主主と、 uIJHriのわWkき及び柱穴を杭wした"nu二塁のJ:J~築もイ'll' i{!!，r'.!'，米た 門 卜レンチ断1mでは、石

列のー ー:i"，:ISと忠われる石を牧11'，したの
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b断面a断面

H=125.000m 

石列

1 暗褐7.5
2 黒褐10、

3 黒褐10、

4 暗褐10‘

5 黒褐10、

6 暗褐10、

7 (こぶL、望

8 黒褐10‘ 

9 灰賞褐1

10灰黄褐11

11 暗灰賛2

12灰黄褐11

13黒褐10¥

14黒褐10¥

15黒褐10¥

16黒褐10¥

17 にぶい黄

18 にぷい貧

19陪褐10¥

20 にぶL、貧

21 黒褐10可

22黒1OY F 

23黄褐2.5・

24黒褐10、
25黒掲7.5

26灰黄褐11

27 にぷい賞

28にぷい黄

29黒褐10、
30黒褐10、

5
円

引
F
h
J

引
い

5
U
U
5
円

。
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0

0
判

U
1
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‘
Y

7

7

7
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褐

叩

褐

叩

褐

叩

褐

褐

褐

酌
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黒
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黒
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黒

黒
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黒
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暗

28-4 

a
b
c
d
e
f

E

h

-

-

k

m

n

o

p

 

2m 

日音褐7.5YR3/4 (燈 5Y R 6/8、5%) 

黒10YR2/1 (浅黄梅10YR8/3、5%)下部は脆L、
黒1OY R2/2 (浅黄信10Y円8/3、 10%)

黄褐2.5Y5/3

黒掲10YR2/2 (黄褐2.5Y 5/3、5%)

黒褐10YR2/3 (黒10YR2/1、ブロック)

(浅黄櫨10YR8/3、3%)炭か入る

黒褐10YR2/2 炭が入る

1
2
3
4
5
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H=124.000m 

O 1m 

第105図 深迫門跡 28-8卜レンチ北壁土層断面図
日鞠智城跡 第28次調査報告第18図を転載

28-8T 28-3T 

〔小結〕

1 日制高10YR5/4 
2 1こぷい黄褐10Y円5/4
3 黒侶10YR2/3 
4 1こぶい黄筒lOYR5/4 (明赤褐5Y R5/6、50

/.))

(黒褐1OY R2/3ブロ ッヲ)しまり
5 褐10YR4/4 炭か入る
6 に4、ぃ黄褐10Y円5/4
7 1再7.5YR4/4 
白 黒褐10YR2/3(黒褐10YR2/17口 :I?一部)
9 黒伺10Y円2/2
10 n音10¥7.5Y円3/4

写真52 深迫門跡南土星石敷き状況(北東から)
;~鞠智城跡第28次調査報告

199431:.肢の%&州刑制I~\ に、問 ー1 -誌の取で +ì.I ，'1j 1.8mの付.1j1Jが目指されていたが、ゴj政，iJ，';J1fでその北1!!IJ-'IIU

分のu火を小川1¥したけさらに北 j-);Jでも、村:)1;士を持つね穴を711¥jぅ.i'1Gt，'1 ¥した、村 11'rJは1.8mの11.¥jl)M-Cあったり

出-.，j ・ 5 トレンチにかかるtt肢は、 liEこt にf:tぃ込むJI:~で杭 II~，されたのこれは、版築工法における支引の

あとであるのこのようなことから、内士以の取1l!IJ の G 古L と、その北U)_ );I、のね火も、!，~~ ::l'. は iiL 尖しているが、

立tli'(と見なされゐ〈、

liZ制高1¥U)7{liJJkきは、よ1/.)jl(;6 Jr:)従のiU，'UfJlSでfTrEが'1'1)IU ) し ていゐ。今但lの ii) r'iJ :~I~ ーでは、 I-:-J .， I" .J;~の28- J・8

トレンチで、その延長と :卜'， i:l 1J，i: 古 1\ の;口ク IJが~'~11君され、北j 弘前市l の28- 4 . 5トレンチでも検11'，された。雨

上以では、 3()-45c l11 -f.: の 一、|えむを N~ J.l:J した L~:qJ，T:U) :j'こiIjlj liij flTí に、 IIJ]; r;I2mの iji~ ILtIに1肢かれていたり 161(IU)何[{jn
で前)j に T ず〉ている 内 北 -1'.~:1 では、 IIJ h'; 70 '- 80cI11と 1kい Çli~IIfl となる り líl可」二ili とも、 I~. iTii ，土まばらで、レベルの

JlIIiえはI!!f，く、外jまの11ーよげも1'II.MIである。fh:J'. i~~ U) lIIj ffíí松，'I!，のイイ}炊きの I -.lm には、赤十Lj色の!I~}jトー}~-;;があり、

Jじ112でも術部から1111;¥5おmU)本、1/.JjH¥'l回がある υ

-' '.弘前Hiiの1'1/にとれーリI，rxきのWJ係は、今回の制作でヰゾ日本体の制後とイ:1以きは、 一・ .~ili のよ:f:!，'の l トl に剤|み込ま

れていたと判断11¥来る ，1芸術古1¥をJ凶Ji¥W米たことにより、 I):1U)延長ブTli可と ml犯がjf(il::可能となった。 I、U

j>~;-{ は、北jJLI ブ了|川に\!lびており、北ゴー れは、それにほほiUfりに折れ、北1!!1JI.1JNの'先端部に 11児り什くと思われ

る" T)主、その角の j"d))Jが I"JI- I になると jよけつiLる円規肢は、 n仁I '.i~; ~ カ ; IIIIMì.Om 、 l肖 さ 4.0m、北上.4;4が IIJ !lW]l O.()m 、

I';-;J さ 4.0m と jffうじき ~L る り
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第3節まと め

199牛(1 会)立のめH:iì1\訪日予ヒで、市~]/?tl城では初めてのj以椛!，~~，::1.ーによる|誌が+'Jtl'l ¥さjしたけ治2討i1¥，i!，'iJ-t，~では、こぴ)

l:j~~;Eイ ~:~U))川幸!やその li，\ :ì立と、門 ii!t :r二i の jI;TN 世のfIJ!(II).J を EI I' Iワ とすゐ刊日~r合であ v たり州北として、 1"'Jiilè イ::ï U) 

)If(N:i自のWiI>>Hこはヨミらなかったが、 ト レ ンチ ;制 Nに よ っ て、 二t) ;~ の朔日比や十II;ì宣の一 仇1\が1"[';1111 さ h 、 こ1~):Hj'li"去

のごf)111'iが1fU!!IJされるなと‘のJJ¥i:井とがあがτ〉たのさらに、他のiiHJ:r日月で、これまでに伯山された上皇とlt'li立して、

新しい攻素も-U15でi出められた。

1 .土塁の特徴について

〔土塁の延長〕

j司t，;日川刷、の li;iは、城I"JのI，hjl院に11'(り付いており、広い谷部を;IArilkする I，II'I<Jで術後されている υ 今|己|の品1

:lfでは、 I:j~"止!，~~J~ の純岡市1t火の配i泣から、 1"11 1 (1 11 山)を扶み、ほ ほIlJ:ffj に折れる J I~で、 ïlJ;1ヒに 土誌が円U

ii:.iされていたことをt山県したれ r:'J 1 誌は、 T川1Lì1J! 11 のポ|・ ïili を {j;-) て、 1'~jllTから I"J LIに北凶ブJI[iJに延びていゐ n

1' ''] 1..1を扶んだ北土JH は、北lIrhl行l に征びて、北11[IJ:)1足せ毘十nの q[}/U，it，:I~ に I1児り付くことが与えられるり

〔土塁の形状と規格〕

Jに|設の背而jYrMi"a)の '!\nl~ から、 j)，Hl式のご| 主がだ!?じされる の m伯は、北士誌で lfJJ さ 4.0m 、関千r (き 10mと

れIJI リ j した り I '~' J)::~ は、 JMlí'ì の川一〉じに主らなかったの

.'1\1 j'~ ;，'城跡の-111 は、 Hiffii U) .. 1 ー出でより i引く術祭する yJ!、 iH1~が仰Jいていることが、以前の i利保で判|リ1 しているの

l!!;i1J!lj L):~ii山の北 ;;)(I}/'，: Ijが l向j さ:-l.(j m で f\jjC:できる のに士、j し て、 I ~，jl市の卯i 切J 門川、の ー |二日1 は、 r11 さが 13m とゴ|γi I~ に

1141く、r1'j1!!IJ . 1'. J; ~ MjlのiJq y.ni '/'rÞでも丘O~札Om となるい ì!jlj り，'1-'，しと 1品土を削)1'1 して、 '1叶11: にテラスを設ける 2!'立

111f.:iJじの 113であるの

1':，j11[llj'J:~;]:)jlでは、切り，'，・ っ た凝灰円手+ïmの!引j~ijむに例年とされており、 l当然地JI;だけでも、 |ー分に防;1射殺能

を~~たす土考えられる れ それでも、その | ・ドゴ 21 を梢築しているのは、市1WJ ~こ対する tl~党{内51JW を:ill ったも

のとWi釈しているけjfiti自門州、の|患のj均台、'，{ト1.を強ji';1にU.Iげる虐;識が1!/!!Jいていることから、 111j禦|川を司〕

mした結仰の17Jさといえるの

〔土塁の構造〕

川正当日併J二による.1ιよ本f本と、外1!!1Jの初;日11を胤 ヒで判IiiJDiするH，'J:.iI!iがfi"{!，めらiLたけ北上品では、 )，l;)i(日11に;'.0

111先まで、テラスi11日を出り川していることが予氾lされる υ

間 1l!1Lt.\:l iÎj~の V~jltii，}:;"，:IS と、 j~ì 1!!1I .U:'~n:)~の北端部において、出古11から松山された川ゲIJ は、 lìíf"'èí-でノl、保りな hを i山

川して、{走者では、|ガ~t Il IJ を i泣けながら ;H;べていることが分かつたの -'}Jで、 i~~~~ì白川跡では、大振りの、|λIうを ;ìfi.

べゐことを、特有をとする り また、池ノ )EI"I Y~、の J.i: '~は、 ;hl~)r(;"i l\にパラス状の右政きが検L'-U されたり これは、1';'

水の集1'1-' する地点なので、;主/.k)'，~;を 1没けるためのtill ↑iffで、あるが、同じ谷部でも、 i.~~迫 IJ'H亦では、それがなし、o

liLじは、士.42イ-，:1本のjJJj(~、 ì.tiUl( 'í~: を )\!.;fl~ とする ，~I~.;色 こ|ー と |土I~:.Iの五周となる門 一部に見られる Wt 色と功、色

のi'，'j質十会は、 上~~:~~ 1日正当との M~ ~ [ ""と 以われるの外1l!1J 担II~} :i!d~ の日日上は、 w色 を lJ.:: r\J ，';J とす る 1C， 'jtl じで附 ]J比さ れている U

これについては、 1，リ:化はしているがIIIJき柿めた状況にはないい ーサrε、その)I';)b(rm には、 J.塁本体の 1)r~~{il~の

11";11 から()，7--' 1.2m 光まで、1O~:1()CIllの行を蚊き込む;1犬 Y)Lが認められた。 J血i'i:j' りを/出こさないように、「捨て

1"iJのような役訓があったと考えられる。

さらに、 J.塁ilIff(iiからむ「火を雌認したn 土;日本体の術誌にド|三う i剖IWである n 尚 1'.:註では、それまでの 6占';

に力11 えて 、 -IUこ U，~が検 11'，された。 ;IU二塁では、 、I:J:l 本体にめり込んだ村痕をE-j)，'、と、 4・t火 21jl、が見つかっ

たの 1'III¥J寸Y);もUlmであることがFHi'Mi1:2，されたりー|塁木イいこと|け士めり込んだ牧，'.1:，;1)( y)~ から、性は、 -1':01111; 

梨佼も、そのままの状山で成約していたことが1fl，'~~されるけまた、 ytúーする tt:)ir川、の JI 刈火から、 一1__ . ~:~h'li 誕の

11叫反は、約一のJI北大{手1.Ji止に結び付けられてことが11〉じさjしる。



〔土塁の材質〕

時止めよ1"色二Ui、制灰岩が IJH1じしたものと考えられ ど〉 円 j血骨誌の ;rHI~刊の~LI..~こ JI~~J された (1 0.二L:. を台め

て、 こhらは、 Ji!J.1 Ll ji~ :)1μ) F"~ ¥こ止 じたJ:.Nbか、 ;止く?採末)1以1しfたニこ式t!J，少レと思jわ勺jしる行i山/)己|ド門11円'1~'川跡4亦;ぴの)に二ゴ1 "， ~;:良1 も f地血?刊im~初υ)

fl七i斗4斗i;川"刈、"

1使史川された1石二ゴi材は、 二iに安1iJ '(~tR~ で、 JIJ~外から搬入されていゐ n

2. 土塁の構築について

〔土塁裾部の整形〕

こ|品の外1!!IJ 加古11のJiZゴは、当初、作壌の可.能性も念Vít においたれしかし、 1X~2お次制作で、~jI汁陀 td~ .)tの円以

きがむ火ま 'C i えばないことカ;'I'IJ II)うしたので、 一体1'1なな施工ーであることがllf 泌さ üた。 M)~~O)Jル fTは、松の l白

百íj までイ7 を lJ}~ き込むことが「与えられ 」るから 'C ，v) ゐ ο î'n IJ:;，O)柱穴 |て1(11や、切立法1(11のiJ，rif;I¥からも、集石が牧

山されていなし、り したが '.'て、外1!!IJ の 115こ|二は、 Jit 伐の í'T"-Ei\であ て)たと忠われゐ η 石 ;J}~ きは、)，I;Jk(ì"，:I\の .，主 JJ見当

初か()千fiEした 11]"自ttlが正:jいり

〔構築手JiI買〕

!k:i"IJは、行;'jl¥の阿)J品川I(iiをIWf}生:1犬に供。11;したと忠われる。次いでt!，r:，¥1¥ \こ J ， I; {i!~イ l を~)，t : え、 l'塁本体のtiE士に

.n!うしたのであろう 内外↑I!IJI，{~J.: (/)"( i炊きは、あゐ..1tのれさ まで抗日ゴ二を行叶た依lこi肢かれたとの見ブii)'出来

ゐ。さらにその彼で、JW似を 11ーめるため(1)τ!diiうつ〉てられたのであろう vなお、それまでの似 |は、女十i以

外のブ'jy}、で、J:反楽したものと，Uわれるいその伶lこ、1.おmlllJl何で支社を立てて、 J11木休を-tlliお'tし、外↑!!IJ引1;

;}Ij に fliì リ:.6 t!I~~ 土をした と 考えら hる い

写真53 深迫門跡調査区全景(東から) "鞠智城跡第2日次調査報告
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南側土塁線の東端平坦部

第 1節 卜レンチの設定

制作|イは、的23i大，iHU，' (200lJ下山)に|↑]↑l!ljl・塁線A地点 と{，jしたj:白川で、机l:i再128mf'i¥の台)I:+!(;の平地地

である。 L:.T2段に分かれ、 N、市|の高 さはl.()mu このJ血に、州%'，'}h~ W~; 佐市iii rJT業の _.J主として、拠点広場が

"立i出1 されるので、事前fiNJ~~t を実施したU

!~~29ì大 ;問責 (2007 年度)では、 ニL'， i:l の把tJ子 を 目 的に、三1')1:l 1\r\I. I . ' 火付近に長さ 35.0m 、 Ill) i \1 .5mのトレンチを

」

旬。 / 
.. .. 

y 

F 

':;>鞠智城跡第29次調査報告第6図を転載(追記)

第106図南側土塁線全体図

121 

F 

4ミヨ00

.. ・、.. 

1? 

F 

と当り



第2節遺構について

|二端 11'市 6.3111 、 Jqi さ1.3 ，η の muwl でWli築 f 塁が検HJ1 された り )\li築士以は、地 111 に依拠した内托桝逃がifr~定さ

れたの I.~~l l~rmfの地山而からはO.32m の l向さがあり、 | ・背 1 \ を 'k ~X~式 l こ ;15 ・|会した柿泣となる n I'1:i質ゴと砂質トー

のILI~:JH ;fJ!tで、 3 段階に区分されるけ

l段附の (a-g) は、+白色系土でもlt日比され、]~;が)車 く締まりがやや弱いの城内側に I"iìJ かつて F降するよ

うに115こ!こされていたの2段|l!?の (h~ n)は、制く締まる刻11膳で、ほほ水、|えにJ11・iWし、付Wlとして灰白色砂

質二|ーを含め、 iILHJ"が悦入しているの3段II{・fの (0-q) は、 二1:.出背ifIT1!!IJで、地1.1.1とお:する部分である内紛まり

がややiì!-) く、二1:.~'UiÍj íTliに向かつ て下降している O 特に 2段 II{~Tは、地盤の !liiJjlif、 f#*j~í ~疑!天手;の土 J1tイじしたものを 、

雌卜ーにしていた。これまでの判JW城跡の 上主調査で、ねJめてのTI{iiti，~. -cある n

トレンチ内における也物は、ほとんど怯く、J;:~点;忠められた こu得点111)-'1- は、 l同期を川ー定山来るような状況に

なかっ たれ

.・、鞠智城跡第29次調査報告第9図を転載(追記)

Z 

~ 

ヤx=-5回
y=.19900 

ヤ
，=.470 
y=.19BOO 

，=.550 
ペ y=ー19B凹

O 
』ロコ=コ

25m 

第107図 卜レンチ配置図
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。.鞠智城跡第29次調査報告
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写真54 南側土塁線東端平坦部

土塁検出状況(北東から)

写真55 土星検出状況(北から)

写真56 土星検出状況(西から)



L=126.800m -

a 黄褐色粕質土lOYR5/6 h にぶい黄櫨色砂質土1OY R7/2 
固くしまる。 3.0cm大の軽石を含む。

l 灰黄褐色粕質土10YR6/2 
固くしまる。 2.0c"，大の軽石を含む。 h暦に似る。

l 灰白色砂質士10YR8/2 
固くしまる【 3.0-4.0cm大の軽石を含む。

k 褐色土10YR4/4
固くしまる。やや粕質3.0cm大の軽石を含むc

こぶい黄櫨色砂質土lOYR6/4 
固くしまる。 1.0-2.0cm大の軽石を含む

m にぷい黄褐色士lOYR5/4 
固くしまる。やや粘質。小粒の軽石を含む。

n に4旬、黄褐色土10YR5/3 
固く Lまるの1.0-3白Ocm大の軽石を比較的多く含むの

D 灰白色砂質土 1 OY R8/2 
しまりが弱いれ

p にぶし、黄褐色土10YR5/4 
しまりが強い。やや粘質c 9.0cm大の軽石を含む。

q 灰白色砂質土10Y円日/2
小粒の軽石を含む。

b 日月黄褐色粘質士10YR6/6 

C 灰黄褐色粘質土10YR6/2 

d Iこ小い黄褐色土lOYR5/4 やや粘質

e にぷい黄信色砂質土lOYR7/2 

f にぶい黄褐色士10YR5/3 やや粘質

g こぶし、黄櫨色砂質土1OY R7/3 
2.0-7.0cm大の軽石を多く含む。

O 
lニコニエ二工=

2m 

第109図版築盛土土層図
・.鞠智城跡第29次閤査報告第12図を転載

第3節 まとめ ('I"1jjN城跡の外部市~Í! について)

1 .南側土塁線の東端平坦部の土塁

奥行6.3m 、 Wi;~illから-n，Om の mUIJJI で、 1:反築L11・|カ沖111.1'，さ j した n 第23ì'l( j:)，'~W ( マ|勺1見 13J I:.rJU のドl刊HI) 土 ~~-.~n~j!

Imyfi，j自I1(E 地点l、)の ~NiJ :rttでは、棚;りょの、IcJI:I.I(日を引っ 2 段築J&の J.:~:1が牧 1:1"，されているのしかし当該地点l、は、

市11!1)~こ派手|ヶ十る支j主11~ を遮断する H古川でもあり、[立を判たなし汁 lEの ~jjJ能性もあるの

内，"，:1州J浩については、 T肝心より 60cm 下までは、地山を J;句状にカットし、そのJ.:- ~ こ !d~ :Jーする IJ~1 日jl(ì主となる。

I ~lÎiM.t，:lj の6()cmは、やや内傾斜となる央築式の1点 1:がされているけこれも、 EJナ九地1也l山山iι11，}点l

示すO また、 MZ 土がたきく 3 段附に 1 .:5:分されることを指摘したが、央築式の~1~:l.1'1:lj分は、|勺托式の古I1分とは、

納まり JZL 什や材安f:%~~ で fI114があるなと、!必土の手法に j主いを見せる'.'

ニI'.. ~~ !r~~ 土 I);j に見られた不:~0J去の柱穴は、J:j~築二[!Lに伴うJìíjïíif 支村のJ空え柱と二考えられるが、内iE柚 ;iEの盛

I~ の際にf'J..í JI.J されたもので、ろJc当，~hr~分は、日uの予法~C111J築された可能刊がPJJ い f、

目見よ材については、 iIlζ桃川である|町!i!f:船利f;'-~it).~火山(火砕流J1Ht't物)をベースとした J.で、地山の整形11主に

II一じた拾'.t :L を選別して山川した状i)~が考ーえられる。 1òJ2J-iJ J--.は、当該地/J:で初めての牧山となる。 i¥'qy~:叫、J1liりi

1:二笠 の11，劾~ .t合「、 {何可lMj主奈釧司、:1べやJ汁i白f低止4差tι、当基tf訓;1:昨山主引占|刷Il川IIなと、 そ1L7カoミ¥，¥引'l山k寸 る|ド向~I ?円然)~三~J血山JI三を考l肋古、した 工凶法三でt村桃i片Ij:1築J止5 されて、 |二足の :l'r~

;)1 三|時に花止|ーーした 土 ~j'~がfHr'j されているのそのため1òJ2ml ーは、各地).!~の主lJlitiifî に左右されることが特徴であるけ

このことは、これまでの間慌でl円らかとなっていたが、今回の訓査結果は、こうした組定を補強したJIラとなっ

た。 また、 7央Jたiミミ築 i印'íl\日:7分)-，はま吋t叩.~γi

2，鞠智城跡の外郭線に関する諸問題

[~~}29 次;iJi~Jf I 3ーは、J:j的'~_--l-.á:~ カ司会 1:1"，された第23次 i制 mz (jffi )if(;j 1'，:1¥ E地点、)と50()mlijjiれているが、 同 尾根

市Lじにある。 m1!!lJJ':;よれij[の取立iMf，:I)で、この|ぷIN，Jは、 ー|会主:的;五作liを色快く残す地JIラi'1(jな微|在起が多く fL2-められ

るところであるい J'J、前から、:上ZU(~R としてもl:Îw~付けら jしてきた υ

今回の);-J~1E!a~ 土 の発見は、土」;4料!すべて lこ土i:~~が築かれていた 1可能tl を示 11をするものである つ n1j!!ljJJ巳線

の m1!!Ij;íF!'I(IÎ は、 l~flJ ~(!~ ~:H ~:ilf (.~it灰 自の侵食作)IJ により切り立った出liïî を形成しており、それだけでも促入|主1~'Hl~

i山 JI~であるの従来は、 J.-l~:線で|日|抗するラインとして知世づけられていたが、第23次と第29次の HJ恥ílf によって、

この}O::，fliiラインにも、 |主が築かれていた刊能仰がltj くなったυ このことは、 Fn~東にかけての庄市.j[ .外郭

線J~. においても同株で、従米の児!咋を児院「す必要が日会じ t.:. o 1iliの地点の訪日査を主ねることが今{去のII畑山とい

λる。

りのつω
1
i
 



貯水池跡の池尻部

第 1節第29次調査

1997(1~)1[の第 19;欠制千fより縦統しており、 2007(lc)立の泊29;火山，1 :1fでは、 i山l克f， ll\ニおける i也 rm~聞の併níl:' 、J-Iì!

jjtのf!lj:iilifiJiil!JJをJ](IS にした。 前~ ~~l~ lii~i所は、そお'íl\の司ミ -1m111mカサ最も狭くなる地点で、以前からのiJI~I i/riW-C、あふり

1~ さ 20m 、 IIIJi\l5mの41 トレンチを ri立山した。
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※数字は卜レンチ番号、
アルフアベットは卜レンチ中の地区名

※太線は水成粘土の堆積範囲

・.鞠智城跡 第29次悶査報告第13図を転戦 (修正) X"，O 

O 5Om 

D
D
山
田

F
l
H〉

第110図 貯水池跡 41トレンチ位置図
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第2節調査の成果

1 . 卜レンチ調査

Jlf/Jjj~ と w むさ j した斗 J虫;1J((j)高ま りは、 1I'，).ìJ!l W(II)，J に主らなかったυ そ こで、周辺ì'd\ ，こ J ， !日li11 : fi.~，のための 13本

((了)'-(1:;1)ぴ〕小トレンチをjj立;じして訓音、を進めたい

((主)卜レンチ〕

l!'j水i山の)i(を{川辺、することを 1=11'1句と した。 1"}i'A:，:.t"こは、砂土とI'J'j二|カリ12じり、本校がIUニ|ーしたのこのレベ

ルが、はほj也)i(と11わuる"

〔① 卜レンチ〕

1)自の北1!!1ljJ，':i"d¥でtGt{! Ir さ~ L た桃川、の把jm を I~I 1'1') と したυ:1じ 1l!1Ji刊のすぐ北か らは 、 際nl が1:a~ r111r さ ~L た υ IIJ ;~I;

1.5m(/)柏l北|で、 11¥1:大lScJIlと、やベJノl、iffiりの石が放き1111められ、一|ー咋}'1'7J;iJs入し ていたの11;[上には、 この令官

ill を}買う )1;で、ド:.J1!!IJ に}Iメく、北↑I!IJ で ill く ìì~j iJl~する市Ijl '，胤が1 i'1古川、さ j した n この市Ij : 1 問 は、 1111\ を扶み-Pn 1!!1J の .:J )[1

i')，li i'íll でも ;r~\、められたり仰iJY の北↑!!IJ からは、花開うL; のパイラン土 (J山 111 ) カ河川 n2、されたの トレン・チ北1[[11では、

日iく締まった/J(γJ1HfU，，?，:がli'{(目立さjした け この JÇtI~ は、 (九) 卜レンチでも牧UJ さ ~Lている 。

〔⑦ 卜レンチ〕

J也 11 1が、 ]!j : 水池跡の瓜に ríïJ かつて、どの桜』こド附するかを~NiJ .1ìえする ことを I~II'!'] としたり 渇く11If1[[寸ゐ水)J\i:

i.11j-I，聞のー|、1¥1，で、 J山山のilrL二|品で止じたと忠われるNT!日を作目立したυ

〔叩卜レンチ〕

41トレンチiJi.I1!!IJの地111を把払lするこ とを 目的としたυ トレンチ凹11!11では、地111の由:卜.て、締まりのある本平

J1 f~ fft !'，Y，:がMr:認されたけx-!m(/)J早さは 、し()~ 2.()c ll1 で 、人為的な JI~}j であ る け トレンチ1'11火点目では、 土Jjliの111"1

倒色.I!i'i，:1 いから干ìM~ Jl，カ ; I'I U したの このことで、このこ1"，10'，:から I'.N は、1¥'11立川、I¥，干のJ1fAl'(C、ある ことが午IJI則し

たれ 対ー して、これより ー|、 )il~!~I: からは 、 j山 Ilì[ くで 、 多数の lj~jや 、 ~iHTl': {1i引「、:t r*~ ;十l itーなとが I.U j ーしたり j也111は、

司d!!lJへ 卜|咋してお り、 11 1 :;主で段 ì~~ ち し ていた。 このh訓訓!川M査志あ斜紡J山山lHl架[は止、 (包工jトレンチと剖liiH

えζるj上でで、¥、:大チ大にきなf手:カか、がりとなつた

[(主)トレンチ〕

水、!とJif砧!日と、前11!11の J-Jti.とのいり係を山保サるこ とを |二11'1<)としたり トレンチ111火f.j-i[のj血山由卜 には、 1主

任l.Om 一人の大イゴが去 Ui:IJ さ ω段 1)1~T で」 ili日を J~I~; [1111させていたυこjしについては、彼 111:に消 とし込まれたもの

と 中IJI析 し たれつ叫|を扶み、 IN1J!1J では、 ~t. -:{，~f )-;が混入する仰げlギカサGtLUされ ((す)トレンチ と|口JHi)、 出1¥で、か

なり締ま，)た粘土}ii!'，:が似?だ していたQ 地山とのh~tこは抑制刊があり、閣のj山世 !IHこ向かつて、少し iL~ くなってい

る状i}~も干IJII)-J した の 大石より北側'ぐは、(，? ) 卜レ ンチから統 < M;!日を I，IJ ' L、とする水と|ぇ JHA)'[!i，!"i が1i{J' fi.~，された。 J:，

古 1\は、ややおj'i まりのある間色 l とlIì~ 灰色二J-の 10凶 JH f)\と なゐ o It1jil:にl止を刊ち、 |、 I~;fする 地 111 の 1'，に JH ，Hlt-~

るり)羽田|の状il~か ら、 :1 じ il !lI 7j(~告の氏レベルまでがi く ことがifUJ!!J さ ~L るり

((⑥ 卜レンチ〕

(え).lす) トレンチの水J&)H~船田と、 JiIl lll との|刈係を J目指;することを目 的としたり トレ ンチ下川)IIJで路1'1'1してい

た地J.l1は、北に 1i.1)かつて絞やかにー卜昨し、1'11.;主に段を1'.IJつ。この段は、 (;!)・(品)トレ ンチ))1白jへ延びており、

I '{古から !I~~--I ーが 1:if1: il 1r された“ トレ ンチI+J1!!1Jのj血IllJtUヵ、ら、力量たけf誌の1iJ!i.J二iカ;1'1¥土したの

((D卜レンチ〕

l!υh也跡の11ifi り込みをWJmすることを I~II'I<; とし たの /J(JJ比川 上陪を J:mi i41Jしたと ころ 、 ほほ却 l自:"こ落ち込む JiIl

山ぴ)j)lI i り込みが~:rytHrl されたけさらに、祈出1I に j什う JI ~で 、 I IJ)MìOc111の'市 :1犬の{~~WÏ'がイi{nti立されたυそこ から{也氏と

なゐ取引!IIに|古川し)て、地111がベ竹f

31iUl'、出 }~iーが 1'1'1 :J:，したり

-131一



l
td
u
H
L
v
t
Am
uHUV
'
 

、一喝
、

ぷ、、L

岨
草加(

 
戟転を図

戸

b第ι回
同

b
岨
n

s等査調次qd 

4
4
 

第跡械智鞠

第112図貯水池跡第29次調査・ 41トレンチ全体図

-132-



，
 

-
F
 

L=
11
8
.4
0
0
m
 

②
T
 

L=
ll

自
.4
00
m

7
 

s
 

黄
褐

色
土

や
や
砂
質
。

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
砂

質
σ

約
0
.1
~
0

.5
cm
の
白
い
喋
を
多
く
含
む
"

褐
色

土
砂

を
多

く
含

む
。

褐
色

土
砂

が
多

い
。

花
商

岩
の

礁
を

含
む

c

灰
褐
色
土
砂
か
多
い
。

0
.5
~
1

.0
c
m
大
の
白
い
礁
か

J多
い
。

灰
黄

褐
色

土
砂

質
"

明
褐

色
土

、
錆

の
よ

う
な

赤
い

粒
を

含
む

。
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

砂
質

。
強

く
し

ま
る

。
最

大
1
5
m
程

度
の

礁
を

!敷
き

詰
め

た
よ

う
な

層
。

上
面

に
陪

褐
色

の
粘

土
層

が
あ

る
}

9 0 1 2 3 4 5  

1 1 1 1 1 1  

灰
褐

色
土

粘
質

。
砂

・
炭

化
物

は
少

な
い

コ
陪

褐
色

土
粘

質
。

砂
・

炭
化

物
は

少
な

L
、
。
黒
褐
色
の
粘
質
ブ
口

γ
?
を

部
含
む
。

暗
褐

色
土

粘
質

士
..

砂
は
少
な
く
炭
化
物
が
多
い
。

暗
褐
色
土
砂
が
多
し
、
。

灰
褐

色
土

や
や
粘
質
。
砂
が
多
い
。

0
.5
c
m
大
の
白
い
喋
を
多
く
含
む
。

褐
色

土
砂
多
褐
色
ブ
ロ
ッ
ケ
(
粘
質

1
.0
~
3

.0
cm
大
)
。
炭
化
粒
を
多
く
含
む
。

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
や

や
砂

質
。

し
ま

り
有

り
c

に
ぶ
し
、
黄
褐
色
土

2
居

よ
り

明
る

い
、

砂
を

多
く

含
む

O

1 2 3 4 5 6 7 8  

14
 

10
 

21
 

2
0
 

l互
'T

一 以 一 一 脅
一 旬

炉
~

むコ 乙
心

1
6
 
灰

褐
色

土
や
や
粕
質
。
砂
や

0
.5
~
1

.0
cm
大
の
明
褐
色
ブ
ロ
ヮ
ケ
、
0

.5
cm
大
の
礁
を
含
む

.
1
7
灰
褐
色
土
砂
や

0.
5
~
1

.0
cm
大
の
明
褐
色
ブ
ロ

ゥ
?
を
多
く
含
む
。

1
8

灰
褐

色
土

砂
質
。

0
.5
m
大
の
白
い
際
、

1.
0
~
2

.0
cm
大
の
明
褐
色
土
、
木
片
を
含
む
【

1
9

灰
褐

色
土

粘
質

。
砂

を
多

く
含

む
c

2
0

褐
色

土
砂
、
黄
褐
色
土
を
少
量
含
む
。

2
1
 

黄
褐

色
土

砂
を

多
く

含
む

。
炭

化
物

を
多

く
含

む
。

2
2
 

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
砂

炭
化

物
、

明
褐

色
士

を
多

く
含

む
。

2
3

褐
色

土
や

や
粘

質
..

砂
を
多
く
含
む
。

2
4
灰
褐
色
土
砂
質
。
同
色
の
粘
土
粒
を
少
量
。

1
.0
~
5

.0
c"
大
の
礁
を
多
量
に
含
む

.. 
2
5

灰
褐

色
土

や
や
粘
質
。
砂
を
多
く
含
む
。

2
6
 
灰

褐
色

土
2
5
よ
り
や
や
暗
い
色
。

2
7
灰
褐
色
土
砂
質
。

0
.5
~
2

.0
cm
大
の
礎
を
多
く
含
む
-

2
8

灰
色

士
粕

質
少

量
の

砂
を

含
む

。

陪
褐
色
土
日
質
。

1.
0
~
3

.0
c
m
大
の
礁
を
多
く
含
む

I

褐
色

土
砂
や
粘
質
の
黒
褐
色
ブ
ロ
ン
ク

(1
.0
~
3

.0
m
大
)
。
炭
化
物
を
多
く
含
む
。

掲
色
土
砂
を
多
く
含
む
。

0
.5
~
1

.0
cm
大
の
礁
を
含
む

責
褐

色
土

0
.5
~
3

.日
明
大
の
風
化
花
筒
岩
の
礁
を
多
く
含
む
。

賛
褐

色
土

や
や

粘
質

。
一

部
灰

黄
褐

色
フ

ロ
ソ
フ
を
含
む
。

黄
褐

色
土

砂
質

。
褐

色
土

風
化

花
商

岩
を

多
く

含
む

。
炭

化
物

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
や
や
砂
質
。
し
ま
り
有
リ
，

黄
褐

色
土

や
や
砂
質
、

1
混
じ
り
は
立
し
、
。

褐
色

土
0
.1

 ~
0

.5
c
m
大
の
白
い
礁
を
多
く
含
む
。

lこ
ぶ
し
、
黄
褐
色
土
砂
質

co
0

目1
~
0

.5
cm
大
の
白
い
礁
を
多
く
含
む
。

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
砂

質
。

0
.1
~
0

.5
c
m
大
の
白
い
礁
を
多
く
含
む
。

褐
色

土
砂

質
。

明
褐

色
プ

ロ
ッ

?
を
少
量
含
む
。

灰
褐

色
土

砂
を

多
く

含
む

。
明

褐
色

ブ
ロ

ッ
ク
(
粘
質

1
を
少
量
含
む
。

灰
褐

色
土

砂
質

。
O
.2
cm
程
度
の
木
片
を
少
量
含
む
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5  

1 1 1 1 1 1  
O
 

2
m
 

:.;
:

鞠
智

城
跡

第
2
9次

調
査

報
告

第
1
6
図
を
転
載
(
追
記
)

(②
T

・
⑤
T
)
土
層
図

41
ト
レ
ン
チ

貯
水

池
跡

第
1
1
3
図



〔③卜レンチ〕 ① ・("IT). ( 2.) ト レンチの旧日ゴ JFj が、北引III/J(山?の |十川l~â に沿って JじバげJ・ | 行lへがし くと 754 ，.~ られたため、

ぐれをJ山W-4--;~) ことを 1=l i' I () とした。

[(屯⑨立号)卜レンチ)(⑦?罰).(ω川日川).付ω川ヲ竹)卜レシン，チ

:1Z「カか、をf間川川U'べ‘ペことゐ)ことを[口](1下|ド内〈サjとした【い》

[(争 卜レンチ) @ ・ (吉) トレ L チ とのj3~~で 11}~山された的 il';IJべ0+1'1; JU を山担~ht ることを 11 i't句に設定したり

[(}]l 卜レンチ〕 ① トレンずの際11lJ二 I i' Îi で見られた砧二1..:.1\討のエドー 1(lil'i'~な J1、がりを的fEすることを口 (1りとしたυ そ

ぴ〕市町民、*，!iJ-.I0'，:()))よがりが昨日立できた υ

〔⑫卜レンチ) (2，) 卜レンチïLLj 11!IJへの隊群の j))、がりと、 /J(n~1山J:_I~I U)羽よがりを 1 ~1)rする こと を I~I n(Jとした η そ

の結 ~~、 N1~併がトレンチ :lt1!!11へと杭く状川が認めらhた ')

[<@卜レンチ)¥1i)トレンチI-N1l!1Jで、 I此にj血山が?青山していたυ それに泣いれ↑l!IJで、 i也氏にli，川、ってとの よう

な地)1;変イじがあるかを う、11ること を11的としたい

※(ーから(6)トレンチについ Cは、日新しい)J比引がなか司たの

写真58 貯水池跡 第29次調査・ 41トレンチ全景 (莫よから) 市鞠智城跡第29次調査報告
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2. 北側水路

J見栄川ぶのぶi作Cあったが、平成11{I:.j庄の付け t~~ え二r rji で、 1記能を消火したυ 工!:J i の拠出は、 i也氏に集積

する 多数の liWéゃィ-1 と 、 -~~!I， il!~ 'i).i iに成るIJIlT:JJ'iWJ;らし きL'jヘ:[)、のt立:fであvたれ 11fi'iみ ~j; ()) jj世柄カ2込1)'i::されたの

で、予定していた川i'jljを1[1.1卜.し 、付け1詐え.:l:!:nがす二施されたのlJLl'1ーも、地主1(11や地卜 をったって水が集まっ

てし、るυ

ノ'J(U~-~，k1!げには、化的i岩のi血 1 1. 1 がgl:t IIIJ[している{H)分が多く、 tJ{カjyiでi'I'II:[犬の胡if)込みがMI日;とさ hた。その1[1

で J~::' II;. ビ ~ì-~' がよl' し込まれたものは、 20cm l[J日 で、 lTï iù: な日止を判 っ ていたれ 力11工蚊跡らしき段 J4 は、 北京か ら I+，j

jl!ej にかけて水路に沿.')ていたn 111 線 (1') なもので、;位、|豆II'I(J な ~n;の{王子がjj立められたの

ÎJILT:J九閥、の J'./í:[1 は、 J'l.l に 11リかつてさらに地山がカッ卜されており、多数のノl 、 1!J( りの燃が集干1~1する :1犬況から、

)， I~ )iUI[1 ~こ倒イヲを lJ]lz いたJ:. i"， [1十j'li.ì告がぢえられる υ |、 Î/i l~の段 .~~II~~ は、 N~)!((¥[lliiJTi'liを10JLした加|工:)j'l刷、ではないか

とjf('Kiしたり

;}:.fr'仰刑制!I) は、 ~，I~)J\Hlí に I~t ・ 1守カミ下にもくり込むような JI:~で柏 I' .U されており、多数のTr~~ .イJが一fにJl[!i吃して

いJ3ことが子加されるりこぴの〉たνめ〕、 1)内j刷~I吐liJ:1!似仰州!!州川! I)リlの 1'.は{絞走11川JIに1車判抑q引t!川νめ)J戻畏さjれLた2次j叩1引)A'存積itAlilけl'の1川JリJ'i柁‘tせ剖包t出，[官性[1ゾ

こうしたj刷?司吋;)凶Uの):/1犬::'l兄カか、ら、 iiijf(fjにイifJ'iみを力11えたJI引をのf(.f:I::カ、悲15じされたカヘ {i(i'rじにはすjらなかった口

第114図 41卜レンチ北側水路内集石実測図
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3 出土遺物

41トレンチは、 i山)ji.i"1I1であるためか、 j世物ぴ)i'JJj-.:f置が少なかったハいずれもk:111片で、II;¥Jリ1を追えるものは、

ごく限られたり ~l~しlE1 1fiJ 、 IJ:iIí'~+f、正当の 1~'1tの遺物の仙に、 石 出ベヘ f~ il;~ . I~' I 的、瓦f!日出与の仁1" 111ーの;宝物

も混在したυ

〔須恵器〕

3D3はj不正tの口付n"，I¥)"rで、 手立平r;書j1.4cm、)Uさ0.5C111nJJ'UJX:はベJや不1i.Lで、 出~:，~i:: は ~.~r~ く、 問、|えな出JI:~ カ三二予想

されるけ 仁川和"aj をやや尖り すし 111、にイ11 げ、 O.9cml人~ 1!!IJ に )iiM1}lj を JL くイ11 げたO.3CI11のかえりが付く。 I)~ .外部

ItIJともにナデ訓拾を施すの

3筑oぱ4.30ω51は土高台付付.上刈イ、でで、あるn3弐()川4は底i部l'1¥日¥)'j十「

たくイf刊I上1:λゴJ:げている (υ1 出1形|杉2はベやJベやrj丸Lみを'j肝昨びび、て i少丘'r，ち|仁こがると思われる⑦底部の!車さは0.5~O.8cmD 1付・外出而

ともに T'"f"なすテ、訓拾を施すυ)氏印は切り lijj[し{炎、米，i)，'J一位，;，305は)/(t，l¥~1本 T!I:lj 戸l で、ややlしみを叩:びた ìl';で

立 ち 1'.がることが予想、される υ)式 i~，:lj端よりやや内 1!!IJ に lおき O.6cmの高台が付く。高台の yflij r~:lj は々や外1l!IJ につ

まみi' U して )J~)字する υ|勾成|百|には不整方向のすデ、外)氏Tíllには |ιlil以ヘラ切り倍、ナデimJm~ を施す の

3D6はli司j不の)州Ij'¥II)十で、上司、gl¥~こ llY.りつく J安杭tl:l) で、あるのケ九1'(;\;1j 2.5C111、地1& は非常に良い。Jj!;iJ部は )lF手で、

やや外に l豆りながら FÎ年する。 I付・外出Hii ともにT'~íなナデ調幣を自白すり

307はう告の口松自11)'1"(、、 時イ(;Rj3.()C111、i出:t叫山;日山÷付)厚l亨;1.1cα111れ |仁口二コ|乃示松iら芯}弘μυ(リリy川端fイ4怖;A出i品ι111~川i~市郎{hi

り1.3C111可1下|ドJに」太¥しい、叶4柊変をもつ"1大Hf，'fHri は丁寧なナデ品rJ~1:;~ を施す日 タト 1日間にヘラ状1:)主によるケスリがi沼められる日

308~ 314は誕の )J阿部片である の 日弁)車0.9cl11、外出羽ÍJ にかIH佑子 11 タタキを施すり 309は、 H~f)宇1.1 ~ 1.2C111ο 外

部)111 に平行タタキを施すり 3lOは、出原O.6~1.0CI11n外出miに梢ブTII'rJの'F'.hタタキ依ナデ調整を施すの311は、

昨厚1.0~ 1.1 C111o 外出国|に 11lt っちîÎIJ の干行タタキを施すの 312は、出原 O，7~O.9c111り外f}日ìi に柿):iî Cirぐための平

十lタタキを施すけ 313は、出)享1.2へ1.3cI11"外出 liri にキ111的 f~1 タタキ彼、ナデ訓主主を施すの 314は、出!早 0.7 ~O.9C111" 

!阿部品大仁子付近の破片 と JZ(われる。外出而に *í，l ん IËIJ の平fj タタキ佐、村'(hl内のナデ司中拾を施すυ|付 J~，~iI百iにつ

いては、いずれも 当て.見:)kが伐る υ この内、 311は卒、|・め方IIiJからで、他は|司心1']であるけ

当、303 304 
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第115図 41卜レンチ 出土遺物〔須恵器④〕
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〔土師器〕

10cm 

第116図 41トレンチ 出土遺物〔須恵器(主)J

315は )'1、身 )ll で、促冗口任11 .5c111 、 1jl ~正 Jt({f: 1 ()，( )C111 、 II， ::)J さ 4 .2C111りやや JLみdlU; ひ、た JAÎ~， I\から外以気 11米に 立

ち 1，がる。 仁!日立1M:ì~l~ は JL く 1J: .I'，げているり ~'UI}.tl:lj より ()AC111下 が? た IJg j~llj で、 O，2C111IIi)iiの比五日を巡らす" 1勾・

外J~'I~ nIT ともにすデ l制12 を施すロ |大] l!r'I~f而iの Ji↓U:， IPi くに、少 l;! の功、色印私|・が1，J・ 1告 するの

316は両手パJ川、のJu:i"，I¥片であ13υ 端部をエ|工たく fl‘上げた逆台)1;のi荷台は、|勾J')i~C )jl~ ，&d\ 1 . ()c111 、 ;;ii，lì~， I\O ， 6c111o

底部は、'1'心に 11-，)7トコ て出!14 が"i-~I} くなるの 主(休本判判l'的'1下刊|ド内()に n宇t立L なナテず1川i訓出

3171は土 ?W胤j以Aの 11限児 手 y片片lド-ごある υ11限児子は、 11'( り什き T!r:lj からベ~-'\~ UIi) きになち|いがり、 1'1-'私1より 1];T1d ) J lii)に向きを

司王えて玄ち|亡がるυ)jt/U-:11:'i:ljはりと り気I!米に整形しており、指ナデ艇やll¥(り1，Jきi¥iI¥(こ指1
'
11さえの:Jkが1U J lIY，tに伐る ο

31?lは無罪W，i: の []絃 ~IJlfjJt， l\片であるわ じ|綜;"， 1\ は、|リ J IIJit なくびれを jも っ てやや外 7了 IÚj に I ，)IJ き、~'，IM:('ilj を JL < fl 

上げているの に|綜品f:ì~:ljから 3BCll1 1" がJJ同 1\[I:r~J位づ(iJ となる。 J '\"i" な也りで、|材!~~ ím は村lブ了 IÎ'j のナテ iV，'ij ~\与を施し、

仁I~~吋1\1干にはf:íJÉÎ:ï 1何の 7 テ、も認められる の 外出mTはl.()cmJ'P，仙のヘラ削り{去、ナデ訓IJWI~ を施すり

319は十:IiJMI" 2: の|ごIH!;~JJlj州\)'[であるり 1-1~: '~; ì'í:l\ は外カー IÎ'j( こ I !)IJ き、端部は lリ]伴な住みを J守った 1'~lr(îjで、外jllリに

ひねり 1'1-'，されている円)j:(市1¥は、|円|除にくびれており、JJlliJi'¥I¥はJしみを'lU'ぴる円JJlfiJ1¥1¥1比大f-fは23.4C111。内昨日|には、

t，~よから ヂ11;>への斜ヴJI 行!のナデfW~:t~がid、められる n

Lコ 主主2

.' 317 

同~47-

、、、

'319 

10cm 

第117図 41卜レンチ 出土遺物〔土師器〕
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〔 瓦〕

320は-JLJI， 1/) .5>)( );i(，f . 1!111 ~if，j {，II)-7で、 JPさ1.5--2.2cl11、)1WJy1Ml}ljはヘラWNJ~~~~を施すが、外iflltj止くに封、刑車冬 ())iJr り

JI'( り :Júが伐る 内 11~1 1 11iは寸宇なナデ削t~: を施す。 1IIImj はイデf;J，';j~まがなされて 、古1\ 分|刊に ~I)IIJT:JJ三が拘る" II!.IHlj 

~1~il，IM {，:I):i[[くに、はっきりとしたJ旨1111さえ肢が成る。

321は'-i!瓦の↑![II端部j十で、 尽きl.Cl-2Acm"側}iM}{'iISはヘラh!，'，1轄のwn三がff112かに認められるη1"1而はナデnJM

1ih を施すが、 1111:かに ;(1) 日 H. :)hが伐ゐ 。 tj .O~1刀:mlll];\の付けI~j-:Jj~が Hí主 iiとめら hる 。 11::I Hîiはナ テ"'，l)r.J ~l~~ を施すけ

322は、 |λ瓦の j火 Yi/，ji'~:lj) .Jr で 、1';)さ 1.2 - Ukm" 1;と Yli， j1~:I) をヘラ l出IJ :~~?:~で撚 )1; してし、る υ1.I!. IHli にイfi 1二1Ji.百えがりえり、

1~( ;;jhi mS :ì!iくは指111 1 さえで~\nl';している υ 1121TfiiはナテiU，'il!!在を胞寸 。

323は王平Il.主瓦じの;扶大2liHli川;

のへラi司;)，';1 牲により、iJ:'I・めに主主~Iきする υ IIIIHII はナデ訓捻を施すが、イド日 u 肢を践すり 111~\4.5-4 8cmの jJ/i骨 :Jr~fが

苅るり I~Ii1i1はナテJ川15を施すn

--司

321 

:とう

323 

10cm 

亡二コ
第118図 41トレンチ 出土遺物〔瓦〕
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〔中世遺物〕

324 ~328は 1.rnli I{i[ 1 出であゐ η 324は小|川.)~で、{立冗に|任お.()C111 、 W: T~ )K tHiA Clll、ltjjさUlcmoM:，'怖から

外11'([しながら立九上がり、 NM{il)をヤヘ斗Jり気11未に1:1上げゐυ1);1.外if日Hil(こ、 J 巾 なナデ;ìJ，1Jj~~を )/úi ーし) 325は

小]川の口打、._)氏1叩Nであるわ外1tilしながら i'lち|¥がり、|ナI~': -)~~'l llj .ì"ilj を fj去り気I~、に {:I 1.げるけ外))辺部lこ、は 4 き

りとした板 U:!犬の圧 ;JÚ カゆえる η 326は J~;身の lコ枇自!\川ーで、仰すし|ご1fi 17.0C111o '，~'，'f仰はlF く、也市íUI(J に 1l ち J:， 1)， 

ることが二}リIl~ される い l二l ij，;t'~ l!N，j{iIS を 71...く仕上げている の !大j !~:iHli には、寸.容なナデú)M:t~がÎJ包され、タt~:十 1Mは、ヘ

ラ ì'ílJ り任、サデIt)町民を脳サ一。 :~27は、 11、身のjJ ij':y. _，休 ì}!~nーである 。 :fii ~f~ はャヘJ1)、.jl存しながらず/ち |‘がり、 u

綜~iMs:I) :ì!Íくでやや外ブJ・向に 1.;1]く れ 』;ii 古 1\ を)1...く仕Jjt'る 。 :~28は j不身の)]"(古pJ1 ー である の 日日 JI~ は、 n'({i:IS -;JIMからl七

I1皮J'i0111Jき気11未にi'f..ち」ょがる。)!(JliItiO，!Jcmで、イイ¥j¥IS)与lはO.5cm " 内出日|は IIIII~I とな りながら j 可f なイテ訓J ~*:~ 

を施し、 外"~:fITli(土、糸切り伎、 'JてがなイテI;}，';j粧を施すれ

329は I~IM~(}) 1十1~J';""， I\nで、伐tT I'，~j2.5cm、)平さ O.!Jじmυ ゆるヤかに立ち J:.がり、』lJj 自 1\ をやヤタHI!IJ に|向かつて

ひねり 11'，す の 33()-332は背 II;'~ で、いずれも口松者1\である の :ßOは、 YQ{-f t:a8c111、村山手f().6cm"ゆるやかにひ会

ちよがり、 [Jilli 白 1\ に|何かつて少し聞く り 外{~ifmi (こ;辿弁 ~U訴を 41l く 。 :i31 は、予見1'-( j'. ~~j 3.0C!l1、 )!ii さ 0.3C111 0 ゆるや

かにヰちよがり、端I:(~:IS をやヤ尖り気11本 lニイ十 1'. げる の外昔日而|に ií: í:f ブJI何の仰い比~;Jj! 文紙があり、 1)、J y，ii ifnにも立;紙(ィ、

|リJ)が施されてい る 。 332は、{立花 |ご1:(王 17.8c111 、 民有 1点\2.()Cl11、!平さ O.5ClTI o ゆるやかに i't: ち | ・ がり、 [l lí;1r~)iMi 

i:，IS外1!!IJが少し)J目印する。

333 は JI貨オ船の火千f'(' 、 j阿部から )I'(f， I\;Jj:くにかけてよi~fr するけ !まjiillから、 ベロベ)11町[iJH・しながらJ.L:ち」こがっ

てし、るけ l;'.y'M}:ì!iくにヲミ'出'を j'，'J ら、 f~)j~) JlfiJf手は34 .0C!l1 o

」三ヲ 三二 ー一一つが乙

、二ヨ 一J釘
ζ こ才ii 7 7同

37d γ

d'Jお

ヤ一一一!

ノー二一、
一ー一 一一一

10cm 
ノノ 333

第119図 41卜レンチ 出土遺物〔中世遺物〕
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第3節まと め

治29ì火山tff は、 41 トレンチ内 lこす安定した小トレンチによって!!?水池の池尻加の仰11 i止を tl~jÎ'f}するという 11 1'1守

で実施したい 41トレンチm部の土山状の日まりが、はほ'，1ー'IltJ:)、11;干のJH積ということが判明したの

〔堤跡〕

被放のトレンチ訓査によ 勺 て、 IJ是川;J が|折片 nサにW，沼されているい l貯水池刷、の~JlJ 有では、 iiliDHl\:I\ と池尻

14:ljのレベルi~が9，Om もあり、巡っかの小規机なj~JjÊ によって水jffi{~r1HJ i~jíJが行われていたと考えられたけ今|司 は、

それらJ!'J';J(i也跡のjjilの股終1'1サなものとf乱世づけているけ

削五 13:1付の(~) • (3')・(与)トレンチでは、水平J1IfJ1!の臨土介可能}~~，されたりこの胤二，. は、 ~':~JI:~ されたような地 LU

の由ー|ーに存f:F しているけまた、北11[IJ;J(b'各内では、|官庁Jí!l刊な佐 JI:.日品、と考えられる部分もある 円 !?r~_~1 の|抗日11 とな

る水路市1¥分には、 五|子位石となり何る大石が干f泊iし、その周辺には小さい石もliktlする。

これらのことから、今|匝|の訓J1fでは、城外1l!1Jで花同岩のJlli山を段状に整形して1;1.;1')世となる大石を抑え、さ

らに依ろには、 :止し込め:(:]'を元!iめながら1:ifl!tみを十jlPX5したとtfHlきしたりそして、その」ニにIlJi1STU、を↑山ったltF

土がなされたものと注I，icした。

また、堤刷、の城内 11[IJ で、市:1犬の行吹きが村tllー1'，され、 j也肋、の水)戊粘土 がそのi'j'，:[で注切れることがイi'{rIN，~され

たわこのことについては、このitW;1犬の布 。泣きが、 jjiの I)~似IJ1'1日分の j削花石か、もしくは池JiT~の l従斤であったの

ではないかと考えられるわしかし、沈と考えられる部分の地111は、場川によって扶られたような白川があり、

j}frの-x，q，祉法りというだけで思形されたのかはっきりしなし¥〉また、イゴ放さ」ーにi:，1iPTゴ;をli'{fif!c!，したが、 41トレ

ンチ|十:J:;}ljの高まり i'!dj分の土とどのようなI'I¥Jわりがあるのかまど'(.士山揮できなかったの

今日の ímJ ，企|三における出川、と思われる mj分については、今{走、 (8) トレンチh'iJ :;n ベペ;J，'~丘|互外の pti1!!リ i'!ij5う士など、

児机との止~~がり T~dj 分に i制査を広げていけば、制 i世等についての新たな 'jíi'Xが中IJI り]すると忠われるり

〔池跡の範囲〕

栴 19次訓査の20 トレンチまでは、 JiIl山と百灰色村ニ"のJ~ として把Jぶされていたのそこから北の 111\分は jit山

ラインとしていたカヘ今1[11のi制査でおおよそのラインカサ山県できたの

第19次 lìlt3k20 トレンチ|刈の、 l也山と 清 灰色粘 土のj党のラインは、 ③ ト L ンチベ〈わ トレンチでも州~n~，できたり

それらのトレンチでは、地山の 1)~1l!1J にそ[政き百 1\う〉が~'MH，&、されており、この点、についても、 i山の純|打|を liÎr ii.2，す

る |22の参彦材料としたけ ③ トレンチ灯、北については、(会 ・(三)・ (0 ・ (1) ト L ンチの I)'J で !I~~.I の内 1l!リで川'状の石

政きが見つかったこと、さらに、'rLf I央色粘 土 がそれより力J~IJHl! IJ に見られないことなどが判断Hll である 内

'1乙川1'1サにみると、以前に 1(1ラ主されたラインより、祐 三|工 、|ブ刊 [IJ に入り込む )1:' となり、東1l!1J の尾根 i'~， I\分に|打jかつ

てうt制りのラインとなるけただし、 41トレンチ内でも、 rN;1じでは1J干のレベル主があり、 i山がt'r:trーした当l日

の;J(jYliレベルがどの相度にあったのか。今絞、これまでの別査13との繋がりや未;;1，';]査|玄のi川浩二成果をf.¥':たね

ばならないけ

-140ー



第30次調査概報

第 1節これまでの経緯

貯水池跡は、長者))j[JiIll互の北1l!1J谷古1¥に所{[するj世情であるけ fFmとなる|拘束1l!IJに端を発し、 II"iXから北に

lílJ きを変え、 谷 :~I:I~が J誌も狭まるまでの雨北に長い JI';:I犬となる"水成中，liU留 の jJl、がりから 5 ， 300111の対~1~~ が1H二

定されており、これまでに、取水口、モ=jT})史浩術、けj-木j場跡、木*11)量1%(:;J<. ì及みJ刷';h、)、 j是防状j宣梢(小JI~ JtË:)、

柱穴列等を桃山してきたο

l!'j: 7]( i山川池 !1L ，';I\については、従来から、第19ì欠制脊叫に雌 11t した水JJX: W， 1i 土!日と J也山の境界ラインの北Yi/'f1'~:lj

に 当 たる、 l)g1I!1J ヒ忠利!が所{Iする山!引J~から:Bll に i)紅|二 する文)毛利4 と米原集部から北'1)[1 ブJ折l に突 I'{'I する支尾根

により束 ILYI111iiがtlt も減じる地点、に;jH:定されてきた。 よIL }JX: ll 年)主に }I.J水間の付け怯え r 事をわう I;Yf，に、 Js'~界ラ

イン北端 T~:I) より北 1J!1J の水路|人j の!未 ((ìi ベo Mf TIU にl.()m を加す大II わ20~閉じm大の !Wi;t~ のi'':ïやそれ以下のli4i .イヲ

の存在を 1iÚ' M!，したことから、 担 Jjê-~'rの制 j主物の ttイ1がj((定された。

こうしたことから、第29次削在 (2007午皮)より、他此j'}ljにおける池範l却の雌定とJIりよ?の梢造物のWil円

を ICII刊に、企長約20m 、 1111~約 15m と南北に長いトレンチを 11止定して，iJ，'J :ntを ')Uj{Jj してきた。

第2節調査の方法と経過

2007JfJ.支の第29次fiJ，'J1tでは、 41トレンチf'fJ1HIJにおいて水JJti:11i:..lの北端部及びその紋辺t，l¥に配された'情状の

1機mを検11'1し、また、北1!!IJの111水附(以下、北側7](路という，，)内においてiib料!的な加IT:1良川、投ぴ、多数のイ」

が1iX{1¥していたことから、石積みを伴う庄の存在を惣?とするなどの成扶を挙げたれしかし、当i設耐査は、日「

13::1三の小トレンチと北1WJ7J<'ll'i1内の1I'i1，I亡など部分J'I包なIlJIJ:1'1仁で、あったため、仙の内部桝;，主の把j!~; まで及んでいな

かったわこのため、第30次~m 査では、水Jj'X: *lli士「向が拡がりを 見せる南1WI において、 i也の内 filj梢造の把揮を主

目 1'10 に、池底までのtJ~i削を実施したn また、 19-4 トレンチ凹1111J において、脱ヒ;伏の水平Jit i'j![屈 を伺行IZ して

いたことから、而i的に 1111:)1立するため、 41 トレンチ凹↑J!lJWî寄りを 15mx3-'4mの il!~I1l:1 で jJl:IIJil\ し、 11 トレンチ東

1f!1Jにおいても、池の東岸部を桃山するため、 トレンチを n'Lí()~(1むにつなげる形で、北市:りの ~:I~{IS を拡 l[ffj'; して~m

:ill(を実施しているの

ji}IJ査は、 i也の廃絶伐の唯筏状況を利I1かく見ていくため、段1)析を迫ってすべて人力による州illJとしたり I十J似IJ

の土壇状の高まりに、 29-2トレンチ及び29-4トレンチ添いに、 J二国側祭のための111'1= (111半(1)、III'I'Q))をそれ

ぞれY'比したほかは、 Il1T1刊な柵り下げを実施したn また、 7J<'JJ比粘土:..I~ Hñ までは 械に1Jiiiり下げ、水成粘土層の

柵削は山岸ι1\を叫し、池の 1:1: 1 心部1l!1J の抑iì'jlJを先行させたけ i也底まて~1jl r¥り ードげた段|併で、 111'1=(2")の北側iL1f1I J'.に

おいて、 13)認の基本開序 012頁)を伸一認したのそれから、池岸部へのJ:hii削を進めた。また、 41トレンチ北

1WJについては、小トレンチ等により同Jrの把握に努めたが、悦乱状態にあったため多大な|時h'りを史すること

となったu 北1WJ;J<.~告の束 1!1リ|制定箇所で地山との境界が「リ1雌に体訟でき、池から北似IJ に延びる水路状逃怖が推

定されてからは、ノトトレンチ干~.;により遺構の把11誌を I~I 的とする i制査を実施したわ

則1M]は、 2008年6月25[1から2009il:.3月261こ|までで¥このうち、lO)cJ23 [;=1 に l目:)j<.i也 wn也FLHI\ において j;jI~ ;;世

:~'q泊 {L1象が出土している。
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第3節 調査の成果

層序について

i!?オくj山川;;山JJL官IIU)府!字につし、て、，11トレンチ司{!u';::M:J14fりから11ドトこかかる;"，:1;う士におし γ仁、 l、記(7)とおり 計

13の)刊にサ引 Lたり

!E川、k 土 色 小j 出t

I 附 出色 1'.(lOYH.4/4) ι 去JけややWj'[l[で、 Wi"+白色粒与 を多く混入リ

11階 にぶい Hi.+t~ 色二|二 (1Oyro/3) 、やや*，:j'~L u州日多υ

Hl周 tu色 1'. (7. ~YR61(1) ー しまりあり。 炭化1引を多く 合む。

N Jf~I~ にぶし叶白色‘1'. (7.~YR(ì/1) ー しまりあり"ヤヤホ!l貨"炭化中立を多く を「むυ

VJi'j，，; J}(~I'U品位j '. OOYR~/2)化~'，):， ll'v ~:i'，.を多く 含む。

VlI日 )天 間色土 (7.~YH.5/2) ~. しまりあり。 {l'vN:

Vj[J';，，: rw)~ 色 1. (7.~YWì/ 1) 

VJI¥用 倒!疋 色 i'， 'jpU日 (7.~YR(ì/2) -VIII習にj七ベベJべj11;jめ

IX廊 古川色Wj領ー1 (~B~/I) 

XI回 II ì'ff有 )火 ~Wj'{'L 1 (584/1) .-JXJ~H二 J七ベヤヤ1I~，:ló

XII日 Ili!'Tif灰色*llj'貞二[ (~B3/ I) 

XIT IrI，: l'J 以色シルト(~T32/1 ) 

XlIlJ，，"'，: |り hifJT( 色{付JTし| 閉 (~B7/ 1)

このうち、 VlIl J日 より上!日は、附1tt~ ~，{:.f川崎I~'ーが I'J'Iゴーしていることから、後|止の Jjl， H'i )í，';:，:と判断した。 IX周 より下

J'(h6 (7J( Ij比i'ltJ.Jjr lW FiI¥:となるが、池J7Lt'，I¥とあぺて、ある{;j')江ぴ);J( i~tがグよりじされ、イゆic，!の Ff有 iTl が多い" また、

沼[F?，;はj山氏の山j長刷 とミ与えられ、多くの一本PI";~:'~ーを混入する。

2. 銅造害薩立像の出土について

i~':i 30 (I( ;iJ r'iJ .1仁においては、 _1..J0)伴訟のためにはむした 1 11' 1'(1)、 GD を向日r亡、 f. j(li(l~ な jl:l: r) 1、(fを尖施したの

同辺は、約19;大m/J_fi、ぴ)院?の20トレンチにより州;f;しされていたが、川/.-; ~から iililj'( に|向かう何!{J;;f・変 ~~~./\r、が雨から

やγ北 IJLiブ:i lrlj に 1(1川、うラインでji'jÍr i:&、できたけその削糾変jl;~点より(山 IJ'( (二 1(lj かう ~!)2.()m 以の{J'+](li Jー からr'.I 'l ご卜

した。 池跡jJLij十~: l'í:l~ には:l.O~4.0mllJ) í ';の什川人のーがあり、その刈'~llr ぴ〕外刈同日 l士、北↑1[11 の約~.~-7.()mll'r;'，U)水附

状追1'j，'tぴ〕凶日1へとつながゐ。

11'11した問は、!号:')宇油田 (1リH'n尺色11少恒二IJ となるの XI[[J.，，'j:は、 i也j卓司 かレ〉ぴ)対L止 と考えられ、 i山)i(の;J(IN:

粘土)百円、までJirfI'iがI出められるけ i!..Ljj;r':部では、 X即日の|刊こは、先述した+Il:状の右il'lがlNから北l!!:iに|合lかフて

延びる n ;J(I&i'r'j止はIJ.l:ii岸、近くまではJjHftしておらず、 昔防川与!が1'1'，・|ーしたj山点、では、{乏・111:のJjr'faJ'，i;'となる VJII

!日 (間灰色i'1:j質土)がl'ιった)1';であったけ VJII帽のうち、特に1'-1-'， -1地点は、 しまりが強い|て11~~を受けた。

伴j:ik.¥川知土、 1;' {'，II U) 11J.1 まで合めた午、目前 12.7c:m と小NJO)仏 íI{i で、 I!ü 1'lilj を I!!:í に II'Ij けた íí[J[(Tj けの :1犬JL~で *~tl'1 '1され

たcil'. Tifl ()) {州民が刊にひどく、また、主í1![11 の 天六が欠n=l した :1犬 1L~ にあ っ た。台仲:も近隣からは愉 1'1'1 できていない
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第4節まとめ

他:I';/J、のl!'j'木村」j世lこづいては、日()()Oil三段(1)俗22i7(刑-&においてi山川、rtll!!ljにノl、組問なJ!日!J;IJ\ :~& +1'，)を1川uしたこ

とを受けて、 11. 1 ;;主にノト )J~ j1;~ な恨慌 を設けて徐ヤ lこ .Jj(1jJ を 日~J ~立 4 る 例世をWc 'セ したけこ の ことか ら 、!!'j';](;山川、

池]7l;合 1\ においては、大'];I~jjf~ な堰JI{ は，~、攻 ないと の : 1 1J 11'Jíがあ う たが、 j山のihゴミで if~ ií:':'I'I/J な水量rtlNJ 4j， ，~:を す ふ，~、民

カ;ある ため、何 ら かの帆 :ìii~勿 U)l'Ttr が!日l侍さ れたり治~i'1~ 1'10に、 j也刷、から、4紘一Jるノ1(~1~~ :1-)¥ it出")' ))す-H~ ，'I'，され、め

29iý(，V ，';jWで盟、定 L た l区叱訴 を比国 9-'~、1犯が3 じ ている ν 川ぴ〕水量 ，'iHû #K、 υ)-}了a、をも 念日liこii引き 、今伎iiJ叩kを.;ft

める :日、史がある"また、?岡 山土 したj折1.;世む I:;~i j'{(段につい'CLt、i山花部という池υ)+'I'lil也())11-1でi以も42EなiムI

j'iJiか1:)1'1けーしたりiIii!!I] U) Jj&を，'1'，ないが、やIJ1:) かの祭 Ili~iこ 1、ド う 1L( :f:である IIJ 能↑'1 があ〆ら 7 世紀伐と|三 の百 }針41

11、伶ど 考え ら れしており、 ，1':判 官I'J)点 ()) fMJ北に|刈わる 手frl として 今佳 、 削1:1、を ;11めていく必~どがある η

写真61 銅造書薩立像 出土状況

写真62 銅造菩薩立像

H5 



〔付論〕鞠智城貯水池跡出土の銅造菩薩立像

大岡修也(九州大学名者教授)

2()08fnO月231l、;1!1v's' JJ&;跡の !!i'jJ(j也助、から l'l'，~十した ~{:Ií~，!t:l公は、)1'. 1、の Jlli 肉古1\ に台!主主込用の九州(長さ 19

111111 、大さ 14111111) を j立り出した jliiJ 述書同~\'d段で\li ，jf集と|女1.;主する j世情や子「国8:~~.; は刊行認されていない川

現状

制j主主f悦}'1. 1~( (1芸|版1)は、0j'[r~jから九州までを 4有無垢でつくられ、 JJ~;I犬ではmæ.{ìr:の jJ~跡は lili~ii.:!、されて

いない。イヨ11>: 1!!IJ を低下 する天1;どの下 }if{，I)'}lj を欠11;'1 し、日山した (' I 腕や指うもにかけて~l:， I\欠損が認められる以外

は、ほほ当初のむを雑十K している υ ただし、鉄分を合んだ赤ゴ ;のJ!';ソj(i山氏出という，LU~L時V'克から、(象全体が

黄土色のJ211'JUこ械われ、かっ腹部から挫|勾;"，11 にかけて皮!肢がji~1j JiJlli して内 gl~の j市"miが露 1':1'，した状態となってい

るのなお、本Niのì7U'[1←および1q~行利竿)t&JI[Iについては ')/1"1 業!!í-に安 iî{ して作業 1. 1 : 1 である υ

j:I'iJ 造加|米立[忠実ìnlj{lI~1 :会l匂12.7cl11

/，~ lllm 3.()C111 

l~a~j 9.7c111 

像容

VIf 1'~"lj に 三ïúj'j了冠を叫〈苦;:I(d(l%~で、微には冠怖ををIJ む υ1~!IJrmの花 JI河iíli りの下に"EJ;lu)結束帯をあらわし、 llhî

!丙に振り分けられた1ft宅は自然な J~lJJ~ と L て表わされている n IJ~J を山げて服部にあてがった1TIITf は、 ':;t を上

に 11'，)けて円筒 )1; のt'!JA却を掠持するの持物は~~J~，~fの ~'2 を思わせるが、 ー|、端部が末広がりの i出合となっていて、

j出向付の円前)I:;~J': 干Ij在riJ を附 11胎化してあらわしたものであろうの

ド I ，j}!，"j を械う天衣は、 1111 げたJi刷すの内側11 を .ìill って~~&Illi:ぐ垂 1; するタイプで、 IJ引から]述内部にかけて外1!!1J に大

きく i考mlL 、 1~リ IT刑判として S 'j:JI'; fこ弧を1Niくように表わされているのが判俄である Q こうした貞一位ぐ却:下す

る天衣のタイプは、 iWj((，'(:ーモ l主I~ミの下íì斉イムヤ I ~CI胤~IJJ の作品ll に縫っか事例(j:D'I~ 悶宝物195号金銅品政立保、法I;it

i~'Hjk 中1 /(1:'物 179+J ・ 180サ金銅 rtJ:~.-j':f :I~(肱川象など)があるじ

休部正1mのf<.止:は不明だが、 11均l 古 1\中央には IIJ~I;広い:り~jíli'r'Wが去わされ、先端部が[;llj足の指先まで注している o

f射干の信部には裳のJ:.yj"jを折り返した間壊が去わされ、裳判'I!;が;lli1札仁川まで1在っているい背ITIIのi臼|去で討会長|

されるのは、回J}i;}11のii!?を除くと日J'i光手をlWり付ける制や1Vj孔がみられないことで、太い丸帆を差し込む台

}\ji に別注目~i)'tや{交)汗などがfi生けられていた IIJím↑ノ|ーが l肖い u

制作年代

{袋容から7、11られる三|百宝冠の形式ャ的 11俗化された天衣の去J}UI古式、 IJIr;¥)tく折りたたんだ:去の制使など、七

iJH~'J三頃から{去、|三の芯防 vj裂に共通したflé}lfllが者 l医される υ 連 11LUこ阿jι をそろえて立つf十:fjl! fま従来の IIlJii

側主体の彫刻を附製するが、服部を'I'心に「く」の字に岡山する休nl3と、胸部から週内部にかけて S字状に

反転;寸るフこずえ去JJ~は、本1~(の 1!!1JITüWi)]X:に閃わきとリスミカルな叫J きを与えているυ蝋光を{支出部にIoJt.'付け

ることを避け、 fi)止に設けられた支杭で川途支えたり、依lJ1ーで世き抑える方法が始まるのも七世紀、|三頃から

のことであるけしかも、 f思容で指摘した門前JI予の令不Inトサj;を)よl、わせる品物のJI三fLRといい、 llりJ!('Je'三|主1J!J1の1'1i斉
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仏およひ飛鳥・|土|鳳11、lこfH'iI)0) 多い宝珠村、i~'JJI~昔 i :::，r との冗'i誌な W)係をうかがわせる の また、，':1 にu也の将J~NJ)jt

については、大:';;;1訂の大[']-J)J~ヤ 1M )t城と :Jl にじ)11斤己 {i;: ')': (66S q，)に築城されたl{リ)f!.'-'f式山城の一つであると

の指jj):j もあり、 その ililWI:1ド代や ililWI 地については!とl 消将 ~，~;:j'~~ を含め総合的に判断される必要があるい

学術研究における意義

f公 i向lOC111'こ日目l たなしりl、 1(t" ながら、本f象の造JI~ には'ヂをよに I Í:'J けて 円前 JI~の品物を折、J守す る行子が|リ)liIi'に

?とJ}~ さ れている (1;g1 1:J~ 2)【】このJj胸l向旬7芯乙に4撚準J払4する円筒j形|μ5の十

l肝'1'作l'作lEり川Uリ叫j倒出j生; もしくは千介~W脚y山即11パ1卜付付、JナJ' ぴの)4令?ヰ利lリl 脊;出!1併:日;を忠わせる " Ji(:;烏イムを代表する木i笠間伐IJであるiLFX:W4~ 院少;)j世の;敗1I 1:IIJl竹詰

I併は、連輩出で装飾された::in未H(iの :j~\' q知を JJ旬元に折、持寸ることで勾 | られ(1主)J:収 3 )、今|旦1I'~'"j : した川 fij J!~1~J 

物との|明わりがiOI'，目さlLるυ

j、 J~、保持)I~ ιl掠は、 )Jf'U正に :5D米もしく は:JD司、恨の符出とみ られる持物 をI1i1J手で4利有する，;t.~r:佳から包付け ら

れたもので、法|保守w院;~f}':般の欣 111:附i:k1象は火焔と辿;útl'生ーで弘前l された 'iU~，Hiのね物を })f，~花に保持する の rrm

k:w:'7.HCdがilrUriするようになると、側面 :，!Xi訟は:，Intiに化11、を去すようになるが、 j没UJ:r1判併の:i:)Wこ化仏は

去わされていないυ ただ し、 ::Î，:J~、判、十'f JI;llf.l:Wが:f}J川 1IJI 't\ザ〕↑イ|怖 を1':\'〆J ていた ことは、 やがて七世紀=-1ご じli にな

ると削心寺M~ìi，:f!.i' r\:::~ : V. f象 (65H) の ように宝i苗に化仏を去したうjU!，/、 i~q4nl三 .~l~/.i依がJJ'!れることからも主n ら1Lる 。

この宝珠J木村JI三位1散の成立については、 I-)"回附切)0)世保とはかかわりなく刊行うにおいて成立したとするfr!'f

釈、 11-'I~ïqn刊すlで弁中1) 1Jt J:E を広II~とする令ポ1)部や合中11.命がゴ三味もし くは ' Î?J'j，f!f、の容却に~1じしたも ので、 。七百を

山本11とJ.;.に導く初!!)jWI白首院の泉徴的なN物として導入されたとするfiJi!釈などがある。また、十i-物を僻r¥す

るしぐさについてみると、川lの本て、包み込むように胸元に抱いているのが一般的であるが、今回山|ーした

苦;附は、 ITl，jJーの;手:を上にInJけて 1"から支えるし くさを しているのが判微である。 1，，)~S(i なしくさをしているの

が、 itl).~ ~'í凶 lí'id}JI Ji!f~ 担箆院のj吹い 1: 1rfl'1 出 jj{臨立:保 (~1~ f.j~(太子山J) f:ì 内仏、|半lI:k4 ) で、 I' Ìlj ずーの W~ をーじに IÎ，]けて :.iG

ね :'ÎU!.j，;般の持物をfギ44ーしている の ~in~，:tjliの Nî~物には1)"央に三条の主1) ;Í~í!が方面されていることがm摘 されており、

単なるj-::刻、ではなく fT子‘状の下ト械をあらわしたものと考えられるり

このよ うに、京院砂';11削没 111:M1-iま千?;:Ií;lr の品物な らびに211;下:j'éって子f制没 IlJ:Ml t'1 の持・物は、 いずれもネ'üïl: な'し)~，と

いうより金利容加を jtlわせる玄q、械の持物といえる の 今 ITIl U\ :L した !Wi~J1~i'城跡 IJ'，o:!二世際立(設のJJ11物は、 ーfYu，~.nl~

が川J:1I状に広がる尚子?となっていて注台付の門前J!;.g;;fl)谷;併をち;析とさせる。このiltjh小.J1.1)筒形手F慌が??ヰ1)

fjb琵本米ぴ):'世11本を川仰:にオベく、 あえて'SU1、株ではな く11)筒仰をほ川したのであれば、''[-'1主|刊JifV)系の舎利供

養品川対(~{C"，~， されている 1と11'斉仏のflニ例とみるべきで、 -' Î;: J1，j~~n'J I :~苔 i~W の起il日 と変 i珪を考 える 」ァcWÆ な資本|

となろう り
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図版 1 鞠智城跡出土銅造普薩立像
O 3cm 

図版3 法隆寺東院夢殿救世観音普薩

図版2 鞠智城跡出土銅造害薩立像(上部)

図版4 法隆寺西院伽藍聖霊院

救世観音書薩立像(聖徳太子像胎内仏)
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第N章総括

判liiJ，リi)Jlは、本文，-卜lでも取り上げたが、これまで謎のi"i!1分として、判二に()) ，- (4)の疑問点が雌示され、

市町，命が前ねられてきた。ここでは、現時liTのJiJ!(釈を記すと共に、新たな所見も述べる。

(1)他の古代山城と異なり、極めて内陸部に入り込んでいる事

j心(JHからは、地区IJ'，の Ili(M~b'l，il).JH で 62km も自IH しており、 ;{;1 1 り'Jì11}に it く剖池川の ìiîJ 仁|からも 30klllの 'l'ìlrtM に

ある n 以前は、この地JII!的なI:¥j胆から「有事の125に築造された甘l代LLI城で!!!I，く、日IJj] 1'10の城主liではないか」

として、ド:r(l!f'J山ブ7の科人対策131が収り i'(たされた|刊J!JJもあったυつまり 、船13'1で侵攻してくるJ出と新知の迎

合市に対 して、|ノィ|住吉11~こÍlL:ji射し ては、緊急II~J の刈 J，~、カ ;;Ll:'，米ないという ←考えであ る n

-'7T 、 j存人 I況であれば、この}，I)、の矛盾がfíJi(i:Jとできるという fiJf(~Xで、あった ο この;HGについても、最近では、

大平I IiWß王』こ九J'する 1(: 人の反乱が 8 ・IiIJêtJNfIまで' 卜ることと、 iri1J'j~'J)j~カリ!日 ff;:の回 rrl よりも 30km も依11寺 j也 lこあ

るωで、 it，W化の1l([1行lにある u 1 1'IJ刊の I浦町にもi 世してこそ 、 五、 II~、があ るとい う治;見である υ これに対 して、

liHと ~i)Î;;';(': の船 IJIの分1;ゑが、街川仰に|甘|り込むことを想定したのではとの見-fj もある n そうなれば、 Iti! ;'jllから

の攻!lF拠点として、抑制'J)J比が城フ~;~';としての:rTLみが 1.1 "てくる。当11当は、菊池川のかなり ':1-'討しI:，'lから船でiiif仁|ま

で'1、れたはずである の そうなれば、 I;rll~)) の最j!~:j端基地という推論が1;見り弘つn

この1'1については、、!とI&:8 .í. 1ょの .ir\i]!1~i リi)H;IH~~イ~T: ~~~~ 111)1 1'if~R、J 委員会で、小 I-FI宮 J:M 委員 (:n'il;(iJ 人;ザ:名誉教十が

加古された*が、今1:=1、iI<IJi~i' 城を与・えるよでの )(MlHIJ になっている 。 「城払が、他の城主と li ，J じ燃に阿古に

，;~jl& されていゐ以上、まずもって、杓~~，'~jl を ïlï1~ iJルえとして、しっかり佐世付ける必裂がある 。 ささヤかれ

るイr 人0~~なとの}i~'iì~~ は、~[干の枚架部分と して、 今後 l ニナfU:命を重ねていけばよい」と古うものであったn そし

て、 I)~W十 '('ilj に付ー世する疑川は、「有 IJ 10) I~ ;~ ~こ、 Jtili交的、 安全な j幼 f~r から}('，;，ëITlの佐ブf}.(J0とし て ー兵丸'jl;Ld也の

役目を jll ったと考えれば、矛盾が!!!f，ぃJ との見 }j に?'会ち着いた の 城内のiJili訪米は、 jj~沃なすり i也、jï.U~Ï'を 1二院必

02としたものと1f('裂さ hる。

(2 )築城時期に関する記載記事が無い事

『同本rl;::*~~ には、 ).ji'i'4 iド (ôfì5) に、 5A紫に大野城、 l，lilf，)!城、長門に長 1"1城を築き、大'j'!，' (-).i.].'. (667)に、

つ寸11 に l千':)安 J}!~ 、 i:('(l 11主に序!，iI!!抑止、九J' )!!; に金 ITIJ)&;を築くとある 。 これド刈して悦Hi!，'J)州立、築城に I~，J する i~êlJ~î がJw，

く、 ~'fí;~!，じ|ごl 本紀J の -)(jiC.; ~I:. ( 691¥ )に「大Uff' 、 i川主、 ;1\ 1J '1~i' ()).ーJ);lを司Wiifd-る」という記械を初J見とするο こ

れに勺いてのfij!(釈は、けくのとおりである υ

今1::1 、 l主|諸iこTic íl(~ さ hた 111)J~の l:UJfl\'f 式 LLI城に、そうで4m、い l仙J比の判|他石系 111城を合めると、 lぽ1=1 本 J也 j了で

27城のi1i代11ゆえが築造されたことになる。このtJfことからも分かるように、数の一"では、丈j{iK米7山|花のか&J;

が、判!!''(式IIIJ)&をi交くことが分かるけこjしについて、，':1¥'，i;.!; {!b 1'，'fJ .L ¥: (1，1，J 111'j 1)丈化:以'j[;丈化財・〔早川口)は、興11よ

ある 1tef'をしているυilι|の白鳥ii事記ただけでは、おそらく引l叫!であろうり地方のすi肢が担当した分があった

のでないか口市1~ll~~ として、 |王|吉の i-k~11えから j曳れカ，1+'，たのはないかJ"1ii[:かに、命事が予想される緊急事態』こ、

数多くの城沖、が、令て大和 i:UH主の直 'I; ;~'の元、ほ ほ同/I !iJlJJ に築城iïfíi日であったのかj山、に疑 l :l~である“，'Jj官氏

の発言は、 ー考の余地がある。

また、日Ijの四!山も考えらj聞したりi6o3:l，のl河村むのirぃ、以前から存干「した城ltWfがあった」との見方である。

これについては、近年の発州!iiJI，J1fの結果、判mli¥山械と十申告ti1::1系山城は、はぼ同H寺JUJtl'jに115城されたとの見

ブfが自iくなっているn 以前は、f炎:e'f-の築J);lIl;y.!!JJを1.11.)りjに想定する見)jがあったn 北九州地方に分布
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1tぴ)築造tn~ もある ω こうなってくると、|主|暫 に城主l ヤ結城l同県lがTI~~Ï<~されているか百かは、 大 した|問題でな

し、'tf，-j)'iっかるや

;]'!]j
11riリ成は、 7世紀*ば以lii]の1iE峨は考えられないの建物刷、などから())I'Jj ~t:ì古物を分析した結果である υ 長

針n;u也|豆では、建物泣怖がo'W:*e伶半の竪火住居111を切っている υ そのIISJ!JJまでは、この土地で小集l在が'出'

まれていたことが副作実であるの 最も多い U:'，土遺物は、[続日本紀~ lこrie載されたれIH主JUJから純治則jの7"1lJ:紀

絞半であるけ|と| 詰 に築城II~J J!J J の記1肢は 1!れ、が、 年 目 1' ''r: I'J~ な所見からった野J!!~ と jt緋城と II，J II~J'!!J J (665年)の唱

力JX ft~~は、何「かなものであろうれ

(3 )他の古代山城と異なる立地条件

;1'羽1f城は、棋市150mクラスの丘陵地に築かれた城主である n 高111に築かれた他のii川(Il式山城とは、砲を

具にする の 金 1:1: 1 城・ ヅ寸!Í'主主・当l~if;l!~!~ は、標高275~414m クラスの高山坑に j. たる遺摘が残る。時1'\17-)1; をした

庖11~怖に土ぷベJTI ~:l 7J\2XÞかれ、谷自1\ には、これを仕切る 石主が築かれて、 1)1 水施設の水|吋があるの対して、

;r制~fJ 城は、 +f; 円 ]1';.をした 11l:l司 150m クラスの低|王陵地で立地のmJから大きな述いがあったのそのために城j戒

のjj{r;定が大Illi~ に i出れ、 J~'I~:#J)!と仰せH~J主wて、回 1*えさオした55ha を JJ&M( こ t[( 定したのは、王子成 2 {1 であるの

1'，忍線の梢i主は、これまで尾般的の削り出しとの見ノ7が強かったのその事が、 4t殊な，，'[地条{'j:と f，，:なり、

他のï1i'1tLlI城とりil なる J)主宰の j丘りとの li，出i;~が怖かったQ しかし、近't:j三の尚 1l!1J と 凶似IJ 土 ftliWJ~の発~1il!i制Jlfで、 11刈

托i1、」と「央主任y:);Jという 古代LLi城に特有なーL:i1、で:1二男iが築かれている事が半iJl則したυ これに))11えてj主fjiの

みと 考 えられていたÎfsîi9í にも、 I~反築土足が柿築されていた事実が判川したけこれによって、 !\'iiv判城の J成城は、

大;.j、土決で1)[1秘されている可能叩が高くなったυ

さらに他ノ尾I，IIJ肋iからは、 谷lIiJを{I‘切った石墨の残欠古1¥が杭Ujされた" ;U ，rtt正を :ìfßめていくと、 )îl~ J氏古1I の

1:1 i:~ IIJ)i';や i白水 1，'1) の情出が、仙の?片1t 山城と共通する事 を ;掌慨した o *j~{ -~~として、 ;Wíj)'~i'M'土、他の !fリJ!óï式山

城と \J~地条件が引( なるものの、仙の 古代山城と同じ i圭りであることが雌災となったの近年の大きな ;:)lu査 )jX;

よI~である。

(4 )鞠智城と管理棟的建物の関係について

長 苛!lilXI互に60号-63号の大型例川Uill物跡、iffがある n 60~け と 6P子の巾北方向の平行 ;ìfi びと、 62 号 と 63号

が Jj~(交 iliill を判つことから、|りj らかに命JfIi'俳とは↑'1 怖が異なり、背山I! 村il'10 な建物 1/平と見なしているけ建物跡の

周辺からは、 jJ:J面倒、小刀が山土したけ J1'J 水池跡からは、 WJ迎遺物の木 ÎIÎ~J も1.1 に|二 L ている υ 木間の J~W，遺物

として、 7 /11:紀伝半の 31~(rlJ
: .~，~fの平胤がIU士 しているので、少なくともこの 11封切には、これらの建物が派ぶ一

区jHljが1Ftfしたことが有(察される υ

(5 )建物の建て替えについて

」間~;)， 'JJ北川;では、 i泣大で 41口|の主主て替えがれわれている。その状況は、 40 号J)ni i'rtLill物跡、 36'号 " 37別選手l

出物川;、 38・39号制!i:.祖世物跡、 6サ .7 ~'!hí'li ~;JJ;の杭 lそ~'，iilliflJrで見られる。本文lやでも 記 したが、ここでは、

そのまとめを行う ηJ没I'I留から発見された40号は、第 IJ!)Jの匙物である。第rrJ!JJに構築されたのが、 38号と

39 号 の小m~):ii 立ー柱建物で、治国~!!]になると、 37 号-小型礎石lli物が建てられた。第lVJ[JJは、 9iJH己代の36号大

JJ;~J出石辿物て 夕、るの 7号 d\\ は、位 ir' i とバランスとの|均係から、 36"，:1 の h' ， Ji，'，';と J仕定される。

づ7、21J/~.~.23J;] 舵 :{I 住物州、と 35"'5" iJffiú:，ü建物l'~、の ~t後 Ij，~JH~ も主i 目 される。 35 号 大出品il 立柱建物→22J;ナと

23-1与 の小!r;!Ji，tUi建物(税引iJ@物)→21思大型リ舵石辿物となる υ これを 1-，，i己分にあてはめると、第 rrJリJ(1)小JfJ

}Hll立柱ill物が米牧山となる。

総じて、城腔と!!YA合すると第 IJUJが711上紀役半の(jIJJ;!lWJ-純治則、第rr!リl-r;胆NJが8111:紀の奈良時代、

第lV!!J]が 9 世紀の平安IJ~ 代と tfrj:とされる υ 第 I1り切jは、 司東nアP シジ、アのql争'1卜-刊市乱L!朋明 vでぐある U 自創削|リJY.辿jよII朋り明JのI干?1附1jjι仰L智柏ll川l

立柱走刻辿~物が主比で、 i紙í;i札l刊(，iì的f介iリJ川!!川J川j を j迎山えても E目也盟~一物の大 11州1I1川川I1雨而Ij耐Ij l; な j処1 て(甘」、えは 7知!!川!正t く、 1古1¥のすil'ifl容にfdまったとt[r'leされるり
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大j礼中I;-~ な改築を示 11去する i世柄は、 1μJ食九剣't I汀l'州l

11川1.日、SJ川り別]で、 i建主て1品4、えぴの)1川巾|いlでIJ小lト、づj』引1V刊1)主組処l色:物も「パuリ川1刀明1克1した iυ1 筑w!則!リ別JJは、 9-1立中己を.;mえて、 l\，Jj j ~"i' J)I~の中冬ぶJl!J であるけ この II~\

j切に及んでも、 大型舵石ill物が柿告をされているのにWt く n このII'~;J!)J 、以川相 fl 九州大学院教民の fli'll 指 11却によ

れば、 9 -山紀には、判ík~í' の淘!械の115んな i{，副Jがあてこ)たというのこの事 に|札l 辿するものであろうかυ いずれに

せよ'I" ~jfl:抑制土、|主|家の ~P'W，ïl~j に臨Hrí した 7 世紀徒二F に築j立された城主であるのそれが、 I~lil際情勢の変化とは

無関係のように、延命と 9世紀iを ふ|三 まで有枕したのである。この1JII')[ と、 最大で I I1 ~jJlJJに及ぶ世物訟法の治、

味との兼ね合いは、 今彼のliJI'j'E，W日Hである n

一)]"で、 ;V，iJ:r;~ 1三 fすの世物跡は、 11日午1142'q.O) 間 出 仁事 の J1}~f~~~ もあって、切り 合い 11[J係を桐めないものが多い。

このことが、城内から検山され処物跡、昨のト タル的な 11キ代|三分を、 ~I':'，:;í' に I:ß I ~\II なものにしているり

(6 )貯水池について

;長者!11地 1.:5:の北 1~~ùlj ~こ 1\/:世している n ド拘束lWJ の奇長j;t に端を拾し、 1: 11 紅から北に向 きを変えてー|ミ り、 111mが伏

まる谷tiii まで l十j~1 じに~:r ll長い形:1火となるけ 53()Oníの刈1Viが1((祭され、 l]\( !J( 仁|、イヨ リI}kì世仇、!??木JNj~~}、水j及みj必

WJ;の木組. J世情、堤防 :17()皇柄、柱穴7"1)を杭，':l'[してきたわ i山跡の I:.N: にj-j i'fìlf した@ ~(I}! )(j;，: は、J!'J:;J(i也叫が利):I=Jさ

れた築城からJWi岐に宅る}りJI，''，jに、 ffJ，々 にJjHjtiしたとよ与えらjしるけ 11'，ニl今週物は、 7 jlH~ .i;i;::: 1土 ~91日斤t.'. ff;~ 、 |ι の 11.\

J!JJI同があり、 医|甫lこ記;Jえされた峨11，1'III{[\ に見 fT う司'J1仁~ù -ft~である 。 城主、には、Jj( ilJ;lのイ佐保がi~rX~5であり、城地

に〉とめた谷古IjをJ!'!';j(i也として利用 したのは、 当然の成り行きと号えられる， 1青山寺に、 白1¥は!什木J効としても

活m されているけ 築1)1えから出城までの iifí)'IJiJサ(Ul!リされる υ 今後の訓i出は、似品、1 . )山の !!J:/J<.ìiliJ;II; を 1t 切る:il~況の

怜ILIJ[-eある。

(7 )百済系書薩立像の出土について

~'，ifJ ?~，[ JJ!kからは、こ iLまでに八戸J!Iμl物州、・ !11:水i山川;・ !?i木内刷、が牧I'-IJ¥され、木fmも，'.1'， 1，:したn こiLらは、

J比が|ど|のï~，イーに UIJ)!k としては、 ドリの発見としてItl]された門そして、昨"1ーの10月には、 !tJ:;J<.池川、のj山7LifGi川か

ら小型!仏{設が I~[jーするという 大発見があったc これについて、 大同{10也九州大学名径数托は、 7 '1l! 紀佼 q主 の

I~ ì河系伴院ユ'r:仰との見方をされた" "1'1';汚からの比米人が、 l鞠1付附f朝j凡山主担也J1川l

な/'勺白ラ〉たのでで、ある〈υ} このことは、 m 本7li記J の 夫J)~i[ 4 q'.の己手iにある「大野城や))ζ長 lゆえは、 I~(i斉から亡命した

j主ネの校術指導によって{此うちさ iLたjとのfi日;d¥:内符を裏付・けることにもなり、大いに11目される)vr灯、である U

小型{1、保は、 i山川;の最ー|、一)留から山:-1二したことも市‘!止である"

(8 )鞠智城の整備

花畑山rtl' は、 2009，{ドで 31ijくを1;~えるカにこれに(半って、 J)iU;IJ、の fhl イ子 と活 I-j-J を訂-るために、熊本県では、

1994{jeから 4ヶ{I"(i'j i匝|で城助、j山の!lJ地l収刊をわったοJ!J!i:の総IIlifili55haの|付、:jE:J日(到二部、 墓地、 J:.n;(地l与の

常民地を除く、 43.5haを対象とした。世柄の空白地，li;:と判明したよ!Jj(l山13では、県民政音1¥がよ111地を施策I)，'j旧

して地椛者 に↑il': ~~r を i'iI・ る 方策を取ったのこれが!l=J 地目 JIX:の i)(めJーになった。

~i~ lHii事業は、 1996"'1'から Ij:'JI;.f:iした。 辻村J を!字 さ1.5~2，0111 の'各士で似i出した{去に、 4 NIの伐7己主II物を挫目立

したり八角形建物跡については、 ;mj')J'域保有 常備怜ïIナ安員 会で41 に多くの IT~\ ，fi訟を重ねたが、 最終 (1サに中|主|や

11り J ，((iJ .è. 1三島 にルー ツ を持つ「技桜」と抗[1命したの六回史の n:l2!τ文他ヲミ虫 ')j:!fd には、兵JtI~の肢との7ι述がある内

心柱の長さは15.3111、使用されたのは地元庄の耐性iiH8011"'-の1命材であった"'fn朱を含んだ-jT付、の ri"IJさは、 15お

111Q三周辺りの瓦葺き保恨の総長会置は76t にもなるわ1r?:J二 I;{~ÿ には、 i主的のための太鼓を 嵩いたりなお、この

.八fり形ill物跡の仮花に際しては、検討委員会からの強しミ仕IJめがあって、 i喧世削4柿持削f仇似i以(千存Iぴの)ために怜l山上

ベや' ;1北ヒf似側!川1](にこ vず~"、らしている{け〉

20~づ lvniilN句川、は、総柱の柿lri に力11 えて、 M~化1とが 11'， I二 した ~Ji から、米台として{耳元したの I ~'司 )~りにで、主L

J員きの校倉山りの建物である"sL茸きj呆根は、 32tの21iiijj.今にな ?た。
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JミヴJJI;をした1!!11tiの+}:111I伯世物川、は、 」ZJ?とW'定されたり似Eiiき医恨で、つり 」↓Y;r¥:の位、が特徴であるけ

1 -}~ ì"， lj を i(:íitl析する泊附を J~~ として、川↑!!IJ(こ兵:1で の J点 T告が.'.Ì~ぴ、 I1引 \-1 人 員 はらO/t， fW I~ と1'rr定される。先JI:I\ TIIr';]f仁で

は、同 Hiの也物川、が~HiIJ状態で牧山されており、'I'Jij'M'})I~ には、ある II~J !!IJ 、少なくとも 2 iij[分に1()O ie， 1cI'の兵

-¥ーが!日 11していた劫が分かるけ

総1+の叩iff村山物刷、は、 j{，の1'1'1じが}!Ir，く、 4主 手?から近b'gij!，lfl にあゐために、 当" 過 さ!不Hj~U) 十反省「として{包元 さ

iLた。甘え(!日などを 1~~皆 したと盟、われるい

長J片山には、検1'1'1:;立付liを参与・にして、木jiiの休::1!1引が也，;止されたり 4()号-1結石山物b"}J;C::':U'H甚石)の泣くか

ら凡つかった;F~)!':~加い:山川市、(l H~ナ・ 12号建物跡)をモデルにした施7j.~-C ある〈り， 1礎t陛t石 .抑鼎1、心1:川:1一ブH、

ブ力j )川|2汁1状1犬tωυの)サ三( )列1 リ川liJt~司行7 主到処l日1~物句 Uの)J問I司JI凶凶赴剖|を、 州¥¥/:1.1の|汀IIJ)j;が也ゐ例法になっている。 ただし、 復正yJi物と IZJ)Ij-するため

に、北↑!!IJをl日:く:1m U)¥!ifがブfラスリl三十)-ぐある υ

相官IIJ)~~ ，土、 2()01Jr:， 2 ):J 271 11.]'けで官出向示 lこより、|ニlij 指7と l担 l亦とな っ たけ 1白羽~1-，制 ~fl土、今，( Iι jTKで 31ì欠を以

え、 ¥HHliii中業も Hi司令 し|に入ったu flE木 L~J， では、 2()06{1 功、ら 回世公IIITI1じを 1= 1 指してMl~ 寸しとな って週耐を出

IJiJ L-CI.、る n
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